
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　 ビデオファイルと録再ビデオ管理データを含む管理フ
ァイルとファイル・システムの情報が記録可能な情報記憶媒体において、
　

、
　前記ビデオファイル内には映像情報を含む ビデオオブジェクトが記録されていると
ともに新たなビデオオブジェクトが記録可能な未記録領域の存在を許し、
　
　
　 セクタ 理セクタが と共に 前 理セクタには論理セクタ番号が設
定され、
　前記論理セクタの長さと等しい論理ブロックが定義され、前記論理ブロックには論理ブ
ロック番号が設定され、
　前記ファイル・システムの情報 記ビデオファイルの記録位置が記述されたファイル
エントリーとファイルアイデンティファイヤーディスクリプターを含み、
　前記ファイルエントリーがショートアロケーションディスクリプターを含み、
　前記ショートアロケーションディスクリプターが前記エクステントの長さ情報と位置情
報とを含み、
　前記ファイルアイデンティファイヤーディスクリプターが対応する前記ファイルエント
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ビデオオブジェクトが記録される

前記情報記憶媒体上に記録される前記ビデオファイルは連続的なまとまりであるエクス
テントにより構成され

前記

前記ビデオオブジェクトは複数の前記エクステントに分かれて配置可能であり、
前記ビデオオブジェクトはビデオオブジェクトユニットを含み、
物理 と論 定義される 、 記論

は前



リーの記録位置情報をロングアロケーションディスクリプターで記述しており、
　前記ロングアロケーションディスクリプターが前記ファイルエントリ 関する エ
クステントの長さ情報 位置情報を含み、
　また前記ロングアロケーションディスクリプター内では対応する前記エクステントの位
置情報を前記論理ブロック番号で指定し、
　前記論理セクタ番号が設定されるとともに前記論理ブロック番号が設定されない領域に
前記ファイル・システムの情報の一部であるメインボリュームディスクリプターシーケン
スのストラクチャが記録可能であり、前記メインボリウムディスクリプターシーケンスが
論理ボリュームに関する情報を示すロジカルボリュームディスクリプターを含 、
　前記ビデオファイル内ではＡＶアドレスが設定されており、
　

　前記録再ビデオ管理データが前記ＡＶアドレスで示された前記ビデオオブジェクトの先
頭アドレス情報を含み、
　

ことを特徴とする情報記憶媒体。
【請求項２】
　　 ビデオファイルと録再ビデオ管理データを含む管理
ファイルとファイル・システムの情報が記録可能な情報記憶媒体において、
　

、
　前記ビデオファイル内には映像情報を含む ビデオオブジェクトが記録されていると
ともに新たなビデオオブジェクトが記録可能な未記録領域の存在を許し、
　
　
　 セクタ 理セクタが と共に 前 理セクタには論理セクタ番号が設
定され、
　前記論理セクタの長さと等しい論理ブロックが定義され、前記論理ブロックには論理ブ
ロック番号が設定され、
　前記ファイル・システムの情報 記ビデオファイルの記録位置が記述されたファイル
エントリーとファイルアイデンティファイヤーディスクリプターを含み、
　前記ファイルエントリーがショートアロケーションディスクリプターを含み、
　前記ショートアロケーションディスクリプターが前記エクステントの長さ情報と位置情
報とを含み、
　前記ファイルアイデンティファイヤーディスクリプターが対応する前記ファイルエント
リーの記録位置情報をロングアロケーションディスクリプターで記述しており、
　前記ロングアロケーションディスクリプターが前記ファイルエントリ 関する エ
クステントの長さ情報 位置情報を含み、
　また前記ロングアロケーションディスクリプター内では対応する前記エクステントの位
置情報を前記論理ブロック番号で指定し、
　前記論理セクタ番号が設定されるとともに前記論理ブロック番号が設定されない領域に
前記ファイル・システムの情報の一部であるメインボリュームディスクリプターシーケン
スのストラクチャが記録可能であり、前記メインボリウムディスクリプターシーケンスが
論理ボリュームに関する情報を示すロジカルボリュームディスクリプターを含み、
　前記ビデオファイル内ではＡＶアドレスが設定されており、
　

　前記録再ビデオ管理データが前記ＡＶアドレスで示された前記ビデオオブジェクトの先
頭アドレス情報を含み、
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ーに 前記
と

み

前記ＡＶアドレス順は前記ファイルエントリー内の前記ショートアロケーションディス
クリプター記述順に合わせて設定されており、

前記録再ビデオ管理データは前記ビデオオブジェクトユニット毎のサイズとビデオ表示
画面数の情報を含む

ビデオオブジェクトが記録される

前記情報記憶媒体上に記録される前記ビデオファイルは連続的なまとまりであるエクス
テントにより構成され

前記

前記ビデオオブジェクトは複数の前記エクステントに分かれて配置可能であり、
前記ビデオオブジェクトはビデオオブジェクトユニットを含み、
物理 と論 定義される 、 記論

は前

ーに 前記
と

前記ＡＶアドレス順は前記ファイルエントリー内の前記ショートアロケーションディス
クリプター記述順に合わせて設定されており、

前記録再ビデオ管理データは前記ビデオオブジェクトユニット毎のサイズとビデオ表示



　前記ファイル・システムの情報を読み取り上記ビデオファイルをアクセスしデータ再生
を行なう を特徴とする情報再生方法。
【請求項３】
　　 ビデオファイルと録再ビデオ管理データを含む管理
ファイルとファイル・システムの情報が記録可能な情報記憶媒体において、
　

、
　前記ビデオファイル内には映像情報を含む ビデオオブジェクトが記録されていると
ともに新たなビデオオブジェクトが記録可能な未記録領域の存在を許し、
　
　
　 セクタ 理セクタが と共に 前 理セクタには論理セクタ番号が設
定され、
　前記論理セクタの長さと等しい論理ブロックが定義され、前記論理ブロックには論理ブ
ロック番号が設定され、
　前記ファイル・システムの情報 記ビデオファイルの記録位置が記述されたファイル
エントリーとファイルアイデンティファイヤーディスクリプターを含み、
　前記ファイルエントリーがショートアロケーションディスクリプターを含み、
　前記ショートアロケーションディスクリプターが前記エクステントの長さ情報と位置情
報とを含み、
　前記ファイルアイデンティファイヤーディスクリプターが対応する前記ファイルエント
リーの記録位置情報をロングアロケーションディスクリプターで記述しており、
　前記ロングアロケーションディスクリプターが前記ファイルエントリ 関する エ
クステントの長さ情報 位置情報を含み、
　また前記ロングアロケーションディスクリプター内では対応する前記エクステントの位
置情報を前記論理ブロック番号で指定し、
　前記論理セクタ番号が設定されるとともに前記論理ブロック番号が設定されない領域に
前記ファイル・システムの情報の一部であるメインボリュームディスクリプターシーケン
スのストラクチャが記録可能であり、前記メインボリウムディスクリプターシーケンスが
論理ボリュームに関する情報を示すロジカルボリュームディスクリプターを含み、
　前記ビデオファイル内ではＡＶアドレスが設定されており、
　

　前記録再ビデオ管理データが前記ＡＶアドレスで示された前記ビデオオブジェクトの先
頭アドレス情報を含み、
　

　前記ファイル・システムの情報と前記ビデオファイルの映像情報を記録することを特徴
とする情報記録方法。
【請求項４】
　　 ビデオファイルと録再ビデオ管理データを含む管理
ファイルとファイル・システムの情報が記録可能な情報記憶媒体において、
　

、
　前記ビデオファイル内には映像情報を含む ビデオオブジェクトが記録されていると
ともに新たなビデオオブジェクトが記録可能な未記録領域の存在を許し、
　
　
　 セクタ 理セクタが と共に 前 理セクタには論理セクタ番号が設
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画面数の情報を含み、

事

ビデオオブジェクトが記録される

前記情報記憶媒体上に記録される前記ビデオファイルは連続的なまとまりであるエクス
テントにより構成され

前記

前記ビデオオブジェクトは複数の前記エクステントに分かれて配置可能であり、
前記ビデオオブジェクトはビデオオブジェクトユニットを含み、
物理 と論 定義される 、 記論

は前

ーに 前記
と

前記ＡＶアドレス順は前記ファイルエントリー内の前記ショートアロケーションディス
クリプター記述順に合わせて設定されており、

前記録再ビデオ管理データは前記ビデオオブジェクトユニット毎のサイズとビデオ表示
画面数の情報を含み、

ビデオオブジェクトが記録される

前記情報記憶媒体上に記録される前記ビデオファイルは連続的なまとまりであるエクス
テントにより構成され

前記

前記ビデオオブジェクトは複数の前記エクステントに分かれて配置可能であり、
前記ビデオオブジェクトはビデオオブジェクトユニットを含み、
物理 と論 定義される 、 記論



定され、
　前記論理セクタの長さと等しい論理ブロックが定義され、前記論理ブロックには論理ブ
ロック番号が設定され、
　前記ファイル・システムの情報 記ビデオファイルの記録位置が記述されたファイル
エントリーとファイルアイデンティファイヤーディスクリプターを含み、
　前記ファイルエントリーがショートアロケーションディスクリプターを含み、
　前記ショートアロケーションディスクリプターが前記エクステントの長さ情報と位置情
報とを含み、
　前記ファイルアイデンティファイヤーディスクリプターが対応する前記ファイルエント
リーの記録位置情報をロングアロケーションディスクリプターで記述しており、
　前記ロングアロケーションディスクリプターが前記ファイルエントリ 関する エ
クステントの長さ情報 位置情報を含み、
　また前記ロングアロケーションディスクリプター内では対応する前記エクステントの位
置情報を前記論理ブロック番号で指定し、
　前記論理セクタ番号が設定されるとともに前記論理ブロック番号が設定されない領域に
前記ファイル・システムの情報の一部であるメインボリュームディスクリプターシーケン
スのストラクチャが記録可能であり、前記メインボリウムディスクリプターシーケンスが
論理ボリュームに関する情報を示すロジカルボリュームディスクリプターを含み、
　前記ビデオファイル内ではＡＶアドレスが設定されており、
　

　前記録再ビデオ管理データが前記ＡＶアドレスで示された前記ビデオオブジェクトの先
頭アドレス情報を含み、
　

　前記ファイル・システムの情報を読み取り上記ビデオファイルをアクセスしデータ再生
を行なう手段を有することを特徴とする情報再生装置。
【請求項５】
　 ビデオファイルと録再ビデオ管理データを含む管理フ
ァイルとファイル・システムの情報が記録可能な情報記憶媒体において、
　

、
　前記ビデオファイル内には映像情報を含む ビデオオブジェクトが記録されていると
ともに新たなビデオオブジェクトが記録可能な未記録領域の存在を許し、
　
　
　 セクタ 理セクタが と共に 前 理セクタには論理セクタ番号が設
定され、
　前記論理セクタの長さと等しい論理ブロックが定義され、前記論理ブロックには論理ブ
ロック番号が設定され、
　前記ファイル・システムの情報 記ビデオファイルの記録位置が記述されたファイル
エントリーとファイルアイデンティファイヤーディスクリプターを含み、
　前記ファイルエントリーがショートアロケーションディスクリプターを含み、
　前記ショートアロケーションディスクリプターが前記エクステントの長さ情報と位置情
報とを含み、
　前記ファイルアイデンティファイヤーディスクリプターが対応する前記ファイルエント
リーの記録位置情報をロングアロケーションディスクリプターで記述しており、
　前記ロングアロケーションディスクリプターが前記ファイルエントリ 関する エ
クステントの長さ情報 位置情報を含み、
　また前記ロングアロケーションディスクリプター内では対応する前記エクステントの位
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は前

ーに 前記
と

前記ＡＶアドレス順は前記ファイルエントリー内の前記ショートアロケーションディス
クリプター記述順に合わせて設定されており、

前記録再ビデオ管理データは前記ビデオオブジェクトユニット毎のサイズとビデオ表示
画面数の情報を含み、

ビデオオブジェクトが記録される

前記情報記憶媒体上に記録される前記ビデオファイルは連続的なまとまりであるエクス
テントにより構成され

前記

前記ビデオオブジェクトは複数の前記エクステントに分かれて配置可能であり、
前記ビデオオブジェクトはビデオオブジェクトユニットを含み、
物理 と論 定義される 、 記論

は前

ーに 前記
と



置情報を前記論理ブロック番号で指定し、
　前記論理セクタ番号が設定されるとともに前記論理ブロック番号が設定されない領域に
前記ファイル・システムの情報の一部であるメインボリュームディスクリプターシーケン
スのストラクチャが記録可能であり、前記メインボリウムディスクリプターシーケンスが
論理ボリュームに関する情報を示すロジカルボリュームディスクリプターを含み、
　前記ビデオファイル内ではＡＶアドレスが設定されており、
　

　前記録再ビデオ管理データが前記ＡＶアドレスで示された前記ビデオオブジェクトの先
頭アドレス情報を含み、
　

　前記ファイル・システムの情報と前記ビデオファイルの映像情報を記録する手段を有す
ることを特徴とする情報記録装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は映像情報をデジタル情報の形で記録し、またデジタル情報を再生して映像情
報を取り出す事が可能な情報記憶媒体に対する映像情報の記録時のデータ構造の改良に関
する発明であり、またこの改良されたデータ構造を有する情報記憶媒体の改良に関する発
明でも有る。また映像情報を上記情報記憶媒体上に記録する場合にはＭＰＥＧ規格に基づ
き圧縮されたデジタル映像が記録される場合が多い。またこの映像情報を情報記憶媒体上
に記録する情報記録再生装置及びこの映像情報を情報記憶媒体から再生する情報再生装置
の改良に関する発明でもある。
【背景技術】
【０００２】
　近年映像（動画）や音声等を記録した光ディスクを再生するシステムが開発され、ＬＤ
（レーザディスク）あるいはビデオＣＤ（ビデオコンパクトディスク）などの様に映画ソ
フトやカラオケ等を再生する目的で一般に普及している。
【０００３】
　その中で、国際規格化したＭＰＥＧ２（ムービングピクチャエキスパートグループ）方
式を使用し、ＡＣ－３（デジタルオーディオコンプレッション）その他のオーディオ圧縮
方式を採用したＤＶＤ（デジタルバーサタイルディスク）規格が提案された。このＤＶＤ
規格には再生専用のＤＶＤビデオ（またはＤＶＤーＲＯＭ）、ライトワンスのＤＶＤーＲ
、反復読み書き可能なＤＶＤ－ＲＡＭ（またはＤＶＤーＲＷ）が含まれる。
【０００４】
　ＤＶＤビデオ（ＤＶＤーＲＯＭ）の規格は、ＭＰＥＧ２システムレイヤに従って、動画
圧縮方式としてはＭＰＥＧ２、音声記録方式としてはリニアＰＣＭの他にＡＣ－３オーデ
ィオおよびＭＰＥＧオーディオをサポートしている。さらに、このＤＶＤビデオ規格は、
字幕用としてビットマップデータをランレングス圧縮した副映像データ、早送り巻き戻し
データサーチ等の再生制御用コントロールデータ（ナビゲーションデータ）を追加して構
成されている。また、この規格では、コンピュータでデータを読むことが出来るように、
ＩＳＯ９６６０およびＵＤＦブリッジフォーマットもサポートしている。
【０００５】
　ＤＶＤビデオ（ＤＶＤーＲＯＭ）に用いられる光ディスクは、現在のところ、片面１層
の１２ｃｍディスクで、およそ４．７ＧＢ（ギガバイト）の記憶容量を持っている。片面
２層ではおよそ９．５ＧＢの記憶容量があり、両面２層ではおよそ１８ＧＢの大容量記録
が可能となっている（波長６５０ｎｍのレーザを読み取りに使用した場合）。
【０００６】
　一方、ＤＶＤ－ＲＡＭ（ＤＶＤーＲＷ）に用いられる光ディスクは、現在のところ、１
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前記ＡＶアドレス順は前記ファイルエントリー内の前記ショートアロケーションディス
クリプター記述順に合わせて設定されており、

前記録再ビデオ管理データは前記ビデオオブジェクトユニット毎のサイズとビデオ表示
画面数の情報を含み、



２ｃｍディスクで、片面およそ２．６ＧＢ（ギガバイト）の記憶容量を持っており、両面
では５．２ＧＢの容量がある。現在実用化されているＤＶＤーＲＡＭの光ディスクは、対
応するサイズのＤＶＤーＲＯＭディスクより記憶容量が小さい。
【０００７】
　再生専用のＤＶＤビデオ（ＤＶＤーＲＯＭ）において情報記憶媒体上に記録される情報
（データファイル）のディレクトリ構造を図３７に示す。コンピュータの汎用オペレーテ
ィングシステムが採用している階層ファイル構造と同様に、ルートディレクトリの下にビ
デオ・タイトル・セットＶＴＳのサブディレクトリとオーディオタイトルセットＡＴＳの
サブディレクトリが繋がっている。そして、ビデオ・タイトル・セットＶＴＳのサブディ
レクトリ中に、種々なビデオファイル（ＶＭＧＩ、ＶＭＧＭ、ＶＴＳＩ、ＶＴＳＭ、ＶＴ
Ｓ等のファイル）が配置されて、各ファイルが整然と管理されるようになっている。特定
のファイル（たとえば特定のＶＴＳ）は、ルートディレクトリからそのファイルまでのパ
スを指定することで、アクセスできる。
【０００８】
　すなわちＤＶＤビデオディスクのルートディレクトリは、ビデオ・タイトル・セット（
ＶＴＳ）というサブディレクトリを含む。このサブディレクトリは、種々な管理データフ
ァイル（ＶＩＤＥＯ＿ＴＳ．ＩＦＯ、ＶＴＳ＿０１＿０．ＩＦＯ）と、これらの管理デー
タファイルの情報をバックアップするバックアップファイル（ＶＩＤＥＯ＿ＴＳ．ＢＵＰ
、ＶＴＳ＿０１＿０．ＢＵＰ）と、前記管理データファイルの記載内容とに基づき管理さ
れるものであって、デジタル映像情報を格納するためのビデオデータファイル（ＶＴＳ＿
０１＿１．ＶＯＢ）とを含むことができる。
【０００９】
　上記サブディレクトリは、所定のメニュー情報を格納するためのメニューデータファイ
ル（ＶＭＧＭ、ＶＴＳＭ）をさらに含むことができる。
【００１０】
　ＤＶＤビデオディスクは、１個のビデオ・マネージャー（ＶＭＧ）と少なくとも１個、
最大９９個のビデオ・タイトル・セット（ＶＴＳ）から構成される。ビデオ・マネージャ
ー（ＶＭＧ）は制御データ（ＶＭＧＩ）、ＶＭＧメニュー用ＶＯＢＳ（ＶＭＧＭ＿ＶＯＢ
Ｓ）及びバックアップ用制御データ（ＶＭＧＩ＿ＢＵＰ）から構成され、各データはそれ
ぞれ単一のファイルとして個々に情報記憶媒体上に記録される。
【００１１】
　図３７に示すようにＤＶＤビデオディスクではそれぞれのビデオ・タイトル・セット［
図３７では“ビデオ・タイトル・セット（ＶＴＳ）＃１”と“ビデオ・タイトル・セット
（ＶＴＳ）＃２”］毎に別ファイルに分けて記録する必要が有る。また同一のビデオ・タ
イトル・セット［例えば“ビデオ・タイトル・セット（ＶＴＳ）＃１”］内には個々に制
御データ（ＶＴＳＩ）、ＶＴＳメニュー用ＶＯＢＳ（ＶＴＳＭ＿ＶＯＢＳ）及びバックア
ップ用制御データ（ＶＭＧＩ＿ＢＵＰ）が別々のファイルとして記録され、ＶＴＳ内のタ
イトル用ビデオデータ（ＶＴＳ＿０１＿１．ＶＯＢとＶＴＳ＿０１＿２．ＶＯＢ）が複数
のファイルに分かれて記録されている。
【００１２】
　ＤＶＤ－ＲＡＭディスクではファイル・システムとしてＦＡＴ（ File Allocation Tabl
e ）では無く、ＵＤＦ（ Universal Disk Format ）を採用している。ＵＤＦに付いての詳
細な説明は後述する。ＵＤＦではＦＡＴと同様にファイルの階層構造を可能とし、データ
を個々のファイル単位で情報記憶媒体上に記録する。従来は、ＵＤＦ、ＦＡＴともにファ
イル内は記録されるデータで詰まっており、本発明のように同一ファイル内に“未記録領
域”を持つ事が無い。
【００１３】
　上記の内容について一例を示して詳細に説明する。例えばＰＣ上で動作するワードプロ
セッサソフト（一太郎、Ｗｏｒｄ、アミプロなど）で文章を作成した場合、作成結果の文
章は１個のファイルとして情報記憶媒体に記録される。１個のファイル内には全てテキス
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ト情報で埋まっている。仮に上記作成文章の真中部分に文章の書かれてない“スペースエ
リア”または“連続エンターマーク部分”が長く続いたとしても、保存されたファイル内
にはその部分にも“スペース情報”や“エンター情報”が詰まっており、ファイル内には
“全くの未記録領域”は存在しない。
【００１４】
　ユーザがその文書ファイルを読み出し、文章の中央部分を削除した後でデータを保存し
た場合、この保存された情報には“未記録領域”が定義される事無く、ユーザに削除され
た部分の前後のデータが詰めてつなぎ合わされた状態のファイルとして情報記憶媒体に記
録される。その結果、情報記憶媒体に記録されたファイルのファイルサイズは、ユーザに
削除された部分のデータ量だけ小さくなっている。
【００１５】
　また一般のＰＣ上で動作するアプリソフトでは、編集用に情報記憶媒体から読み込まれ
たファイルはＰＣ上のバッファメモリ（半導体メモリ）上にそっくりそのまま転送され、
編集後のデータは一時的にＰＣ上のバッファメモリ（半導体メモリ）上に保存されている
。ユーザから“ファイル保存”の指示が出されるとＰＣ上のバッファメモリ（半導体メモ
リ）上に蓄えられていた編集後のデータがファイル全体として情報記憶媒体上に書き重ね
られる。このように従来のＦＡＴやＵＤＦのようなファイル・システムではファイルデー
タの変更時には上書き処理によりファイル内のデータ全てを一度に変更し、本発明のよう
にファイル内の一部分のみのデータ変更は行なわ無い。
【００１６】
　ＤＶＤビデオディスクにおけるＰＧＣ（プログラムチェーン）を用いた映像情報再生例
を図３８（ａ），（ｂ）に示す。図３８（ａ）のように再生データをセルとしてセルＡか
らセルＦまでの再生区間で指定され、同図（ｂ）のように各ＰＧＣにおいてＰＧＣインフ
ォメーションが定義されている。
【００１７】
１．ＰＧＣ＃１は、連続する再生区間を指定したセルで構成される例を示し、その再生順
序は
　　　セルＡ　→　セルＢ　→　セルＣ
となる。
【００１８】
２．ＰＧＣ＃２は、断続された再生区間を指定したセルで構成される例を示し、その再生
順序は
　　　セルＤ　→　セルＥ　→　セルＦ
となる。
【００１９】
３．ＰＧＣ＃３は、再生方向や重複再生に関わらず飛び飛びに再生可能である例を示し、
その再生順序は
　　　セルＥ　→　セルＡ　→　セルＤ　→　セルＢ　→　セルＥ
となる。
【００２０】
　このように異なる複数のＰＧＣを定義して、同一のセルに対する異なった表示順番を示
す事が出来る。またＤＶＤビデオディスクではＰＧＣ設定の自由度から、必ずしも１個の
ＰＧＣで全てのセル情報を表示するとは限らない。
【特許文献１】特開平１１－２３８３１８号（先願）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２１】
　以上再生専用のＤＶＤビデオディスクに記録されている映像情報のデータ構造について
説明した。ＤＶＤファミリーの一形態としてＤＶＤ－ＲＡＭディスクあるいはＤＶＤーＲ
Ｗディスクを用いた映像情報の録画・再生可能な情報記憶媒体の開発が現在進んでいる。
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【００２２】
　この録画・再生可能な情報記憶媒体上の映像情報記録フォーマットはＤＶＤビデオディ
スクのデータ構造との継続性、関連性が望まれる。またＤＶＤ－ＲＡＭディスクあるいは
ＤＶＤ－ＲＷディスクに対するファイル・システムは再生専用のＤＶＤビデオディスクと
同様ＵＤＦを採用する。記録可能な（録画可能な）情報記憶媒体でのデータ構造として上
述したＤＶＤビデオディスクのデータ構造そのままを利用し、またファイル・システムと
して上述したような従来のＵＤＦ（あるいはＦＡＴ）を用いた場合、
１．制御データとビデオデータとが複数のファイルに分散して記録されているため、１個
のファイルを間違って消去した場合に再生途中、消去したファイルを再生しようとして初
めてエラー箇所が分かる。すなわち、再生専用のＤＶＤビデオディスクではユーザによる
ファイル消去の危険性が皆無で有ったが、記録／消去可能な情報記憶媒体ではユーザによ
るファイルの誤消去の危険性が発生する。
【００２３】
２．制御データとビデオデータとが複数のファイルに分散して記録されており、データ構
造がコンピュータデータと同じ階層構造を持っているので、コンピュータに馴染みの浅い
一般家庭ユーザには消去場所や記録場所を理解し辛い。すなわち、映像が記録可能な媒体
として今までＶＴＲしか知らない一般家庭ユーザにとって映像を記録あるいは消去した場
所が“１本のテープの中でどの場所になるのか”と言う疑問が生じ、細かいファイル単位
の記録・消去処理結果をそのままユーザに表示したのではユーザに混乱が生じる。
【００２４】
　図３７のようにＤＶＤビデオディスクではそれぞれのビデオ・タイトル・セット毎に別
ファイルに分けて記録するため、複数のビデオ・タイトル・セット（図３７ではＶＴＳ＃
１とＶＴＳ＃２）が情報記憶媒体上に記録されていた場合にはＶＴＲしか知らないユーザ
にはどの順で再生したら良いか分からない。
【００２５】
３．録画した情報に対してＰＧＣに対応した特定のセルを一般家庭ユーザに選択させる方
法では、ユーザによっては混乱が生じやすい。すなわち、映像が記録可能な媒体として今
までＶＴＲしか知らない一般家庭ユーザにとって映像を記録あるいは消去した場所が“１
本のテープの中でどの場所になるのか”と言う発想が先に立つので、再生専用のＤＶＤビ
デオディスクでのＰＧＣによるセル選択の概念が理解し辛いユーザが現れる。
【００２６】
４．従来のＵＤＦあるいはＦＡＴで記録されたデータファイル内には未記録領域が存在し
ないためファイル内の特定データの部分消去処理やわずかな映像情報の追加記録処理を行
なった場合、部分消去場所前後のデータを詰めてつなぎ合わせたり、既存のデータの最後
への情報追加などその都度データファイル全体のサイズを変更し、変更したデータファイ
ル全体を情報記憶媒体上に記録し直す必要が生じ、編集処理に対して非常に時間がかかる
。
【００２７】
　従来のＵＤＦあるいはＦＡＴではファイル内に未記録領域を持たないため、
（ａ）ファイル内データの部分消去時の消去場所の未記録領域への変更や、
（ｂ）全体のファイルサイズを変える事無く、ファイル内の未記録領域に追加データを記
録する、
などが行えず、部分消去やデータの追加が行なわれる毎にファイルサイズの変更が必要と
なる。
【００２８】
　その結果、ファイル全体を情報記憶媒体上に記録し直す必要が有る。映像情報が記録さ
れたビデオファイルの場合、１個のビデオファイルサイズが数百メガバイトを越す膨大な
量になる。ほんのわずかな変更に対し、その都度数百メガバイトを越す膨大なファイル全
体を情報記憶媒体上に記録し直すと、ファイル内容の変更に膨大な時間がかかると言う問
題点が発生する。

10

20

30

40

50

(8) JP 3906274 B2 2007.4.18



【００２９】
　本発明は上記問題点にかんがみてなされたもので、ファイル管理を一層容易にする情報
記憶媒体と情報記録装置及び方法と再生装置を提供する事を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００３０】
　この発明は、 ビデオファイルと録再ビデオ管理データ
を含む管理ファイルとファイル・システムの情報が記録可能な情報記憶媒体において、

、前記ビデオファイル内には映像情報を含む ビデオオブジェクトが
記録されているとともに新たなビデオオブジェクトが記録可能な未記録領域の存在を許し
、

セクタ 理セクタが
と共に 前 理セクタには論理セクタ番号が設定され、前記論理セクタの長さと

等しい論理ブロックが定義され、前記論理ブロックには論理ブロック番号が設定され、前
記ファイル・システムの情報 記ビデオファイルの記録位置が記述されたファイルエン
トリーとファイルアイデンティファイヤーディスクリプターを含み、前記ファイルエント
リーがショートアロケーションディスクリプターを含み、前記ショートアロケーションデ
ィスクリプターが前記エクステントの長さ情報と位置情報とを含み、前記ファイルアイデ
ンティファイヤーディスクリプターが対応する前記ファイルエントリーの記録位置情報を
ロングアロケーションディスクリプターで記述しており、前記ロングアロケーションディ
スクリプターが前記ファイルエントリ 関する エクステントの長さ情報 位置情報
を含み、また前記ロングアロケーションディスクリプター内では対応する前記エクステン
トの位置情報を前記論理ブロック番号で指定し、前記論理セクタ番号が設定されるととも
に前記論理ブロック番号が設定されない領域に前記ファイル・システムの情報の一部であ
るメインボリュームディスクリプターシーケンスのストラクチャが記録可能であり、前記
メインボリウムディスクリプターシーケンスが論理ボリュームに関する情報を示すロジカ
ルボリュームディスクリプターを含 前記ビデオファイル内ではＡＶアドレスが設定さ
れており、

前記録再ビデオ管理データが前記
ＡＶアドレスで示された前記ビデオオブジェクトの先頭アドレス情報を含み、

ことを基本とする。
【発明の効果】
【００３１】
　この発明では管理すべきファイルが多数に増えてもビデオファイルを含めて、容易にフ
ァイル管理を行うことが可能である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３２】
　まず始めに図１を用いて本発明の情報記憶媒体内に記録される映像情報のデータ構造の
説明を行なう。本発明の情報記憶媒体の外観図を図１（ａ）に示す。情報記憶媒体（光デ
ィスク１００１）上に記録される情報の概略的なデータ構造としては図１（ｂ）に示すよ
うに内周側１００６から順に、リードインエリア１００２と、ボリューム＆ファイルマネ
ージャインフォメーション１００３と、データエリア１００４と、リードアウトエリア１
００５とがある。
【００３３】
　リードインエリア１００２は、光反射面が凹凸形状をしたエンボスドデータゾーンと、
表面が平坦（鏡面）なミラーゾーンと、情報の書き換えが可能なリライタブルデータゾー
ンとを有している。
【００３４】
　ボリューム＆ファイルマネージャインフォメーション１００３は、ユーザによる記録・
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ビデオオブジェクトが記録される
前

記情報記憶媒体上に記録される前記ビデオファイルは連続的なまとまりであるエクステン
トにより構成され 前記

前記ビデオオブジェクトは複数の前記エクステントに分かれて配置可能であり、前記ビ
デオオブジェクトはビデオオブジェクトユニットを含み、物理 と論 定義
される 、 記論

は前

ーに 前記 と

み、
前記ＡＶアドレス順は前記ファイルエントリー内の前記ショートアロケーショ

ンディスクリプター記述順に合わせて設定されており、
前記録再ビ

デオ管理データは前記ビデオオブジェクトユニット毎のサイズとビデオ表示画面数の情報
を含む



書き換えが可能なリライタブルデータゾーンに、オーディオ＆ビデオデータのファイルま
たはボリューム全体に関する情報が記録されている。
【００３５】
　データエリア１００４は、ユーザによる記録・書き換えが可能なリライタブルデータゾ
ーンを有している。リードアウトエリア１００５は、情報の書き換えが可能なリライタブ
ルデータゾーンで構成されている。
【００３６】
　リードインエリア１００２のエンボスドデータゾーンには、ＤＶＤ－ＲＯＭ／－ＲＡＭ
／－Ｒなどのディスクタイプ、ディスクサイズ、記録密度等を示す情報と、記録開始／記
録終了位置を示す物理セクタ番号などの情報記憶媒体全体に関する情報と、記録パワーと
記録パルス幅、消去パワー、再生パワー、記録・消去時の線速などの記録・再生・消去特
性に関する情報と、製造番号などそれぞれ１枚ずつの情報記憶媒体の製造に関する情報と
が事前に記録されている。
【００３７】
　リードインエリア１００２のリライタブルデータゾーンと、リードアウトエリア１００
５のリライタブルデータゾーンは、それぞれ、各情報記憶媒体ごとの固有ディスク名記録
領域と、試し記録領域（記録消去条件の確認用）と、データエリア１００４内の欠陥領域
に関する管理情報記録領域とを持ち、上記領域へ情報記録再生装置による記録が可能にな
っている。
【００３８】
　リードインエリア１００２とリードアウトエリア１００５との間に挟まれたデータエリ
ア１００４には、図１（ｃ）に示すように、コンピュータデータとオーディオ＆ビデオデ
ータとの混在記録が可能になっている。コンピュータデータとオーディオ＆ビデオデータ
との記録順序、各記録情報サイズは任意で、コンピュータデータが記録されて有る場所を
コンピュータデータエリア１００８，１０１０と呼び、オーディオ＆ビデオデータが記録
された領域をオーディオ＆ビデオデータエリア１００９と名付ける。
【００３９】
　オーディオ＆ビデオデータエリア１００９内に記録された情報のデータ構造は図１（ｄ
）のように、録画（録音）、再生、編集、検索の各処理を行なう時に必要な制御情報であ
るコントロールインフォメーション１０１１と、ビデオデータ中身（コンテンツ）の録画
情報であるビデオオブシェクト１０１２と、スチルやスライドなどの静止画やビデオデー
タ内の見たい場所検索用または編集用サムネール（サムネールピクチャ）などの情報であ
るピクチャオブジェクト１０１３と、オーディオデータ中身（コンテンツ）の録音情報で
あるオーディオオブシェクト１０１４等から構成される。
【００４０】
　さらにコントロールインフォメーション１０１１の内容は、図１（ｅ）のように、ビデ
オオブジェクト１０１２内のデータ構造を管理し、また情報記憶媒体である光ディスク１
００１上での記録位置に関する情報の管理情報であるＡＶデータコントロールインフォメ
ーション１１０１と、再生時に必要な制御情報であるプレイバックコントロールインフォ
メーション１０２１と、記録（録画・録音）時に必要な制御情報であるレコーディングコ
ントロールインフォメーション１０２２と、編集時に必要な制御情報であるエディットコ
ントロールインフォメーション１０２３と、ビデオデータ内の見たい場所検索用または編
集用サムネール　（サムネールピクチャ）に関する管理情報であるサムネールピクチヤコ
ントロールインフオメーション１０２４等を有している。
【００４１】
　また図１（ｅ）に示されているＡＶデータコントロールインフォメーション１１０１の
データ構造は、映像情報再生プログラム（シーケンス）に関する情報であるＰＧＣコント
ロールインフォメーション１１０３と、映像情報基本単位のデータ構造に関する情報であ
るセルタイムコントロールインフォメーション１１０４等から構成されている。
【００４２】
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　図１（ｆ）までを概観すると上記の内容になるが、個々の情報に対して以下に若干の説
明補足を行なう。ボリューム＆ファイルマネージャインフオメーション１００３には、ボ
リューム全体に関する情報と、含まれるＰＣデータのファイル数やＡＶデータに関するフ
ァイル数、記録レイヤー情報などに関する情報が記録されている。特に記録レイヤー情報
として、構成レイヤー数（例：ＲＡＭ／ＲＯＭ２層ディスク１枚は２レイヤー、ＲＯＭ２
層ディスク１枚も２レイヤー、片面ディスクｎ枚はｎレイヤーとしてカウントする）、各
レイヤー毎に割り付けた論理セクタ番号範囲テーブル（各レイヤー毎の容量）、各レイヤ
ー毎の特性（例：ＤＶＤ－ＲＡＭディスク、ＲＡＭ／ＲＯＭ２層ディスクのＲＡＭ部、Ｃ
Ｄ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒなど）、各レイヤー毎のＲＡＭ領域でのゾーン単位での割付け論理
セクタ番号範囲テーブル（各レイヤー毎の書換え可能領域容量情報も含む）、各レイヤー
毎の独自のＩＤ情報（多連ディスクパック内のディスク交換を発見するため）等が記録さ
れ、多連ディスクパックやＲＡＭ／ＲＯＭ２層ディスクに対しても連続した論理セクタ番
号を設定して１個の大きなボリューム空間として扱えるようになっている。
【００４３】
　プレイバックコントロールインフォ１０２１では、ＰＧＣを統合した再生シーケンスに
関する情報、上記に関連して情報記憶媒体をＶＴＲやＤＶＣのように一本のテープと見な
した擬似的記録位置を示す情報（記録された全てのセルを連続して再生するシーケンス）
、異なる映像情報を持つ複数画面同時再生に関する情報、検索情報（検索カテゴリー毎に
対応するセルＩＤとそのセル内の開始時刻のテーブルが記録され、ユーザがカテゴリーを
選択して該当映像情報への直接アクセスを可能にする情報）などが記録されている。
【００４４】
　またレコーディングコントロールインフォメーション１０２２には、番組予約録画情報
などが記録されている。更にエディットコントロールインフォメーション１０２３では、
各ＰＧＣ単位の特殊編集情報（該当時間設定情報と特殊編集内容がＥＤＬ情報として記載
されている）、ファイル変換情報（ＡＶファイル内の特定部分をＡＶＩファイルなどのＰ
Ｃ上で特殊編集を行えるファイルに変換し、変換後のファイルを格納する場所を指定）等
が記録されている。
【００４５】
　本発明における１枚の情報記憶媒体に１個のみのビデオファイルを有したディレクトリ
構造を図２に示す。図１に示したビデオオブジェクト１０１２の録再ビデオデータそのも
のが図２のＲＷＶＩＤＥＯ＿ＯＢＪＥＣＴ．ＶＯＢと言うファイル名の唯一のビデオファ
イルに記録される。
【００４６】
　図１のコントロールインフォメーション１０１１の録再ビデオ管理データが図２のファ
イル名ＲＷＶＩＤＥＯ＿ＣＯＮＴＲＯＬ．ＩＦＯとそのバックアップファイルであるＲＷ
ＶＩＤＥＯ＿ＣＯＮＴＲＯＬ．ＢＵＰに記録されている。図１のピクチャオブジェクト１
０１３情報は静止画データとサムネール画像データに分かれてそれぞれ図２のＲＷＰＩＣ
ＴＵＥＲ＿ＯＢＬＥＣＴ．ＰＯＢとＲＷＴＨＵＭＢＮＡＩＬ＿ＯＢＪＥＣＴ．ＰＯＢのフ
ァイルにそれぞれ記録される。また図１のオーディオオブジェクト１０１４はＲＷＡＵＤ
ＩＯ＿ＯＢＪＥＣＴ．ＡＯＢと言う名のファイルに記録されている。
【００４７】
　図３７に示したようなＤＶＤビデオディスクに関する各ファイルは図示して無いが、図
２のビデオ・タイトル・セットＶＩＤＥＯ＿ＴＳのサブディレクトリの下に記録されてお
り、ＲＷＶＩＤＥＯ＿ＣＯＮＴＲＯＬ．ＩＦＯ（録再ビデオ管理データ）の情報に従って
ＲＷＶＩＤＥＯ＿ＯＢＪＥＣＴ．ＶＯＢ（録再ビデオデータ）との間でのリンクが貼られ
、両者間でのシームレスな連続的再生などが可能になっている。
【００４８】
　図３は本発明の他の実施の形態の説明図でビデオデータ、静止画データ、サムネールデ
ータ、オーディオデータが全て１個のファイル（ＲＷＯＢＪＥＣＴ．ＯＢ）にまとめて記
録されている。図３に於いては録画再生用の全データは１ファイルにまとめて記録されて
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いるが、再生手順などの管理情報が記録されている録再ビデオ管理データ（ＲＷＶＩＤＥ
Ｏ＿ＣＯＮＴＲＯＬ．ＩＦＯ）は別ファイルとして記録されている。
【００４９】
　また図４は本発明の更なる実施の形態の説明図で図３と比べて管理データも含めて全て
１ファイル（リライタブル・オーディオ・ビデオ・ファイルＲＷＡＶＦＩＬＥ．ＤＡＴ）
で記録されている。またこの場合、このファイルは特定のサブディレクトリの下に配置さ
れておらず、ルートディレクトリのすぐ下に配置されている。
【００５０】
　次に図５を用いてビデオオブジェクト（ＶＯＢ）とセル（Ｃｅｌｌ）間の関連を説明す
る。図５に示すように、各セル８４は１以上のビデオオブジェクトユニット（ＶＯＢＵ）
８５により構成される。そして、各ビデオオブジェクトユニット８５は、ＶＯＢＵ先頭パ
ック８６を先頭とする、ビデオパック（Ｖパック）８８、副映像パック（ＳＰパック）９
０、およびオーディオパック（Ａパック）９１の集合体（パック列）として構成されてい
る。すなわち、ビデオオブジェクトユニットＶＯＢＵ８５は、あるナビゲーションパック
８６から次のナビゲーションパック８６の直前まで記録される全パックの集まりとして定
義される。
【００５１】
　これらのパックは、データ転送処理を行なう際の最小単位となる。また、論理上の処理
を行なう最小単位はセル単位であり、論理上の処理はこのセル単位で行なわれる。
【００５２】
　上記ビデオオブジェクトユニットＶＯＢＵ８５の再生時間は、ビデオオブジェクトユニ
ットＶＯＢＵ８５中に含まれる１以上の映像グループ（グループオブピクチャ；略してＧ
ＯＰ）で構成されるビデオデータの再生時間に相当し、その再生時間は０．４秒～１．２
秒の範囲内に定められる。１ＧＯＰは、ＭＰＥＧ規格では通常約０．５秒であって、その
間に１５枚程度の画像を再生するように圧縮された画面データである。
【００５３】
　ビデオオブジェクトユニットＶＯＢＵ８５がビデオデータを含む場合には、ビデオパッ
ク８８、副映像パック９０およびオーディオパック９１から構成されるＧＯＰ（ＭＰＥＧ
規格準拠）が配列されて、ビデオデータストリームが構成される。しかし、このＧＯＰの
数とは無関係に、ＧＯＰの再生時間を基準にしてビデオオブジェクトユニットＶＯＢＵ８
５が定められ、その先頭には、図５に示すように常にＶＯＢＵ先頭パック８６が配列され
る。
【００５４】
　なお、オーディオおよび／または副映像データのみの再生データにあっても、ビデオオ
ブジェクトユニットＶＯＢＵ８５を１単位として再生データが構成される。たとえば、Ｖ
ＯＢＵ先頭パック８６を先頭としてオーディオパック９１のみでビデオオブジェクトユニ
ットＶＯＢＵ８５が構成されている場合、ビデオデータのビデオオブジェクトＶＯＢ８３
の場合と同様に、そのオーディオデータが属するビデオオブジェクトユニットＶＯＢＵ８
５の再生時間内に再生されるべきオーディオパック９１が、そのビデオオブジェクトユニ
ットＶＯＢＵ８５に格納される。
【００５５】
　ところで、図５に示すような構造のビデオオブジェクトセットＶＯＢＳ８２を含むビデ
オ・タイトル・セットＶＴＳを情報記憶媒体に記録できる情報記録再生装置では、このＶ
ＴＳの記録後に記録内容を編集したい場合が生じる。この要求に答えるため、各ＶＯＢＵ
８５内に、ダミーパック８９を適宜挿入できるようになっている。このダミーパック８９
は、後に編集用データを記録する場合などに利用できる。
【００５６】
　図５に示すように、ビデオオブジェクトセット（ＶＴＳＴＴ＿ＶＯＢＳ）８２は、１以
上のビデオオブジェクト（ＶＯＢ）８３の集合として定義されている。ビデオオブジェク
トセットＶＯＢＳ８２中のビデオオブジェクトＶＯＢ８３は同一用途に用いられる。
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【００５７】
　メニュー用のＶＯＢＳ８２は、通常、１つのＶＯＢ８３で構成され、そこには複数のメ
ニュー画面表示用データが格納される。これに対して、タイトルセット用のＶＯＢＳ８２
は、通常、複数のＶＯＢ８３で構成される。
【００５８】
　ここで、タイトルセット用ビデオオブジェクトセットＶＴＳＴＴ＿ＶＯＢＳ８２を構成
するＶＯＢ８３は、あるロックバンドのコンサートビデオを例にとれば、そのバンドの演
奏の映像データに相当すると考えることができる。この場合、ＶＯＢ８３を指定すること
によって、そのバンドのコンサート演奏曲目のたとえば３曲目を再生することができる。
【００５９】
　また、メニュー用ビデオオブジェクトセットＶＴＳＭ＿ＶＯＢＳを構成するＶＯＢ８３
には、そのバンドのコンサート演奏曲目全曲のメニューデータが格納され、そのメニュー
の表示にしたがって、特定の曲、たとえばアンコール演奏曲目を再生することができる。
【００６０】
　なお、通常のビデオプログラムでは、１つのＶＯＢ８３で１つのＶＯＢＳ８２を構成す
ることができる。この場合、１本のビデオストリームが１つのＶＯＢ８３で完結すること
となる。
【００６１】
　一方、たとえば複数ストーリのアニメーション集あるいはオムニバス形式の映画では、
１つのＶＯＢＳ８２中に各ストーリに対応して複数のビデオストリーム（複数のプログラ
ムチェーンＰＧＣ）を設けることができる。この場合は、各ビデオストリームが対応する
ＶＯＢ８３に格納されることになる。その際、各ビデオストリームに関連したオーディオ
ストリームおよび副映像ストリームも各ＶＯＢ８３中で完結する。
【００６２】
　ＶＯＢ８３には、識別番号（ＩＤＮ＃ｉ；ｉ＝０～ｉ）が付され、この識別番号によっ
てそのＶＯＢ８３を特定することができる。ＶＯＢ８３は、１または複数のセル８４から
構成される。通常のビデオストリームは複数のセルで構成されるが、メニュー用のビデオ
ストリームは１つのセル８４で構成される場合もある。各セル８４には、ＶＯＢ８３の場
合と同様に識別番号（Ｃ＿ＩＤＮ＃ｊ）が付されている。
【００６３】
　次に図１に示されているプレイバックコントロールインフォメーション１０２１内のデ
ータ構造について図６を用いて説明する。図１に示されているプレイバックコントロール
インフォメーション１０２１内のデータ構造は図６のプログラムチェーン（ＰＧＣ）コン
トロールインフォメーション１１０３に示されるデータ構造を持ち、ＰＧＣとセルによっ
て再生順序が決定される。
【００６４】
　ＰＧＣは、セルの再生順序を指定した一連の再生を実行する単位を示す。セルは、再生
データを開始アドレスと終了アドレスで指定した再生区間を示す。プログラムチェーン（
ＰＧＣ）コントロールインフォメーション１１０３は、ＰＧＣインフォメーションマネー
ジメントインフォメーション１０５２、１つ以上のサーチポインタオブＰＧＣインフォメ
ーション１０５３，１０５４及びＰＧＣインフォメーション１０５５，１０５６，１０５
７から構成される。
【００６５】
　ＰＧＣインフォメーションマネージメントインフォメーション１０５２には、ＰＧＣの
数を示す情報（ナンバーオブＰＧＣインフォメーション）が含まれる。サーチポインタオ
ブＰＧＣインフォメーション１０５３，１０５４は、各ＰＧＣインフォメーションの先頭
をポイントしており、サーチを容易にする。
【００６６】
　ＰＧＣインフォメーション１０５５，１０５６，１０５７は、ＰＧＣゼネラルインフォ
メーション１０６１及び１つ以上のサーチポインタオブセルタイムインフォメーション１
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０６２，１０６３から成る。
【００６７】
　ＰＧＣゼネラルインフォメーション１０６１には、ＰＧＣの再生時間やセルの数を示す
情報（ナンバーオブサーチポインタオブセルタイムインフォメーション）が含まれる。
【００６８】
　サーチポインタオブセルタイムインフォメーション１０６２，１０６３では、セルタイ
ムインフォメーションの記録位置が示されている。ここで記録位置が示されるセルタイム
インフォメーション内のデータ構造は図１（ｈ）および図７、図８に示した構造を有する
（詳細については後述する）。
【００６９】
　図３８（ａ），（ｂ）を用いて従来のＤＶＤビデオにおけるＰＧＣを用いた映像情報再
生例を示す。図３８（ａ）のように再生データをセルとしてセルＡからセルＦまでの再生
区間で指定され、同図（ｂ）のように各ＰＧＣにおいてＰＧＣインフォメーションが定義
されている。
【００７０】
１．ＰＧＣ＃１は、連続する再生区間を指定したセルで構成される例を示し、その再生順
序は
　　　セルＡ　→　セルＢ　→　セルＣ
となる。
【００７１】
２．ＰＧＣ＃２は、断続された再生区間を指定したセルで構成される例を示し、その再生
順序は
　　　セルＤ　→　セルＥ　→　セルＦ
となる。
【００７２】
３．ＰＧＣ＃３　は、再生方向や重複再生に関わらず飛び飛びに再生可能である例を示し
、その再生順序は
　　セルＥ　→　セルＡ　→　セルＤ　→　セルＢ　→　セルＥ
となる。
【００７３】
　従来例では必ずしも１個のＰＧＣで全映像情報（全てのセル）を連続的に再生する必要
がない。ＤＶＤビデオではすでに映像情報が記録されているので図３８のような再生方法
になってもユーザにとって違和感は無い。しかしユーザ録画可能な本発明のビデオファイ
ル内にはユーザが映像情報を記録する。ＶＴＲに馴染んでいるユーザにとって図３８のよ
うな再生方式の場合、全録画時間と残量の関係などで混乱が生じやすい。
【００７４】
　それに対して、本発明では図９（ａ），（ｂ）のようにビデオファイル内の全映像情報
を連続再生するように１個のＰＧＣで再生順を規定している。情報記憶媒体上では図９（
ａ）に示すように内周側から順にＶＯＢが
　　　ＶＯＢ＿ＩＤＮ＃１→ＶＯＢ＿ＩＤＮ＃３→ＶＯＢ＿ＩＤＮ＃２
と並び、それに応じてセルは内周側から
　　　セルＡ→セルＢ→セルＣ→セルＦ→セルＧ→セルＤ→セルＥ
と順に配列されている。それに対して図９（ｂ）に示した全てのセルを連続的に再生する
順を示したＰＧＣでは
　　　セルＡ→セルＢ→セルＣ→セルＤ→セルＥ→セルＦ→セルＧ
の順で再生する。
【００７５】
　図１０は、図２または図３７に示したビデオファイルを有した情報記憶媒体に対する情
報再生装置あるいは情報記録再生装置構造を示した物である。
【００７６】
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　図１０に示す情報再生装置もしくは情報記録再生装置は、大まかにいって、ビデオファ
イルを有した情報記憶媒体である光ディスク１００１を回転駆動し、この光ディスク１０
０１に対して情報の読み書きを実行する情報記録再生部３２と、録画側を構成するエンコ
ーダ部５０と、再生側を構成するデコーダ部６０と、装置本体の動作を制御するマイクロ
コンピュータブロック３０とから構成されている。
【００７７】
　エンコーダ部５０は、ＡＤＣ（アナログ・デジタル変換器）５２と、ビデオエンコーダ
（Ｖエンコーダ）５３と、オーディオエンコーダ（Ａエンコーダ）５４と、副映像エンコ
ーダ（ＳＰエンコーダ）５５と、フォーマッタ５６と、バッファメモリ５７とを備えてい
る。
【００７８】
　ＡＤＣ５２には、ＡＶ入力部４２からの外部アナログビデオ信号＋外部アナログオーデ
ィオ信号、あるいはＴＶチューナ４４からのアナログＴＶ信号＋アナログ音声信号が入力
される。このＡＤＣ５２は、入力されたアナログビデオ信号を、たとえばサンプリング周
波数１３．５ＭＨｚ、量子化ビット数８ビットでデジタル化する。すなわち、輝度成分Ｙ
、色差成分Ｃｒ（またはＹ－Ｒ）および色差成分Ｃｂ（またはＹ－Ｂ）それぞれが、８ビ
ットで量子化される。
【００７９】
　同様に、ＡＤＣ５２は、入力されたアナログオーディオ信号を、たとえばサンプリング
周波数４８ｋＨｚ、量子化ビット数１６ビットでデジタル化する。
【００８０】
　なお、ＡＤＣ５２にアナログビデオ信号およびデジタルオーディオ信号が入力されると
きは、ＡＤＣ５２はデジタルオーディオ信号をスルーパスさせる。デジタルオーディオ信
号の内容は改変せず、デジタル信号に付随するジッタだけを低減させる処理、あるいはサ
ンプリングレートや量子化ビット数を変更する処理等は行なっても良い。
【００８１】
　一方、ＡＤＣ５２にデジタルビデオ信号およびデジタルオーディオ信号が入力されると
きは、ＡＤＣ５２はデジタルビデオ信号およびデジタルオーディオ信号をスルーパスさせ
る。これらのデジタル信号に対しても、内容は改変することなく、ジッタ低減処理やサン
プリングレート変更処理等は行なっても良い。
【００８２】
　ＡＤＣ５２からのデジタルビデオ信号成分は、ビデオエンコーダ（Ｖエンコーダ）５３
を介してフォーマッタ５６に送られる。また、ＡＤＣ５２からのデジタルオーディオ信号
成分は、オーディオエンコーダ（Ａエンコーダ）５４を介してフォーマッタ５６に送られ
る。
【００８３】
　Ｖエンコーダ５３は、入力されたデジタルビデオ信号を、ＭＰＥＧ２またはＭＰＥＧ１
規格に基づき、可変ビットレートで圧縮されたデジタル信号に変換する機能を持つ。
【００８４】
　また、Ａエンコーダ５４は、入力されたデジタルオーディオ信号を、ＭＰＥＧまたはＡ
Ｃ－３規格に基づき、固定ビットレートで圧縮されたデジタル信号（またはリニアＰＣＭ
のデジタル信号）に変換する機能を持つ。
【００８５】
　映像情報がＡＶ入力部４２から入力された場合（たとえば副映像信号の独立出力端子付
ＤＶＤビデオプレーヤからの信号）、あるいはこのようなデータ構成のＤＶＤビデオ信号
が放送されそれがＴＶチューナ４４で受信された場合は、ＤＶＤビデオ信号中の副映像信
号成分（副映像パック）が、副映像エンコーダ（ＳＰエンコーダ）５５に入力される。Ｓ
Ｐエンコーダ５５に入力された副映像データは、所定の信号形態にアレンジされて、フォ
ーマッタ５６に送られる。
【００８６】
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　フォーマッタ５６は、バッファメモリ５７をワークエリアとして使用しながら、入力さ
れたビデオ信号、オーディオ信号、副映像信号等に対して所定の信号処理を行い、図５で
説明したようなフォーマット（ファイル構造）に合致した記録データをデータプロセサ３
６に出力する。
【００８７】
　ここで、上記記録データを作成するための標準的なエンコード処理内容を簡単に説明し
ておく。すなわち、図１０のエンコーダ部５０においてエンコード処理が開始されると、
ビデオ（主映像）データおよびオーディオデータのエンコードにあたって必要なパラメー
タが設定される。次に、設定されたパラメータを利用して主映像データがプリエンコード
され、設定された平均転送レート（記録レート）に最適な符号量の分配が計算される。こ
うしてプリエンコードで得られた符号量分配に基づき、主映像のエンコードが実行される
。このとき、オーディオデータのエンコードも同時に実行される。
【００８８】
　プリエンコードの結果、データ圧縮量が不十分な場合（録画しようとする情報記憶媒体
に希望のビデオプログラムが収まり切らない場合）、再度プリエンコードする機会を持て
るなら（たとえば録画のソースがビデオテープあるいはビデオディスクなどの反復再生可
能なソースであれば）、主映像データの部分的な再エンコードが実行され、再エンコード
した部分の主映像データがそれ以前にプリエンコードした主映像データ部分と置換される
。このような一連の処理によって、主映像データおよびオーディオデータがエンコードさ
れ、記録に必要な平均ビットレートの値が、大幅に低減される。
【００８９】
　同様に、副映像データをエンコードするに必要なパラメータが設定され、エンコードさ
れた副映像データが作成される。
【００９０】
　以上のようにしてエンコードされた主映像データ、オーディオデータおよび副映像デー
タが組み合わされて、上記したビデオ・タイトル・セットＶＴＳの構造に変換される。
【００９１】
　すなわち、主映像データ（ビデオデータ）の最小単位としてのセルが設定され、後述す
るように図７ないしは図８に示すようなセルタイムインフォメーションが作成される。次
に、図９に示すようなプログラムチェーンを構成するセルの構成、主映像、副映像および
オーディオの属性等が設定され（これらの属性情報の一部は、各データをエンコードする
時に得られた情報が利用される）、種々な情報を含めた録再ビデオ管理データ（ＲＷＶＩ
ＤＥＯ＿ＣＯＮＴＲＯＬ．ＩＦＯ）が作成される。
【００９２】
　エンコードされた主映像データ、オーディオデータおよび副映像データは、図５に示す
ような一定サイズ（２０４８バイト）のパックに細分化される。これらのパックには、ダ
ミーパックが適宜挿入される。なお、ダミーパック以外のパック内には、適宜、ＰＴＳ（
プレゼンテーションタイムスタンプ）、ＤＴＳ（デコードタイムスタンプ）等のタイムス
タンプが記述される。副映像のＰＴＳについては、同じ再生時間帯の主映像データあるい
はオーディオデータのＰＴＳより任意に遅延させた時間を記述することができる。
【００９３】
　そして、各データのタイムコード順に再生可能なように、ＶＯＢＵ８５単位でその先頭
にナビゲーションパック８６を配置しながら各データセルが配置されて、図５に示すよう
な複数のセルで構成されるＶＯＢ８３が構成される。このＶＯＢ８３を１以上まとめたＶ
ＯＢＳ８２が、図２の録再ビデオデータ（ＲＷＶＩＤＥＯ＿ＯＢＪＥＣＴ．ＶＯＢ）上に
記録される。
【００９４】
　なお、ＤＶＤビデオプレーヤからＤＶＤ再生信号をデジタルコピーする場合は、上記セ
ル、プログラムチェーン、管理テーブル、タイムスタンプ等の内容は初めから決まってい
るので、これらを改めて作成する必要はない。ただし、ＤＶＤ再生信号をデジタルコピー
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できるようにＤＶＤビデオレコーダを構成するには、電子すかしその他の著作権保護手段
が講じられている必要がある。
【００９５】
　情報記憶媒体（光ディスク１００１）に対して、情報の読み書き（録画および／または
再生）を実行するディスクドライブ部は、ディスクチェンジャ部１００と、情報記録再生
部３２と、一時記憶部３４と、データプロセッサ３６と、システムタイムカウンタ（また
はシステムタイムクロック；ＳＴＣ）３８とを備えている。
【００９６】
　一時記憶部３４は、情報記録再生部３２を介して情報記憶媒体（光ディスク１００１）
に書き込まれるデータ（エンコーダ部５０から出力されるデータ）のうちの一定量分をバ
ッファリングしたり、情報記録再生部３２を介して情報記憶媒体（光ディスク１００１）
から再生されたデータ（デコーダ部６０に入力されるデータ）のうちの一定量分をバッフ
ァリングするのに利用される。
【００９７】
　たとえば一時記憶部３４が４Ｍバイトの半導体メモリ（ＤＲＡＭ）で構成されるときは
、平均４Ｍｂｐｓの記録レートでおよそ８秒分の記録または再生データのバッファリング
が可能である。また、一時記憶部３４が１６ＭバイトのＥＥＰＲＯＭ（フラッシュメモリ
）で構成されるときは、平均４Ｍｂｐｓの記録レートでおよそ３０秒の記録または再生デ
ータのバッファリングが可能である。さらに、一時記憶部３４が１００Ｍバイトの超小型
ＨＤＤ（ハードディスク）で構成されるときは、平均４Ｍｂｐｓの記録レートで３分以上
の記録または再生データのバッファリングが可能となる。
【００９８】
　一時記憶部３４は、録画途中で情報記憶媒体（光ディスク１００１）を使い切ってしま
った場合において、情報記憶媒体（光ディスク１００１）が新しいディスクに交換される
までの録画情報を一時記憶しておくことに利用できる。
【００９９】
　また、一時記憶部３４は、情報記録再生部３２として高速ドライブ（２倍速以上）を採
用した場合において、一定時間内に通常ドライブより余分に読み出されたデータを一時記
憶しておくことにも利用できる。再生時の読み取りデータを一時記憶部３４にバッファリ
ングしておけば、振動ショック等で図示しない光ピックアップが読み取りエラーを起こし
たときでも、一時記憶部３４にバッファリングされた再生データを切り替え使用すること
によって、再生映像が途切れないようにできる。
【０１００】
　図１０では図示しないが、情報再生装置または情報記録再生装置に外部カードスロット
を設けておけば、上記ＥＥＰＲＯＭはオプションのＩＣカードとして別売できる。また、
情報再生装置または情報記録再生装置に外部ドライブスロットあるいはＳＣＳＩインター
フェイスを設けておけば、上記ＨＤＤもオプションの拡張ドライブとして別売できる。
【０１０１】
　図１０のデータプロセサ３６は、マイクロコンピュータブロック３０の制御にしたがっ
て、エンコーダ部５０からのＤＶＤ記録データをディスクドライブ３２に供給したり、情
報記憶媒体（光ディスク１００１）から再生されたＤＶＤ再生信号を情報記録再生部３２
から取り出したり、情報記憶媒体（光ディスク１００１）に記録された管理情報を書き換
えたり、情報記憶媒体（光ディスク１００１）に記録されたデータ（ファイルあるいはＶ
ＴＳ）の削除をしたりする。
【０１０２】
　マイクロコンピュータブロック３０は、ＭＰＵ（またはＣＰＵ）、制御プログラム等が
書き込まれたＲＯＭ、およびプログラム実行に必要なワークエリアを提供するＲＡＭを含
んでいる。
【０１０３】
　このマイクロコンピュータブロック３０のＭＰＵは、そのＲＯＭに格納された制御プロ
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グラムに従い、そのＲＡＭをワークエリアとして用いて、後述する欠陥場所検出、未記録
領域検出、録画情報記録位置設定、ＵＤＦ記録、ＡＶアドレス設定などを、実行する。
【０１０４】
　ＭＰＵの実行結果のうち、情報記録再生装置のユーザに通知すべき内容は、ＤＶＤビデ
オレコーダの表示部４８に表示され、またはモニタディスプレイにオンスクリーンディス
プレイ（ＯＳＤ）で表示される。
【０１０５】
　なお、マイクロコンピュータブロック３０が、ディスクチェンジャ部１００、情報記録
再生部３２、データプロセッサ３６、エンコーダ部５０および／またはデコーダ部６０を
制御するタイミングは、ＳＴＣ３８からの時間データに基づいて、実行することができる
。録画・再生の動作は、通常はＳＴＣ３８からのタイムクロックに同期して実行されるが
、それ以外の処理は、ＳＴＣ３８とは独立したタイミングで実行されてもよい。
【０１０６】
　デコーダ部６０は、図５に示すようなパック構造を持つ映像情報から各パックを分離し
て取り出すセパレータ６２と、パック分離その他の信号処理実行時に使用するメモリ６３
と、セパレータ６２で分離された主映像データ（図５のビデオパック８８の内容）をデコ
ードするビデオデコーダ（Ｖデコーダ）６４と、セパレータ６２で分離された副映像デー
タ（図５の副映像パック９０の内容）をデコードする副映像デコーダ（ＳＰデコーダ）６
５と、セパレータ６２で分離されたオーディオデータ（図５のオーディオパック９１の内
容）をデコードするオーディオデコーダ（Ａデコーダ）６８と、Ｖデコーダ６４からのビ
デオデータにＳＰデコーダ６５からの副映像データを適宜合成し、主映像にメニュー、ハ
イライトボタン、字幕その他の副映像を重ねて出力するビデオプロセッサ６６と、ビデオ
プロセッサ６６からのデジタルビデオ出力をアナログビデオ信号に変換するビデオ・デジ
タル・アナログ変換器（Ｖ・ＤＡＣ）６７と、Ａデコーダ６８からのデジタルオーディオ
出力をアナログオーディオ信号に変換するオーディオ・デジタル・アナログ変換器（Ａ・
ＤＡＣ）６７とを備えている。
【０１０７】
　Ｖ・ＤＡＣ６７からのアナログビデオ信号およびＡ・ＤＡＣ６７からのアナログオーデ
ィオ信号は、ＡＶ出力部４６を介して、図示しない外部コンポーネント（２チャネル～６
チャネルのマルチチャネルステレオ装置＋モニタＴＶまたはプロジェクタ）に供給される
。
【０１０８】
　マイクロコンピュータブロック３０から出力されるＯＳＤデータは、デコーダ部６０の
セパレータ６２に入力され、Ｖデコーダ６４を通過して（とくにデコード処理はされない
）ビデオプロセッサ６６に入力される。すると、このＯＳＤデータが主映像に重畳され、
それがＡＶ出力部４６に接続された外部モニタＴＶに供給される。すると警告文が、主映
像とともに表示される。
【０１０９】
　次に図１０における情報記録再生部３２の内部構造について、図１１を参照して説明す
る。
【０１１０】
（１１Ａ）情報記録再生部の機能説明
（１１Ａ－１）情報記録再生部の基本機能
　　情報記録再生部では、
（＊）情報記憶媒体（光ディスク）２０１上の所定位置に集光スポットを用いて新規情報
の記録あるいは書き換え（情報の消去も含む）を行なう。
【０１１１】
（＊）情報記憶媒体（光ディスク）２０１上の所定位置から集光スポットを用いてすでに
記録されている情報の再生を行なう。
【０１１２】
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の処理を行なう。
【０１１３】
（１１Ａ－２）情報記録再生部の基本機能達成手段
　上記の基本機能を達成する手段として情報記録再生部では、
（＊）情報記憶媒体２０１上のトラック（図示して無い）に沿って集光スポットをトレー
ス（追従）させる。
【０１１４】
（＊）情報記憶媒体２０１に照射する集光スポットの光量を変化させて情報の記録／再生
／消去の切り替えを行なう。
【０１１５】
（＊）外部から与えられる記録信号ｄを高密度かつ低エラー率で記録するために最適な信
号に変換する。
【０１１６】
を行なっている。
【０１１７】
（１１Ｂ）機構部分の構造と検出部分の動作
（１１Ｂ－１）光学ヘッド２０２基本構造と信号検出回路
（１１Ｂ－１－１）光学ヘッド２０２による信号検出
　光学ヘッド２０２は基本的には図示して無いが光源である半導体レーザ素子と光検出器
と対物レンズとから構成されている。
【０１１８】
　半導体レーザ素子から発光されたレーザ光は、対物レンズにより情報記憶媒体（光ディ
スク）２０１上に集光される。情報記憶媒体（光ディスク）２０１の光反射膜もしくは光
反射性記録膜で反射されたレーザ光は光検出器により光電変換される。
【０１１９】
　光検出器で得られた検出電流はアンプ２１３により電流－電圧変換されて検出信号とな
る。この検出信号はフォーカス・トラックエラー検出回路２１７あるいは２値化回路２１
２で処理される。一般的には光検出器は複数の光検出領域に分割され、各光検出領域に照
射される光量変化を個々に検出している。この個々の検出信号に対してフォーカス・トラ
ックエラー検出回路２１７で和・差の演算を行ないフォーカスずれとトラックずれの検出
を行なう。情報記憶媒体（光ディスク）２０１の光反射膜もしくは光反射性記録膜からの
反射光量変化を検出して情報記憶媒体２０１上の信号を再生する。
【０１２０】
（１１Ｂ－１－２）フォーカスずれ検出方法
　フォーカスずれ量を光学的に検出する方法として、
（＊）非点収差法：情報記憶媒体（光ディスク）２０１の光反射膜もしくは光反射性記録
膜で反射されたレーザ光の検出光路に図示して無いが非点収差を発生させる光学素子を配
置し、光検出器上に照射されるレーザ光の形状変化を検出する方法。光検出領域は対角線
状に４分割されている。各検出領域から得られる検出信号に対し、フォーカス・トラック
エラー検出回路２１７内で対角和間の差を取ってフォーカスエラー検出信号を得る。ある
いは、
（＊）ナイフエッジ法：情報記憶媒体２０１で反射されたレーザ光に対して非対称に一部
を遮光するナイフエッジを配置する方法。光検出領域は２分割され、各検出領域から得ら
れる検出信号間の差を取ってフォーカスエラー検出信号を得る。
【０１２１】
のどちらかを使う場合が多い。
【０１２２】
（１１Ｂ－１－３）トラックずれ検出方法
　情報記憶媒体（光ディスク）２０１はスパイラル状または同心円状のトラックを有し、
トラック上に情報が記録される。このトラックに沿って集光スポットをトレースさせて情
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報の再生もしくは記録／消去を行なう。安定して集光スポットをトラックに沿ってトレー
スさせるため、トラックと集光スポットの相対的位置ずれを光学的に検出する必要がある
。トラックずれ検出方法としては一般に、
（＊）ＤＰＤ（ Differential Phase Detection）法：情報記憶媒体（光ディスク）２０１
の光反射膜もしくは光反射性記録膜で反射されたレーザ光の光検出器上での強度分布変化
を検出する。光検出領域は対角線状に４分割されている。各検出領域から得られる検出信
号に対し、フォーカス・トラックエラー検出回路２１７内で対角和間の差を取ってトラッ
クエラー検出信号を得る。あるいは、
（＊）プッシュ－プル（ Push・ Pull）法：情報記憶媒体２０１で反射されたレーザ光の光
検出器上での強度分布変化を検出する。光検出領域は２分割され、各検出領域から得られ
る検出信号間の差を取ってトラックエラー検出信号を得る。
【０１２３】
（＊）ツイン－スポット（ Twin・ Spot）法：半導体レーザー素子と情報記憶媒体２０１間
の送光系に回折素子などを配置して光を複数に波面分割し、情報記憶媒体２０１上に照射
する±１次回折光の反射光量変化を検出する。再生信号検出用の光検出領域とは別に＋１
次回折光の反射光量と－１次回折光の反射光量を個々に検出する光検出領域を配置し、そ
れぞれの検出信号の差を取ってトラックエラー検出信号を得る。
【０１２４】
などが有る。
【０１２５】
（１１Ｂ－１－４）対物レンズアクチュエータ構造
　半導体レーザ素子から発光されたレーザ光を情報記憶媒体２０１上に集光させる対物レ
ンズ（図示されて無い）は対物レンズアクチュエータ駆動回路２１８の出力電流に応じて
２軸方向に移動可能な構造になっている。この対物レンズの移動方向は、
・フォーカスずれ補正用に情報記憶媒体２０１に対する垂直方向に移動し、
・トラックずれ補正用に情報記憶媒体２０１の半径方向に移動する。
【０１２６】
図示して無いが対物レンズの移動機構を対物レンズアクチュエータと呼ぶ。対物レンズア
クチュエータ構造としては、
（＊）軸摺動（じくしゅうどう）方式：中心軸（シャフト）に沿って対物レンズと一体の
ブレードが移動する方式で、ブレードが中心軸に沿った方向に移動してフォーカスずれ補
正を行ない、中心軸を基準としたブレードの回転運動によりトラックずれ補正を行なう方
法。あるいは、
（＊）４本ワイア方式：対物レンズと一体のブレードが固定系に対し４本のワイアで連結
されており、ワイアの弾性変形を利用してブレードを２軸方向に移動させる方法。
【０１２７】
が多く使われている。いずれの方式も永久磁石とコイルを持ち、ブレードに連結したコイ
ルに電流を流す事によりブレードを移動させる構造になっている。
【０１２８】
（１１Ｂ－２）情報記憶媒体２０１の回転制御系
　スピンドルモータ２０４の駆動力によって回転する回転テーブル２２１上に情報記憶媒
体（光ディスク）２０１を装着する。
【０１２９】
　情報記憶媒体２０１の回転数は情報記憶媒体２０１から得られる再生信号によって検出
する。すなわちアンプ２１３出力の検出信号（アナログ信号）は２値化回路２１２でデジ
タル信号に変換され、この信号からＰＬＬ回路２１１により一定周期信号（基準クロック
信号）を発生させる。情報記憶媒体回転速度検出回路２１４ではこの信号を用いて情報記
憶媒体２０１の回転数を検出し、その値を出力する。
【０１３０】
　情報記憶媒体２０１上で再生あるいは記録／消去する半径位置に対応した情報記憶媒体

10

20

30

40

50

(20) JP 3906274 B2 2007.4.18



回転数の対応テーブルは半導体メモリ２１９に予め記録して有る。再生位置もしくは記録
／消去位置が決まると、制御部２２０は半導体メモリ２１９情報を参照して情報記憶媒体
２０１の目標回転数を設定し、その値をスピンドルモータ駆動回路２１５に通知する。
【０１３１】
　スピンドルモータ駆動回路２１５では、この目標回転数と情報記憶媒体回転速度検出回
路２１４の出力信号（現状での回転数）との差を求め、その結果に応じた駆動電流をスピ
ンドルモータ２０４に与えてスピンドルモータ２０４の回転数が一定になるように制御す
る。情報記憶媒体回転速度検出回路２１４の出力信号は情報記憶媒体２０１の回転数に対
応した周波数を有するパルス信号で、スピンドルモータ駆動回路２１５ではこの信号の周
波数とパルス位相の両方に対して制御する。
【０１３２】
（１１Ｂ－３）光学ヘッド移動機構
　情報記憶媒体２０１の半径方向に光学ヘッド２０２を移動させるため光学ヘッド移動機
構（送りモータ）２０３を持っている。
【０１３３】
　光学ヘッド２０２を移動させるガイド機構として棒状のガイドシャフトを利用する場合
が多く、このガイドシャフトと光学ヘッド２０２の一部に取り付けられたブッシュ間の摩
擦を利用して光学ヘッド２０２が移動する。それ以外に回転運動を使用して摩擦力を軽減
させたベアリングを用いる方法も有る。
【０１３４】
　光学ヘッド２０２を移動させる駆動力伝達方法は図示して無いが固定系にピニオン（回
転ギヤ）の付いた回転モータを配置し、ピニオンと噛み合う直線状のギヤであるラックを
光学ヘッド２０２の側面に配置して回転モータの回転運動を光学ヘッド２０２の直線運動
に変換している。それ以外の駆動力伝達方法としては固定系に永久磁石を配置し、光学ヘ
ッド２０２に配置したコイルに電流を流して直線的方向に移動させるリニアモータ方式を
使う場合もある。
【０１３５】
　回転モータ、リニアモータいずれの方式でも基本的には送りモータに電流を流して光学
ヘッド２０２移動用の駆動力を発生させている。この駆動用電流は送りモータ駆動回路２
１６から供給される。
【０１３６】
（１１Ｃ）各制御回路の機能
（１１Ｃ－１）集光スポットトレース制御
　フォーカスずれ補正あるいはトラックずれ補正を行うため、フォーカス・トラックエラ
ー検出回路２１７の出力信号（検出信号）に応じて光学ヘッド２０２内の対物レンズアク
チュエータ（図示して無い）に駆動電流を供給する回路が対物レンズアクチュエータ駆動
回路２１８である。高い周波数領域まて対物レンズ移動を高速応答させるため、対物レン
ズアクチュエータの周波数特性に合わせた特性改善用の位相補償回路を内部に有している
。
【０１３７】
　対物レンズアクチュエータ駆動回路２１８では、制御部２２０の命令に応じて、
（＊）フォーカス／トラックずれ補正動作（フォーカス／トラックループ）のオン／オフ
処理、
（＊）情報記憶媒体２０１の垂直方向（フォーカス方向）へ対物レンズを低速で移動させ
る処理（フォーカス／トラックループオフ時に実行）、
（＊）キックパルスを用いて情報記憶媒体２０１の半径方向（トラックを横切る方向）に
わずかに動かして、集光スポットを隣のトラックへ移動させる処理、
を行なう。
【０１３８】
（１１Ｃ－２）レーザー光量制御
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（１１Ｃ－２－１）再生と記録／消去の切り替え処理
　再生と記録／消去の切り替えは情報記憶媒体２０１上に照射する集光スポットの光量を
変化させて行なう。
【０１３９】
　相変化方式を用いた情報記憶媒体に対しては一般的に、
　　　［記録時の光量］＞［消去時の光量］＞［再生時の光量］
の関係が成り立ち、光磁気方式を用いた情報記憶媒体に対しては一般的に、
　　　［記録時の光量］＜［消去時の光量］＞［再生時の光量］
の関係が有る。光磁気方式の場合には、記録／消去時には情報記憶媒体２０１に加える外
部磁場（図示して無い）の極性を変えて記録と消去の処理を制御している。
【０１４０】
　情報再生時には、情報記憶媒体２０１上には一定の光量を連続的に照射している。
【０１４１】
　新たな情報を記録する場合には、この再生時の光量の上にパルス状の断続的光量を上乗
せする。半導体レーザ素子が大きな光量でパルス発光した時に情報記憶媒体２０１の光反
射性記録膜が局所的に光学的変化もしくは形状変化を起こし、記録マークが形成される。
すでに記録されている領域の上に重ね書きする場合も同様に半導体レーザ素子をパルス発
光させる。
【０１４２】
　すでに記録されている情報を消去する場合には、再生時よりも大きな一定光量を連続照
射する。連続的に情報を消去する場合にはセクタ単位など特定周期毎に照射光量を再生時
に戻し、消去処理と平行して間欠的に情報再生を行なう。間欠的に消去するトラックのト
ラック番号やアドレスを再生し、消去トラックの誤りが無い事を確認しながら消去処理を
行なっている。
【０１４３】
（１１Ｃ－２－２）レーザ発光制御
　図示して無いが光学ヘッド２０２内には半導体レーザ素子の発光量を検出するための光
検出器を内蔵している。半導体レーザ駆動回路２０５ではその光検出器出力（半導体レー
ザ素子発光量の検出信号）と記録／再生／消去制御波形発生回路２０６から与えられる発
光基準信号との差を取り、その結果に基付き半導体レーザへの駆動電流をフィードバック
している。
【０１４４】
（１１Ｄ）機構部分の制御系に関する諸動作
（１１Ｄ－１）起動制御
　情報記憶媒体（光ディスク）２０１を回転テーブル２２１上に装着し、起動制御を開始
すると、以下の手順に従って処理が行なわれる。
【０１４５】
（１）制御部２２０からスピンドルモータ駆動回路２１５に目標回転数が伝えられ、スピ
ンドルモータ駆動回路２１５からスピンドルモータ２０４に駆動電流が供給されてスピン
ドルモータ２０４の回転が開始する。
【０１４６】
（２）同時に制御部２２０から送りモータ駆動回路２１６に対してコマンド（実行命令）
が出され、送りモータ駆動回路２１６から光学ヘッド駆動機構（送りモータ）２０３に駆
動電流が供給されて光学ヘッド２０２が情報記憶媒体２０１の最内周位置に移動する。情
報記憶媒体２０１の情報が記録されている領域を越えてさらに内周部に光学ヘッド２０２
が来ている事を確認する。
【０１４７】
（３）スピンドルモータ２０４が目標回転数に到達すると、そのステータス（状況報告）
が制御部２２０に出される。
【０１４８】

10

20

30

40

50

(22) JP 3906274 B2 2007.4.18



（４）制御部２２０から記録／再生／消去制御波形発生回路２０６に送られた再生光量信
号に合わせて半導体レーザ駆動回路２０５から光学ヘッド２０２内の半導体レーザ素子に
電流が供給されてレーザ発光を開始する。情報記憶媒体（光ディスク）２０１の種類によ
って再生時の最適照射光量が異なる。起動時にはそのうちの最も照射光量の低い値に設定
する。
【０１４９】
（５）制御部２２０からのコマンドに従って、光学ヘッド２０２内の対物レンズ（図示し
て無い）を情報記憶媒体２０１から最も遠ざけた位置にずらし、ゆっくりと対物レンズを
情報記憶媒体２０１に近付けるよう対物レンズアクチュエータ駆動回路２１８が制御する
。
【０１５０】
（６）同時にフォーカス・トラックエラー検出回路２１７でフォーカスずれ量をモニタし
、焦点が合った位置近傍に対物レンズが来た時ステータスを出して制御部２２０に通知す
る。
【０１５１】
（７）制御部２２０ではその通知をもらうと、対物レンズアクチュエータ駆動回路２１８
に対してフォーカスループをオンにするようコマンドを出す。
【０１５２】
（８）制御部２２０はフォーカスループをオンにしたまま送りモータ駆動回路２１６にコ
マンドを出して光学ヘッド２０２をゆっくり情報記憶媒体２０１の外周部方向へ移動させ
る。
【０１５３】
（９）同時に光学ヘッド２０２からの再生信号をモニタし、光学ヘッド２０２が情報記憶
媒体２０１上の記録領域に到達したら光学ヘッド２０２の移動を止め、対物レンズアクチ
ュエータ駆動回路２１８に対してトラックループをオンさせるコマンドを出す。
【０１５４】
（１０）情報記憶媒体（光ディスク）２０１の内周部に記録されている“再生時の最適光
量”と“記録／消去時の最適光量”を再生し、その情報が制御部２２０を経由して半導体
メモリ２１９に記録される。
【０１５５】
（１１）さらに制御部２２０ではその“再生時の最適光量”に合わせた信号を記録／再生
／消去制御波形発生回路２０６に送り、再生時の半導体レーザ素子の発光量を再設定する
。
【０１５６】
（１２）情報記憶媒体２０１に記録されている“記録／消去時の最適光量”に合わせて記
録／消去時の半導体レーザ素子の発光量が設定される。
【０１５７】
（１１Ｄ－２）アクセス制御
（１１Ｄ－２－１）情報記憶媒体２０１上のアクセス先情報の再生
　情報記憶媒体２０１上のどの場所にどのような内容の情報が記録されているかに付いて
の情報は情報記憶媒体２０１の種類により異なり、一般的には情報記憶媒体２０１内の、
（＊）ディレクトリ管理領域：情報記憶媒体２０１の内周領域もしくは外周領域にまとま
って記録して有る。かまたは、
（＊）ナビゲーションパック：ＭＰＥＧ２のＰＳ（ Program Stream）のデータ構造に準拠
したＶＯＢＳの中に含まれ、次の映像がどこに記録して有るかの情報が記録されている。
【０１５８】
などに記録して有る。
【０１５９】
　特定の情報を再生あるいは記録／消去したい場合には、まず上記の領域内の情報を再生
し、そこで得られた情報からアクセス先を決定する。
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【０１６０】
（１１Ｄ－２－２）粗アクセス制御
　制御部２２０ではアクセス先の半径位置を計算で求め、現状の光学ヘッド２０２位置と
の間の距離を割り出す。
【０１６１】
　光学ヘッド２０２移動距離に対して最も短時間で到達出来る速度曲線情報が、事前に半
導体メモリ２１９内に記録されている。制御部２２０はその情報を読み取り、その速度曲
線に従って、以下の方法で光学ヘッド２０２の移動制御を行なう。
【０１６２】
　制御部２２０から対物レンズアクチュエーター駆動回路２１８に対してコマンドを出し
てトラックループをオフした後、送りモータ駆動回路２１６を制御して光学ヘッド２０２
の移動を開始させる。
【０１６３】
　集光スポットが情報記憶媒体２０１上のトラックを横切ると、フォーカス・トラックエ
ラー検出回路２１７内でトラックエラー検出信号が発生する。このトラックエラー検出信
号を用いて情報記憶媒体２０１に対する集光スポットの相対速度が検出できる。
【０１６４】
　送りモータ駆動回路２１６では、このフォーカス・トラックエラー検出回路２１７から
得られる集光スポットの相対速度と制御部２２０から逐一送られる目標速度情報との差を
演算し、その結果を光学ヘッド駆動機構（送りモータ）２０３への駆動電流にフィードバ
ックかけながら光学ヘッド２０２を移動させる。
【０１６５】
　先に“（１１Ｂ－３）光学ヘッド移動機構”に記述したようにガイドシャフトとブッシ
ュあるいはベアリング間には常に摩擦力が働いている。光学ヘッド２０２が高速に移動し
ている時は動摩擦が働くが、移動開始時と停止直前には光学ヘッド２０２の移動速度が遅
いため静止摩擦が働く。この時には相対的摩擦力が増加しているので（特に停止直前には
）制御部２２０からのコマンドに応じて光学ヘッド駆動機構（送りモータ）２０３に供給
する電流の増幅率（ゲイン）を増加させる。
【０１６６】
（１１Ｄ－２－３）密アクセス制御
　光学ヘッド２０２が目標位置に到達すると制御部２２０から対物レンズアクチュエータ
駆動回路２１８にコマンドを出してトラックループをオンさせる。
【０１６７】
　集光スポットは情報記憶媒体２０１上のトラックに沿ってトレースしながらその部分の
アドレスもしくはトラック番号を再生する。
【０１６８】
　そこでのアドレスもしくはトラック番号から現在の集光スポット位置を割り出し、到達
目標位置からの誤差トラック数を制御部２２０内で計算し、集光スポットの移動に必要な
トラック数を対物レンズアクチュエータ駆動回路２１８に通知する。
【０１６９】
　対物レンズアクチュエータ駆動回路２１８内で１組キックパルスを発生させると対物レ
ンズは情報記憶媒体２０１の半径方向にわずかに動いて、集光スポットが隣のトラックへ
移動する。
【０１７０】
　対物レンズアクチュエータ駆動回路２１８内では一時的にトラックループをオフさせ、
制御部２２０からの情報に合わせた回数のキックパルスを発生させた後、再びトラックル
ープをＯＮさせる。
【０１７１】
　密アクセス終了後、制御部２２０は集光スポットがトレースしている位置の情報（アド
レスもしくはトラック番号）を再生し、目標トラックにアクセスしている事を確認する。
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【０１７２】
（１１Ｄ－３）連続記録／再生／消去制御
　図１１に示すようにフォーカス・トラックエラー検出回路２１７から出力されるトラッ
クエラー検出信号は、送りモータ駆動回路２１６に入力されている。上述した“起動制御
時”と“アクセス制御時”には、送りモータ駆動回路２１６内ではトラックエラー検出信
号を使用しないように、制御部２２０により制御されている。
【０１７３】
　アクセスにより集光スポットが目標トラックに到達した事を確認した後、制御部２２０
からのコマンドによりモータ駆動回路２１６を経由してトラックエラー検出信号の一部が
光学ヘッド駆動機構（送りモータ）２０３への駆動電流として供給される。連続に再生も
しくは記録／消去処理を行なっている期間中、この制御は継続される。
【０１７４】
　情報記憶媒体２０１の中心位置は回転テーブル２２１の中心位置とわずかにずれた偏心
を持って装着されている。トラックエラー検出信号の一部を駆動電流として供給すると、
偏心に合わせて光学ヘッド２０２全体が微動する。
【０１７５】
　また長時間連続して再生もしくは記録／消去処理を行なうと、集光スポット位置が徐々
に外周方向もしくは内周方向に移動する。トラックエラー検出信号の一部を光学ヘッド移
動機構（送りモータ）２０３への駆動電流として供給した場合には、それに合わせて光学
ヘッド２０２が徐々に外周方向もしくは内周方向に移動する。
【０１７６】
　このようにして、対物レンズアクチュエータのトラックずれ補正の負担を軽減し、トラ
ックループを安定化出来る。
【０１７７】
（１１Ｄ－４）終了制御
　一連の処理が完了し、動作を終了させる場合には以下の手順に従って処理が行なわれる
。
【０１７８】
（１）制御部２２０から対物レンズアクチュエータ駆動回路２１８に対してトラックルー
プをオフさせるコマンドが出される。
【０１７９】
（２）制御部２２０から対物レンズアクチュエータ駆動回路２１８に対してフォーカスル
ープをオフさせるコマンドが出される。
【０１８０】
（３）制御部２２０から記録／再生／消去制御波形発生回路２０６に対して半導体レーザ
素子の発光を停止させるコマンドが出される。
【０１８１】
（４）スピンドルモータ駆動回路２１５に対して、基準回転数として０を通知する。
【０１８２】
（１１Ｅ）情報記憶媒体への記録信号／再生信号の流れ
（１１Ｅ－１）情報記憶媒体２０１に記録される信号形式
　情報記憶媒体２０１上に記録する信号に対して、
（＊）情報記憶媒体２０１上の欠陥に起因する記録情報エラーの訂正を可能とする
（＊）再生信号の直流成分を０にして再生処理回路の簡素化を図る
（＊）情報記憶媒体２０１に対して出来るだけ高密度に情報を記録する
との要求を満足するため図１１に示すように情報記録再生部（物理系ブロック）では“エ
ラー訂正機能の付加”“記録情報に対する信号変換（信号の変復調）”を行なっている。
【０１８３】
（１１Ｅ－２）記録時の信号の流れ
（１１Ｅ－２－１）ＥＣＣ（ Error Correction Code ）付加処理
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　情報記憶媒体２０１に記録したい情報が生信号の形で記録信号ｄとしてデータ入出力イ
ンターフェース部２２２に入力される。この記録信号ｄはそのまま半導体メモリ２１９に
記録され、その後ＥＣＣエンコーディング回路２０８で以下のようにＥＣＣの付加処理を
実行する。
【０１８４】
　以下に積符号を用いたＥＣＣ付加方法の実施例について説明する。
【０１８５】
　記録信号ｄは半導体メモリ２１９内で１７２バイト毎に１行ずつ順次並べ、１９２行で
１組のＥＣＣブロックとする。この“行：１７２×列：１９２バイト”で構成される１組
のＥＣＣブロック内の生信号 ( 記録信号ｄ ) に対し、１７２バイトの１行毎に１０バイト
の内符号ＰＩを計算して半導体メモリ２１９内に追加記録する。さらにバイト単位の１列
毎に１６バイトの外符号ＰＯを計算して半導体メモリ２１９内に追加記録する。
【０１８６】
　情報記憶媒体２０１に記録する実施例としては内符号ＰＩを含めた１２行と外符号ＰＯ
分１行の合計２３６６バイト
　　　２３６６＝（１２＋１）×（１７２＋１０）
を単位として情報記憶媒体の１セクタ内に記録する。
【０１８７】
　ＥＣＣエンコーディング回路２０８では内符号ＰＩと外符号ＰＯの付加が完了すると、
半導体メモリ２１９から１セクタ分の２３６６バイトずつの信号を読み取り、変調回路２
０７へ転送する。
【０１８８】
（１１Ｅ－２－２）信号変調
　再生信号の直流成分（ＤＳＶ： Disital Sum Value ）を０に近付け、情報記憶媒体２０
１に対して高密度に情報を記録するため、信号形式の変換である信号変調を変調回路２０
７内で行なう。
【０１８９】
　元の信号と変調後の信号との間の関係を示す変換テーブルを変調回路２０７と復調回路
２１０内部で持っている。ＥＣＣエンコーディング回路２０８から転送された信号を変調
方式に従って複数ビット毎に区切り、変換テーブルを参照しながら別の信号（コード）に
変換する。
【０１９０】
　例えば変調方式として８／１６変調［ＲＬＬ ( ２ , １０ ) コード］を用いた場合には、
変換テーブルが２種類存在し、変調後の直流成分（ＤＳＶ）が０に近付くように逐一参照
用変換テーブルを切り替えている。
【０１９１】
（１１Ｅ－２－３）記録波形発生
　情報記憶媒体（光ディスク）２０１に記録マークを記録する場合、一般的には記録方式
として、
（＊）マーク長記録方式：記録マークの前端位置と後端末位置に“１”が来る。
【０１９２】
（＊）マーク間記録方式：記録マークの中心位置が“１”の位置と一致する。
【０１９３】
の２種類が存在する。
【０１９４】
　またマーク長記録を行なった場合、長い記録マークを形成する必要が有る。この場合、
一定期間記録光量を照射し続けると、情報記憶媒体２０１の光反射性記録膜の蓄熱効果に
より、後部のみ幅が広い“雨だれ”形状の記録マークが形成される。この弊害を除去する
ため、長さの長い記録マークを形成する場合には複数の記録パルスに分割したり、記録波
形を階段状に変化させている。
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【０１９５】
　記録／再生／消去制御波形発生回路２０６内では変調回路２０７から送られて来た記録
信号に応じて上記のような記録波形を作成し、半導体レーザ駆動回路２０５に伝達してい
る。
【０１９６】
（１１Ｅ－３）再生時の信号の流れ
（１１Ｅ－３－１）２値化・ＰＬＬ回路
　先に“（１１Ｂ－１－１）光学ヘッド２０２による信号検出”で記述したように情報記
憶媒体（光ディスク）２０１の光反射膜もしくは光反射性記録膜からの反射光量変化を検
出して情報記憶媒体２０１上の信号を再生する。アンプ２１３で得られた信号はアナログ
波形をしている。２値化回路２１２ではその信号をコンパレータを用いて“１”と“０”
からなる２値のデジタル信号に変換する。
【０１９７】
　ここから得られた再生信号からＰＬＬ回路２１１で情報再生時の基準信号を取り出して
いる。ＰＬＬ回路２１１は周波数可変の発振器を内蔵している。その発振器から出力され
るパルス信号（基準クロック）と２値化回路２１２出力信号間の周波数と位相の比較を行
ない、その結果を発振器出力にフィードバックしている。
【０１９８】
（１１Ｅ－３－２）信号の復調
　変調された信号と復調後の信号との間の関係を示す変換テーブルを復調回路２１０内部
で持っている。ＰＬＬ回路２１１で得られた基準クロックに合わせて変換テーブルを参照
しながら信号を元の信号に戻す。戻した（復調した）信号は半導体メモリ２１９に記録さ
れる。
【０１９９】
（１１Ｅ－３－３）エラー訂正処理
　半導体メモリ２１９に保存された信号に対し、内符号ＰＩと外符号ＰＯを用いてエラー
訂正回路２０９ではエラー箇所を検出し、エラー箇所のポインタフラグを立てる。
【０２００】
　その後、半導体メモリ２１９から信号を読み出しながらエラーポインタフラグに合わせ
て逐次エラー箇所の信号を訂正し、内符号ＰＩと外符号ＰＯをはずしてデータ入出力イン
ターフェース部２２２へ転送する。
【０２０１】
　ＥＣＣエンコーディング回路２０８から送られて来た信号をデータ入出力インターフェ
ース部２２２から再生信号ｃとして出力する。
【０２０２】
　ビデオファイルを記録する情報記憶媒体としてＤＶＤ－ＲＡＭディスクを用いた場合、
ファイルフォーマットにＵＤＦ（ Universal Disk Format ）を採用する場合が多いので、
以下に図１２～図２０を参照してＵＤＦ内容について説明を行なう。
【０２０３】
（１２Ａ）ＵＤＦの概要説明（ＵＤＦとは何か）
（１２Ａ－１）ＵＤＦとは何か
　ＵＤＦとはユニバーサルディスクフォーマットの略で、主にディスク状情報記憶媒体に
おける“ファイル管理方法に関する規約”を示す。ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、ＣＤ－ＲＷ
、ＤＶＤビデオ、ＤＶＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－Ｒ、ＤＶＤ－ＲＡＭは“ＩＳＯ９６６０”で
規格化されたＵＤＦフォーマットを採用している。
【０２０４】
　ファイル管理方法としては基本的にルートディレクトリを親に持ち、ツリー状にファイ
ルを管理する階層ファイル・システムを前提としている。
【０２０５】
　ここでは主にＤＶＤ－ＲＡＭ規格（ File System Specifications）に準拠したＵＤＦフ
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ォーマットについての説明を行なうが、この説明内容の多くの部分はＤＶＤ－ＲＯＭ規格
内容とも一致している。
【０２０６】
（１２Ａ－２）ＵＤＦの概要
（１２Ａ－２－１）情報記憶媒体へのファイル情報記録内容
　情報記憶媒体に情報を記録する場合、情報のまとまりをファイルデータ（ File Data ）
と呼び、ファイルデータ単位で記録を行なう。他のファイルデータと識別するためファイ
ルデータ毎に独自のファイル名が付加されている。共通な情報内容を持つ複数ファイルデ
ータ毎にグループ化するとファイル管理とファイル検索が容易になる。この複数ファイル
データ毎のグループをディレクトリ（ Directory）またはフォルダ（ Folder）と呼ぶ。各
ディレクトリ（フォルダ）毎に独自のディレクトリ名（フォルダ名）が付加される。
【０２０７】
　更にその複数のディレクトリ（フォルダ）を集めて、その上の階層のグループとして上
位のディレクトリ（上位フォルダ）でまとめる事が出来る。ここでは、ファイルデータと
ディレクトリ（フォルダ）とを総称してファイル（ File）と呼ぶ。
【０２０８】
　情報を記録する場合には、
（＊）ファイルデータの情報内容そのもの
（＊）ファイルデータに対応したファイル名
（＊）ファイルデータの保存場所（どのディレクトリの下に記録するか）
に関する情報をすべて情報記憶媒体上に記録する。また各ディレクトリ（フォルダ）に対
する
（＊）ディレクトリ名（フォルダ名）
（＊）各ディレクトリ（フォルダ）が属している位置［その親となる上位ディレクトリ（
上位フォルダ）の位置］
に関する情報もすべて情報記憶媒体上に記録されている。
【０２０９】
（１２Ａ－２－２）情報記憶媒体上での情報記録形式
　情報記憶媒体上の全記録領域は２０４８バイトを最小単位とする論理セクタに分割され
、全論理セクタには論理セクタ番号が連番で付けられている。情報記憶媒体上に情報を記
録する場合にはこの論理セクタ単位で情報が記録される。情報記憶媒体上での記録位置は
この情報を記録した論理セクタの論理セクタ番号で管理される。
【０２１０】
　図１２及び図１３に示すようにファイルストラクチュア４８６とファイルデータ４８７
に関する情報が記録されている論理セクタは特に“論理ブロック”とも呼ばれ、論理セク
タ番号（ＬＳＮ）に連動して論理ブロック番号（ＬＢＮ）が設定されている。論理ブロッ
クの長さは論理セクタと同様２０４８バイトになっている。
【０２１１】
（１２Ａ－２－３）階層ファイル・システムを簡素化した一例
　階層ファイル・システムを簡素化した一例を図１４（ａ）に示す。ＵＮＩＸ（登録商標
）、ＭａｃＯＳ、ＭＳ－ＤＯＳ、Ｗｉｎｄｏｗｓ (登録商標 )等ほとんどのＯＳのファイル
管理システムが図１４（ａ）に示したようなツリー状の階層構造を持つ。
【０２１２】
　１個のディスクドライブ（例えば１台のＨＤＤが複数のパーティションに区切られてい
る場合には各パーティション単位を示す）毎にその全体の親となる１個のルートディレク
トリ４０１が存在し、その下にサブディレクトリ４０２が属している。このサブディレク
トリ４０２の中にファイルデータ４０３が存在している。
【０２１３】
　実際にはこの例に限らずルートディレクトリ４０１の直接下にファイルデータ４０３が
存在したり、複数のサブディレクトリ４０２が直列につながった複雑な階層構造を持つ場
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合もある。
【０２１４】
（１２Ａ－２－４）情報記憶媒体上ファイル管理情報の記録内容
　ファイル管理情報は上述した論理ブロック単位で記録される。各論理ブロック内に記録
される内容は主に、
（＊）ファイルに関する情報を示す記述文ＦＩＤ（ File Identifier Descriptor）
　　…　ファイルの種類やファイル名（ルートディレクトリ名、サブディレクトリ名、フ
ァイルデータ名など）を記述している。
【０２１５】
　　…　ＦＩＤの中にそれに続くファイルデータのデータ内容や、デイレクトリの中味の
記録場所を示す記述文（つまり該当ファイルに対応した以下に説明するＦＥの記録位置も
記述されている。
【０２１６】
（＊）ファイル中味の記録位置を示す記述文ＦＥ（ File Entry）
　　…　ファイルデータのデータ内容や、ディレクトリ（サブディレクトリなど）の中味
に関する情報が記録されている情報記憶媒体上の位置（論理ブロック番号）などを記述し
ている。
【０２１７】
である。
【０２１８】
　ファイルアイデンティファディスクリプターの記述内容の抜粋を図１５に示した。また
その詳細の説明は“（１２Ｂ－４）ファイルアイデンティファディスクリプター”で行な
う。ファイルエントリィの記述内容の抜粋は図１６に示し、その詳細な説明は“（１２Ｂ
－３）ファイルエントリィ”で行なう。
【０２１９】
　情報記憶媒体上の記録位置を示す記述文は図１７に示すロングアロケーションディスク
リプターと図１８に示すショートアロケーションディスクリプターを使っている。それぞ
れの詳細説明は“（１２Ｂ－１－２）ロングアロケーションディスクリプター”と“（１
２Ｂ－１－３）ショートアロケーションディスクリプター”で行なう。
【０２２０】
　例として図１４（ａ）のファイル・システム構造の情報を情報記憶媒体に記録した時の
記録内容を図１４（ｂ）に示す。図１４（ｂ）の記録内容は以下の通りとなる。
【０２２１】
（＊）論理ブロック番号“１”の論理ブロックにルートデイレクトリ４０１の中味が示さ
れている。
【０２２２】
　　…　図１４（ａ）の例ではルートディレクトリ４０１の中にはサブディレクトリ４０
２のみが入っているので、ルートディレクトリ４０１の中味としてサブディレクトリ４０
２に関する情報がファイルアイデンティファディスクリプター文４０４で記載している。
また図示して無いが同一論理ブロック内にルートディレクトリ４０１自身の情報もファイ
ルアイデンティファディスクリプター文で並記して有る。
【０２２３】
　　…　このサブディレクトリ４０２のファイルアイデンティファディスクリプター文４
０４中にサブディレクトリ４０２の中味が何処に記録されているかを示すファイルエント
リィ文４０５の記録位置［図１４（ｂ）の例では２番目の論理ブロック］がロングアロケ
ーションディスクリプター文で記載［ＬＡＤ（２）］している。
【０２２４】
（＊）論理ブロック番号“２”の論理ブロックにサブディレクトリ４０２の中味が記録さ
れている位置を示すファイルエントリィ文４０５が記録されている。
【０２２５】

10

20

30

40

50

(29) JP 3906274 B2 2007.4.18



　　…　図１４（ａ）の例ではサブディレクトリ４０２の中にはファイルデータ４０３の
みが入っているので、サブディレクトリ４０２の中味として実質的にはファイルデータ４
０３に関する情報が記述されているファイルアイデンティファディスクリプター文４０６
の記録位置を示す事になる。
【０２２６】
　　…　ファイルエントリィ文中のショートアロケーションディスクリプター文で、３番
目の論理ブロックにサブディレクトリ４０２の中味が記録されている事［ＡＤ（３）］が
記述されている。
【０２２７】
（＊）論理ブロック番号“３”の論理ブロックにサブディレクトリ４０２の中味が記録さ
れている。
【０２２８】
　　…　図１４（ａ）の例ではサブデイレクトリ４０２の中にはファイルデータ４０３の
みが入っているので、サブディレクトリ４０２の中味としてファイルデータ４０３に関す
る情報がファイルアイデンティファディスクリプター文４０６で記載されている。また図
示して無いが同一論理ブロック内にサブディレクトリ４０２自身の情報もファイルアイデ
ンティファディスクリプター文で並記して有る。
【０２２９】
　　…　ファイルデータ４０３に関するファイルアイデンティファディスクリプター文４
０６の中にそのファイルデータ４０３の内容が何処に記録されている位置を示すファイル
エントリィ文４０７の記録位置［図１４（ｂ）の例では４番目の論理ブロックに記録され
ている］がロングアロケーションディスクリプター文で記載［ＬＡＤ（４）］されている
。
【０２３０】
（＊）論理ブロック番号“４”の論理ブロックにファイルデータ４０３内容４０８、４０
９が記録されている位置を示すファイルエントリィ文４０７が記録されている。
【０２３１】
　　…　ファイルエントリィ文４０７内のショートアロケーションディスクリプター文で
ファイルデータ４０３内容４０８、４０９が５番目と６番目の論理ブロックに記録してい
る事が記述［ＡＤ（５），ＡＤ（６）］されている。
【０２３２】
（＊）論理ブロック番号“５”の論理ブロックにファイルデータ４０３内容情報（ａ）４
０８が記録されている。
【０２３３】
（＊）論理ブロック番号“６”の論理ブロックにファイルデータ４０３内容情報（ｂ）４
０９が記録されている。
【０２３４】
（１２Ａ－２－５）図１４（ｂ）情報に沿ったファイルデータへのアクセス方法　
　先に“（１２Ａ－２－４）情報記憶媒体上のファイル・システム情報記録内容”で簡単
に説明したようにファイルアイデンティファディスクリプター４０４、４０６　とファイ
ルエントリィ４０５、４０７には、それに続く情報が記述して有る論理ブロック番号が記
述して有る。ルートディレクトリから階層を下りながらサブディレクトリを経由してファ
イルデータへ到達するのと同様に、ファイルアイデンティファディスクリプターとファイ
ルエントリィ内に記述して有る論理ブロック番号に従って情報記憶媒体上の論理ブロック
内の情報を順次再生しながらファイルデータのデータ内容へアクセスする。
【０２３５】
　つまり図１４（ｂ）に示した情報に対してファイルデータ４０３へアクセスするには、
まず始めに１番目の論理ブロック情報を読む。ファイルデータ４０３はサブディレクトリ
４０２の中に存在しているので、１番目の論理ブロック情報の中からサブディレクトリ４
０２のファイルアイデンティファディスクリプター４０４を探し、ＬＡＤ（２）を読み取
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った後、それに従って２番目の論理ブロック情報を読む。
【０２３６】
　２番目の論理ブロックには、１個のファイルエントリィ文しか記述してないので、その
中のＡＤ（３）を読み取り、３番目の論理ブロックへ移動する。３番目の論理ブロックで
は、ファイルデータ４０３に関して記述して有るファイルアイデンティファディスクリプ
ター４０６を探し、ＬＡＤ（４）を読み取る。ＬＡＤ（４）に従い４番目の論理ブロック
へ移動すると、そこには１個のファイルエントリィ文４０７しか記述してないので、ＡＤ
（５）とＡＤ（６）を読み取り、ファイルデータ４０３の内容が記録して有る論理ブロッ
ク番号（５番目と６番目）を見付ける。
【０２３７】
　ＡＤ（＊）、ＬＡＤ（＊）の内容については、“（１２Ｂ）ＵＤＦの各記述文（ディス
クリブター）の具体的内容説明”で詳細に説明する。
【０２３８】
（１２Ａ－３）ＵＤＦの特徴
（１２Ａ－３－１）ＵＤＦ特徴説明
　以下にＨＤＤやＦＤＤ、ＭＯなどで使われているＦＡＴとの比較によりＵＤＦの特徴を
説明する。
【０２３９】
（１）（最小論理ブロックサイズ、最小論理セクタサイズなどの）最小単位が大きく、記
録すべき情報量の多い映像情報や音楽情報の記録に向く。
【０２４０】
　　…　ＦＡＴの論理セクタサイズが５１２バイトに対して、ＵＤＦの論理セクタ（ブロ
ック）サイズは２０４８バイトと大きくなっている。
【０２４１】
（２）ＦＡＴはファイルの情報記憶媒体への割り当て管理表（ファイルアロケーションテ
ーブル）が情報記憶媒体上で局所的に集中記録されるのに対し、ＵＤＦではファイル管理
情報をディスク上の任意の位置に分散記録できる。
【０２４２】
　　…　ＵＤＦではファイル管理情報やファイルデータに関するディスク上での記録位置
は論理セクタ（ブロック）番号としてアロケーションディスクリプターに記述される。
【０２４３】
　ＦＡＴではファイル管理領域（ファイルアロケーションテーブル）で集中管理されてい
るため頻繁にファイル構造の変更が必要な用途（主に頻繁な書き換え用途）に適している
。集中箇所に記録されているので管理情報を書き換え易いため。またファイル管理情報（
ファイルアロケーションテーブル）の記録場所は予め決まっているので記録媒体の高い信
頼性（欠陥領域が少ない事）が前提となる。
【０２４４】
　ＵＤＦではファイル管理情報が分散配置されているので、ファイル構造の大幅な変更が
少なく、階層の下の部分（主にルートディレクトリより下の部分）で後から新たなファイ
ル構造を付け足して行く用途（主に追記用途）に適している。追記時には以前のファイル
管理情報に対する変更箇所が少ないため。
【０２４５】
　また分散されたファイル管理情報の記録位置を任意に指定できるので、先天的な欠陥箇
所を避けて記録する事が出来る。ファイル管理情報を任意の位置に記録できるので全ファ
イル管理情報を一箇所に集めて記録し上記ＦＡＴの利点も出せるので、より汎用性の高い
ファイル・システムと考えることが出来る。
【０２４６】
（１２Ｂ）ＵＤＦの各記述文（ディスクリプター）の具体的内容説明
（１２Ｂ－１）論理ブロック番号の記述文
（１２Ｂ－１－１）アロケーションディスクリプター
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　先に、“（１２Ａ－２－４）情報記憶媒体上のファイル・システム情報記録内容”に示
したようにファイルアイデンティファディスクリプターやファイルエントリィなどの一部
に含まれ、その後に続く情報が記録されている位置（論理ブロック番号）を示した記述文
をアロケーションディスクリプターと呼ぶ。アロケーションディスクリプターには以下に
示すロングアロケーションディスクリプターとショートアロケーションディスクリプター
が有る。
【０２４７】
（１２Ｂ－１－２）ロングアロケーションディスクリプター
　図１７に示すように、
・エクステントの長さ４１０…論理ブロック数を４バイトで表示
・エクステントの位置４１１…該当する論理ブロック番号を４バイトで表示
・インプレメンテイションユース４１２…演算処理に利用する情報で８バイトで表示
などから構成される。ここの説明文では記述を簡素化して“ＬＡＤ（論理ブロック番号 ) 
”で記述する。
【０２４８】
（１２Ｂ－１－３）ショートアロケーションディスクリプター
　図１８に示すように、
・エクステントの長さ４１０…論理ブロック数を４バイトで表示
・エクステントの位置４１１…該当する論理ブロック番号を４バイトで表示
のみで構成される。ここの説明文では記述を簡素化して“ＡＤ（論理ブロック番号 ) ”で
記述する。
【０２４９】
（１２Ｂ－２）アロケートされないスペースエントリィ
　図１９に示すように情報記憶媒体上の“未記録状態のエクステント分布”をエクステン
ト毎にショートアロケーションディスクリプターで記述し、それを並べる記述文で、スペ
ーステーブル（図１２及び図１３参照）に用いられる。具体的な内容としては、
・ディスクリプタータグ４１３…記述内容の識別子を表わし、この場合は“２６３”
・ＩＣＢタグ４１４…ファイルタイプを示す。ＩＣＢタグ内のファイルタイプ＝１はアロ
ケートされないスペースエントリィを意味し、ファイルタイプ＝４はディレクトリ、ファ
イルタイプ＝５はファイルデータを表している。
【０２５０】
・アロケーションディスクリプター列の全長４１５…４バイトで総バイト数を示す
などが記述されている。
【０２５１】
（１２Ｂ－３）ファイルエントリィ
　先に、“（１２Ａ－２－４）情報記憶媒体上のファイル・システム情報記録内容”で説
明した記述文。図１６に示すように、
・ディスクリプタータグ４１７…記述内容の識別子を表わし、この場合は“２６１”
・ＩＣＢタグ４１８…ファイルタイプを示す。内容は（１２Ｂ－２）と同じ
・パーミッション４１９…ユーザ別の記録・  再生・  削除許可情報を示す。主にファイル
のセキュリティー確保を目的として使われる。
【０２５２】
・アロケーションディスクリプター４２０…該当ファイルの中味が記録して有る位置をエ
クステント毎にショートアロケーションディスクリプターを並べて記述する
などが記述されている。
【０２５３】
（１２Ｂ－４）ファイルアイデンティファディスクリプター
　先に、“（１２Ａ－２－４）情報記憶媒体上のファイル・システム情報記録内容”で説
明したようにファイル情報を記述した記述文。図１５に示すように、
・ディスクリプタータグ４２１…記述内容の識別子を表わし、この場合は“２５７”
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・ファイルキャラクタリスティクス４２２…ファイルの種別を示し、ペアレントディレク
トリ、ディレクトリ、ファイルデータ、ファイル削除フラグのどれかを意味する。
【０２５４】
・インフォメーションコントロールブロック４２３…このファイルに対応したＦＥ位置が
ロングアロケーションディスクリプターで記述されている。
【０２５５】
・ファイルアイデンティファ４２４…ディレクトリ名またはファイル名。
【０２５６】
・パディング４３７…ファイルアイデンティファディスクリプター全体の長さを調整する
ために付加されたダミー領域であり、通常は全て“０”が記録されている。
【０２５７】
などが記述される。
【０２５８】
（１２Ｃ）ＵＤＦに従って情報記憶媒体上に記録したファイル構造記述例
　先に“（１２Ａ－２）ＵＤＦの概要”で示した内容について具体的な例を用いて以下に
詳細に説明する。
【０２５９】
　図１４（ａ）に対して、より一般的なファイル・システム構造例を図２０に示す。括弧
内はディレクトリの中身に関する情報またはファイルデータのデータ内容が記録されてい
る情報記憶媒体上の論理ブロック番号を示している。
【０２６０】
　図２０のファイル・システム構造の情報をＵＤＦフォーマットに従って情報記憶媒体上
に記録した例を図１２及び図１３に示す。
【０２６１】
　情報記憶媒体上の未記録位置管理方法として、
（＊）スペースビツトマップ方法
　スペースビットマップディスクリプター４７０を用いた、情報記憶媒体内記録領域の全
論理ブロックに対してビットマップ的に“記録済み”または“未記録”のフラグを立てる
。
【０２６２】
（＊）スペーステーブル方法
　アロケートされないスペースエントリィ４７１の記述方式を用いてショートアロケーシ
ョンディスクリプターの列記として未記録の全論理ブロック番号を記載している。
【０２６３】
の２方式が存在する。
【０２６４】
　本実施の形態の説明では、説明のためわざと図１２及び図１３に両方式を併記している
が、実際には両方が一緒に使われる（情報記憶媒体上に記録される）ことはほとんど無く
、どちらか一方のみ使われている。
【０２６５】
　図１２及び図１３に記述されている主なディレクトリの内容の概説は以下の通りである
。
【０２６６】
・ビギニングエクステントエリアディスクリプター４４５…ポリュームレコグニションシ
ーケンス４４４の開始位置を示す。
【０２６７】
・ボリュームストラクチュアディスクリプター４４６…ボリュームの内容説明を記述。
【０２６８】
・ブートディスクリプター４４７…ブート時の処理内容を記述。
【０２６９】
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・ターミネイティングエクステントエリアディスクリプター４４８…ボリュームレコグニ
ションシーケンス４４４の終了位置を示す。
【０２７０】
・パーティションディスクリプター４５０…パーティション情報（サイズなど）を示す。
ＤＶＤ－ＲＡＭでは１ボリューム当たり１パーティションを原則としている。
【０２７１】
・ロジカルボリュームディスクリプター４５４…論理ボリュームの内容を記述している。
【０２７２】
・アンカーボリュームディスクリプターポインター４５８…情報記憶媒体記録領域内での
メインボリュームディスクリプターシーケンス４４９とリザーブボリュームディスクリプ
ターシーケンス４６７の記録位置を示している。
【０２７３】
・リザーブド（オール００ｈバイト）４５９～４６５…特定のディスクリブターを記録す
る。論理セクタ番号を確保するため、その間に全て“０”を記録した調整領域を持たせて
いる。
【０２７４】
・リザーブボリュームディスクリプターシーケンス４６７…メインボリュームディスクリ
プターシーケンス４４９に記録された情報のパックアップ領域。
【０２７５】
（１２Ｄ）再生時のファイルデータへのアクセス方法
　図１２及び図１３に示したファイル・システム情報を用いて例えばファイルデータＨ４
３２（図２０参照）のデータ内容を再生するための情報記憶媒体上のアクセス処理方法に
ついて説明する。
【０２７６】
（１）情報記録再生装置起動時または情報記憶媒体装着時のブート（ Boot）領域としてボ
リュームレコグニションシーケンス４４４領域内のブートディスクリプター４４７の情報
を再生に行く。ブートディスクリプター４４７の記述内容に沿ってブート（ Boot）時の処
理が始まる。特に指定されたブート時の処理が無い場合には、
（２）始めにメインボリュームディスクリプターシーケンス４４９領域内のロジカルボリ
ュームディスクリプター４５４の情報を再生する。
【０２７７】
（３）ロジカルボリュームディスクリプター４５４の中にロジカルボリュームコンテンツ
ユース４５５が記述されており、そこにファイルセットディスクリプター４７２が記録し
て有る位置を示す論理ブロック番号がロングアロケーションディスクリプター（図１７）
形式で記述して有る。図１２及び図１３の例ではＬＡＤ（１００ ) から１００番目の論理
ブロックに記録して有る。
【０２７８】
（４）１００番目の論理ブロック（論理セクタ番号では３７２番目になる）にアクセスし
、ファイルセットディスクリプター４７２を再生する。その中のルートディレクトリＩＣ
Ｂ４７３にルートディレクトリＡ４２５に関するファイルエントリィが記録されている場
所（論理ブロック番号）がロングアロケーションディスクリプター（図１７）形式で記述
して有る。図１２及び図１３の例ではＬＡＤ（１０２ ) から１０２番目の論理ブロックに
記録して有る。ルートディレクトリＩＣＢ４７３のＬＡＤ（１０２ ) に従い、
（５）１０２番目の論理ブロックにアクセスし、ルートディレクトリＡ４２５に関するフ
ァイルエントリィ４７５を再生し、ルートディレクトリＡ４２５の中身に関する情報が記
録されている位置（論理ブロック番号）を読み込む［ＡＤ（１０３）］。
【０２７９】
（６）１０３番目の論理ブロックにアクセスし、ルートディレクトリＡ４２５の中身に関
する情報を再生する。ファイルデータＨ４３２はディレクトリＤ４２８系列の下に存在す
るので、ディレクトリＤ４２８に関するファイルアイデンティファディスクリプターを探
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し、ディレクトリＤ４２８に関するファイルエントリィが記録して有る論理ブロック番号
［図１２及び図１３には図示して無いがＬＡＤ（１１０）］を読み取る。
【０２８０】
（７）１１０番目の論理ブロックにアクセスし、デイレクトリＤ４２８に関するファイル
エントリィ４８０を再生し、ディレクトリＤ４２８の中身に関する情報が記録されている
位置（論理ブロック番号）を読み込む［ＡＤ（１１１）］。
【０２８１】
（８）１１１番目の論理ブロックにアクセスし、ディレクトリＤ４２８の中身に関する情
報を再生する。ファイルデータＨ４３２はサブディレクトリＦ４３０の直接下に存在する
ので、サブディレクトリＦ４３０に関するファイルアイデンティファディスクリプターを
探し、サブディレクトリＦ４３０に関するファイルエントリィが記録して有る論理ブロッ
ク番号［図１２及び図１３には図示して無いがＬＡＤ（１１２）］を読み取る。
【０２８２】
（９）１１２番目の論理ブロックにアクセスし、サブディレクトリＦ４３０に関するファ
イルエントリィ４８２を再生し、サブディレクトリＦ４３０の中身に関する情報が記録さ
れている位置（論理ブロック番号）を読み込む［ＡＤ（１１３）］。
【０２８３】
（１０）１１３番目の論理ブロックにアクセスし、サブデイレクトリＦ４３０の中身に関
する情報を再生し、ファイルデータＨ４３２に関するファイルアイデンティファディスク
リプターを探す。そしてそこからファイルデータＨ４３２に関するファイルエントリィが
記録して有る論理ブロック番号［図１２及び図１３には図示して無いがＬＡＤ（１１４）
］を読み取る。
【０２８４】
（１１）１１４番目の論理ブロックにアクセスし、ファイルデータＨ４３２に関するファ
イルエントリィ４８４を再生しファイルデータＨ４３２のデータ内容４８９が記録されて
いる位置を読み取る。
【０２８５】
（１２）ファイルデータＨ４３２に関するファイルエントリィ４８４内に記述されている
論理ブロック番号順に情報記憶媒体から情報を再生してファイルデータＨ４３２のデータ
内容４８９を読み取る。
【０２８６】
（１２Ｅ）特定のファイルデータ内容変更方法
　図１２及び図１３に示したファイル・システム情報を用いて例えばファイルデータＨ４
３２のデータ内容を変更する場合のアクセスも含めた処理方法について説明する。
【０２８７】
（１）ファイルデータＨ４３２の変更前後でのデータ内容の容量差を求め、その値を２０
４８バイトで割り、変更後のデータを記録するのに論理ブロックを何個追加使用するかま
たは何個不要になるかを事前に計算しておく。
【０２８８】
（２）情報記録再生装置起動時または情報記憶媒体装着時のブート（ Boot）領域としてボ
リュームレコグニションシーケンス４４４領域内のブートディスクリプター４４７の情報
を再生に行く。ブートディスクリプター４４７の記述内容に沿ってブート（ Boot）時の処
理が始まる。特に指定されたブート時の処理が無い場合には、
（３）始めにメインボリュームディスクリプターシーケンス４４９領域内のパーティショ
ンディスクリプター４５０を再生し、その中に記述して有るパーティションコンテンツユ
ース４５１の情報を読み取る。このパーティションコンテンツユース４５１（パーティシ
ョンヘッダーデイスクリプターとも呼ぶ）の中にスペーステーブルもしくはスペースビッ
トマップの記録位置が示して有る。
【０２８９】
・スペーステーブル位置はアロケートされないスペーステーブル４５２の欄にショートア
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ロケーションディスクリプターの形式で記述されている。図１２及び図１３の例ではＡＤ
（５０）。また、
・スペースビットマツプ位置はアロケートされないスペースビットマップ４５３の欄にシ
ョートアロケーションディスクリプターの形式で記述されている。図１２及び図１３の例
ではＡＤ（０）。
【０２９０】
（４）先の（３）で読み取ったスペースビットマップが記述して有る論理ブロック番号（
０）へアクセスする。スペースビットマップディスクリプター４７０からスペースビット
マップ情報を読み取り、未記録の論理ブロックを探し、（１）の計算結果分の論理ブロッ
クの使用を登録する（スペースビットマップディスクリプター４６０情報の書き換え処理
）。もしくは、
（４ ' ）先の（３）で読み取ったスペーステーブルが記述して有る論理ブロック番号（５
０）へアクセスする。スペーステーブルのＵＳＥ（ＡＤ（＊），ＡＤ　（＊），…，ＡＤ
（＊））４７１から未記録の論理ブロックを探し、（１）の計算結果分の論理ブロックの
使用を登録する（スペーステーブル情報の書き換え処理）。実際の処理は“（４）”か“
（４ ' ）”かどちらか一方の処理が行なわれる。
【０２９１】
（５）次にメインボリュームディスクリプターシーケンス４４９領域内のロジカルボリュ
ームディスクリプター４５４の情報を再生する。
【０２９２】
（６）ロジカルボリュームディスクリプター４５４の中にロジカルボリュームコンテンツ
ユース４５５が記述されており、そこにファイルセットディスクリプター４７２が記録し
て有る位置を示す論理ブロック番号がロングアロケーションディスクリプター（図１７）
形式で記述して有る。図１２及び図１３の例ではＬＡＤ（１００）から１００番目の論理
ブロックに記録して有る。
【０２９３】
（７）１００番目の論理ブロック（論理セクタ番号では４００番目になる）にアクセスし
、ファイルセットディスクリプター４７２を再生する。その中のルートディレクトリＩＣ
Ｂ４７３にルートディレクトリＡ４２５に関するフアイルエントリィが記録されている場
所（論理ブロック番号）がロングアロケーションディスクリプター（図１７）形式で記述
して有る。図１２及び図１３の例ではＬＡＤ（１０２）から１０２番目の論理ブロックに
記録して有る。ルートディレクトリＩＣＢ４７３のＬＡＤ（１０２）に従い、
８）１０２番目の論理ブロックにアクセスし、ルートディレクトリＡ４２５に関するファ
イルエントリィ４７５を再生し、ルートディレクトリＡ４２５の中味に関する情報が記録
されている位置（論理ブロック番号）を読み込む［ＡＤ（１０３）］。
【０２９４】
（９）１０３番目の論理ブロックにアクセスし、ルートディレクトリＡ４２５の中味に関
する情報を再生する。ファイルデータＨ４３２はディレクトリＤ４２８系列の下に存在す
るので、ディレクトリＤ４２８に関するファイルアイデンティファディスクリプターを探
し、ディレクトリＤ４２８に関するファイルエントリィが記録して有る論理ブロック番号
［図１２及び図１３には図示して無いがＬＡＤ（１１０）］を読み取る。
【０２９５】
（１０）１１０番目の論理ブロックにアクセスし、ディレクトリＤ４２８に関するファイ
ルエントリィ４８０を再生し、ディレクトリＤ４２８の中身に関する情報が記録されてい
る位置（論理ブロック番号）を読み込む［ＡＤ（１１１）］。　
（１１）１１１番目の論理ブロックにアクセスし、ディレクトリＤ４２８の中身に関する
情報を再生する。ファイルデータＨ４３２はサブディレクトリＦ４３０の直接下に存在す
るので、サブディレクトリＦ４３０に関するファイルアイデンティファディスクリプター
を探し、サブディレクトリＦ４３０に関するファイルエントリィが記録して有る論理ブロ
ック番号［図１２及び図１３には図示して無いがＬＡＤ（１１２）］を読み取る。
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【０２９６】
（１２）１１２番目の論理ブロックにアクセスし、サブディレクトリＦ４３０に関するフ
ァイルエントリィ４８２を再生し、サブディレクトリＦ４３０の中身に関する情報が記録
されている位置（論理ブロック番号）を読み込む［ＡＤ（１１３）］。
【０２９７】
（１３）１１３番目の論理ブロックにアクセスし、サブディレクトリＦ４３０の中身に関
する情報を再生し、ファイルデータＨ４３２に関するファイルアイデンティファディスク
リプターを探す。そしてそこからファイルデータＨ４３２に関するファイルエントリィが
記録して有る論理ブロック番号［図１２及び図１３には図示して無いがＬＡＤ（１１４）
］を読み取る。
【０２９８】
（１４）１１４番目の論理ブロックにアクセスし、ファイルデータＨ４３２に関するファ
イルエントリィ４８４を再生しファイルデータＨ４３２のデータ内容４８９が記録されて
いる位置を読み取る。
【０２９９】
（１５）先の（４）か（４ ' ）で追加登録した論理ブロック番号も加味して変更後のファ
イルデータＨ４３２のデータ内容４８９を記録する。
【０３００】
（１２Ｆ）特定のファイルデータ／ディレクトリ消去処理方法
　例としてファイルデータＨ４３２またはサブディレクトリＦ４３０を消去する方法につ
いて説明する。
【０３０１】
（１）情報記録再生装置起動時または情報記憶媒体装着時のブート（ Boot）領域としてボ
リュームレコグニションシーケンス４４４領域内のブートディスクリプター４４７の情報
を再生に行く。ブートディスクリプター４４７の記述内容に沿ってブート（ Boot）時の処
理が始まる。特に指定されたブート時の処理が無い場合には、
（２）始めにメインボリュームディスクリプターシーケンス４４９領域内のロジカルボリ
ュームディスクリプター４５４の情報を再生する。
【０３０２】
（３）ロジカルボリュームディスクリプター４５４の中にロジカルボリュームコンテンツ
ユース４５５が記述されており、そこにファイルセツトディスクリプター４７２が記録し
て有る位置を示す論理ブロック番号がロングアロケーションディスクリプター（図１７）
形式で記述して有る。図１２及び図１３の例ではＬＡＤ（１００）から１００番目の論理
ブロックに記録して有る。
【０３０３】
（４）１００番目の論理ブロック（論理セクタ番号では４００番目になる）にアクセスし
、ファイルセットディスクリプター４７２を再生する。その中のルートディレクトリＩＣ
Ｂ４７３にルートディレクトリＡ４２５に関するファイルエントリィが記録されている場
所（論理ブロック番号）がロングアロケーションディスクリプター（図１７）形式で記述
して有る。図１２及び図１３の例ではＬＡＤ（１０２）から１０２番目の論理ブロックに
記録して有る。ルートディレクトリＩＣＢ４７３のＬＡＤ（１０２）に従い、
（５）１０２番目の論理ブロックにアクセスし、ルートディレクトリＡ４２５に関するフ
ァイルエントリィ４７５を再生し、ルートディレクトリＡ４２５の中身に関する情報が記
録されている位置（論理ブロック番号）を読み込む［ＡＤ（１０３）］。
【０３０４】
（６）１０３番目の論理ブロックにアクセスし、ルートディレクトリＡ４２５の中身に関
する情報を再生する。ファイルデータＨ４３２はディレクトリＤ４２８系列の下に存在す
るので、ディレクトリＤ４２８に関するファイルアイデンティファディスクリプターを探
し、ディレクトリＤ４２８に関するファイルエントリィが記録して有る論理ブロック番号
［図１２及び図１３には図示して無いがＬＡＤ（１１０）］を読み取る。
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【０３０５】
（７）１１０番目の論理ブロックにアクセスし、ディレクトリＤ４２８に関するファイル
エントリィ４８０を再生し、ディレクトリＤ４２８の中身に関する情報が記録されている
位置（論理ブロック番号）を読み込む［ＡＤ（１１１）］。
【０３０６】
（８）１１１番目の論理ブロックにアクセスし、ディレクトリＤ４２８の中味に関する情
報を再生する。ファイルデータＨ４３２はサブディレクトリＦ４３０の直接下に存在する
ので、サブディレクトリＦ４３０に関するファイルアイデンティファディスクリプターを
探す。
【０３０７】
《サブディレクトリＦ４３０を消去する場合には》
　サブディレクトリＦ４３０に関するファイルアイデンティファディスクリプター内のフ
ァイルキャラクタリスティクス４２２（図１５）に“ファイル削除フラグ”を立てる。
【０３０８】
　サブディレクトリＦ４３０に関するファイルエントリィが記録して有る論理ブロック番
号［図１２及び図１３には図示して無いがＬＡＤ（１１２）］を読み取る。
【０３０９】
（９）１１２番目の論理ブロックにアクセスし、サブディレクトリＦ４３０に関するファ
イルエントリィ４８２を再生し、サブディレクトリＦ４３０の中味に関する情報が記録さ
れている位置（論理ブロック番号）を読み込む［ＡＤ（１１３）］。
【０３１０】
（１０）１１３番目の論理ブロックにアクセスし、サブディレクトリＦ４３０の中味に関
する情報を再生し、ファイルデータＨ４３２に関するファイルアイデンティファディスク
リプターを探す。
【０３１１】
《ファイルデータＨ４３２を消去する場合には》
　ファイルデータＨ４３２に関するファイルアイデンティファディスクリプター内のファ
イルキャラクタリスティクス４２２（図１５）に“ファイル削除フラグ”を立てる。
【０３１２】
　さらに、そこからファイルデータＨ４３２に関するファイルエントリィが記録して有る
論理ブロック番号［図１２及び図１３には図示して無いがＬＡＤ（１１４）］を読み取る
。
【０３１３】
（１１）１１４番目の論理ブロックにアクセスし、ファイルデータＨ４３２に関するファ
イルエントリィ４８４を再生しファイルデータＨ４３２のデータ内容４８９が記録されて
いる位置を読み取る。
【０３１４】
《ファイルデータＨ４３２を消去する場合には》
　以下の方法でファイルデータＨ４３２のデータ内容４８９が記録されていた論理ブロッ
クを解放する（その論理ブロックを未記録状態に登録する）。
【０３１５】
（１２）次にメインボリュームディスクリプターシーケンス４４９領域内のパーティショ
ンディスクリプター４５０を再生し、その中に記述して有るパーティションコンテンツユ
ース４５１の情報を読み取る。このパーティションコンテンツユース４５１（パーティシ
ョンヘッダーディスクリプターとも呼ぶ）の中にスペーステーブルもしくはスペースビッ
トマップの記録位置が示して有る。
【０３１６】
・スペーステーブル位置はアロケートされないスペーステーブル４５２の欄にショートア
ロケーションディスクリプターの形式で記述されている。図１２及び図１３の例ではＡＤ
（５０）。また、
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・スペースビットマップ位置はアロケートされないスペースビットマップ４５３の欄にシ
ョートアロケーションディスクリプターの形式で記述されている。図１２及び図１３の例
ではＡＤ（０）。
【０３１７】
（１３）先の（１２）で読み取ったスペースビットマップが記述して有る論理ブロック番
号（０）へアクセスし、（１１）の結果得られた“解放する論理ブロック番号”をスペー
スビットマップディスクリプター４７０に書き換える。もしくは、
（１３ ' ）先の（１２）で読み取ったスペーステーブルが記述して有る論理ブロック番号
（５０）へアクセスし、（１１）の結果得られた“解放する論理ブロック番号”をスペー
ステーブルに書き換える。実際の処理は“（１３）”か“（１３ ' ）”かどちらか一方の
処理を行なう。
【０３１８】
《ファイルデータＨ４３２を消去する場合には》
（１２）先の（１０）～（１１）と同じ手順を踏んでファイルデータＩ４３３のデータ内
容４９０が記録されている位置を読み取る。
【０３１９】
（１３）次にメインボリュームディスクリプターシーケンス４４９領域内のパーティショ
ンディスクリプター４５０を再生し、その中に記述して有るパーティションコンテンツユ
ース４５１の情報を読み取る。このパーティションコンテンツユース４５１（パーティシ
ョンヘッダーディスクリプターとも呼ぶ）の中にスペーステーブルもしくはスペースビッ
トマップの記録位置が示して有る。
【０３２０】
・スペーステーブル位置はアロケートされないスペーステーブル４５２の欄にショートア
ロケーションディスクリプターの形式で記述されている。図１２及び図１３の例ではＡＤ
（５０）。また、
・スペースビットマップ位置はアロケートされないスペースビットマップ４５３欄にショ
ートアロケーションディスクリプターの形式で記述されている。図１２及び図１３の例で
はＡＤ（０）。
【０３２１】
（１４）先に（１３）で読み取ったスペースビットマップが記述して有る論理ブロック番
号（０）へアクセスし、（１１）と（１２）の結果得られた“解放する論理ブロック番号
”をスペースビットマップディスクリプター４７０に書き換える。もしくは、
（１４ ' ）先に（１３）で読み取ったスペーステーブルが記述して有る論理ブロック番号
（５０）へアクセスし、（１１）と（１２）の結果得られた“解放する論理ブロック番号
”をスペーステーブルに書き換える。実際の処理は“（１４）”か“（１４ ' ）”かどち
らか一方の処理を行なう。
【０３２２】
（１２Ｇ）ファイルデータ／ディレクトリの追加処理
　例としてサブディレクトリＦ４３０の下に新たにファイルデータもしくはディレクトリ
を追加する時のアクセス・追加処理方法について説明する。
【０３２３】
（１）ファイルデータを追加する場合には追加するファイルデータ内容の容量を調べ、そ
の値を２０４８バイトで割り、ファイルデータを追加するために必要な論理ブロック数を
計算しておく。
【０３２４】
（２）情報記録再生装置起動時または情報記憶媒体装着時のブート（ Boot）領域としてボ
リュームレコグニションシーケンス４４４領域内のブートディスクリプター４４７の情報
を再生に行く。ブートディスクリプター４４７の記述内容に沿ってブート（ Boot）時の処
理が始まる。特に指定されたブート時の処理が無い場合には、
（３）始めにメインボリュームディスクリプターシーケンス４４９領域内のパーティショ
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ンディスクリプター４５０を再生し、その中に記述して有るパーティションコンテンツユ
ース４５１の情報を読み取る。このパーティションコンテンツユース４５１（パーティシ
ョンヘッダーディスクリプターとも呼ぶ）の中にスペーステーブルもしくはスペースビッ
トマップの記録位置が示して有る。
【０３２５】
・スペーステーブル位置はアロケートされないスペーステーブル４５２の欄にショートア
ロケーションディスクリプターの形式で記述されている。図１２及び図１３の例ではＡＤ
（５０）。また、
・スペースビットマップ位置はアロケートされないスペースビットマップ４５３の欄にシ
ョートアロケーションディスクリプターの形式で記述されている。図１２及び図１３の例
ではＡＤ（０）。
【０３２６】
（４）先の（３）で読み取ったスペースビットマップが記述して有る論理ブロック番号（
０）へアクセスする。スペースビットマップディスクリプター４７０からスペースビット
マップ情報を読み取り、未記録の論理ブロックを探し、（１）の計算結果分の論理ブロッ
クの使用を登録する（スペースビットマップディスクリプター４７０情報の書き換え処理
）。もしくは、
（４ ' ）先の（３）で読み取ったスペーステーブルが記述して有る論理ブロック番号（５
０）へアクセスする。スペーステーブルのＵＳＥ（ＡＤ（＊），ＡＤ　（＊），…，ＡＤ
（＊））４７１から未記録の論理ブロックを探し、（１）の計算結果分の論理ブロックの
使用を登録する（スペーステーブル情報の書き換え処理）。実際の処理は“（４）”か“
（４ ' ）”のどちらか一方の処理が行なわれる。
【０３２７】
（５）次にメインボリュームディスクリプターシーケンス４４９領域内のロジカルボリュ
ームディスクリプター４５４の情報を再生する。
【０３２８】
（６）ロジカルボリュームディスクリプター４５４の中に　ロジカルボリュームコンテン
ツユース４５５が記述されており、そこにファイルセットディスクリプター４７２が記録
して有る位置を示す論理ブロック番号がロングアロケーションディスクリプター（図１７
）形式で記述して有る。図１２及び図１３の例ではＬＡＤ（１００）から１００番目の論
理ブロックに記録して有る。
【０３２９】
（７）１００番目の論理ブロック（論理セクタ番号では４００番目になる）にアクセスし
、ファイルセットディスクリプター４７２を再生する。その中のルートディレクトリＩＣ
Ｂ４７３にルードディレクトリＡ４２５に関するファイルエントリィが記録されている場
所（論理ブロック番号）がロングアロケーションディスクリプター（図１７）形式で記述
して有る。図１２及び図１３の例ではＬＡＤ（１０２）から１０２番目の論理ブロックに
記録して有る。ルートディレクトリＩＣＢ４７３のＬＡＤ（１０２）に従い、
（８）１０２番目の論理ブロックにアクセスし、ルートディレクトリＡ４２５に関するフ
ァイルエントリィ４７５を再生し、ルートディレクトリＡ４２５の中身に関する情報が記
録されている位置（論理ブロック番号）を読み込む［ＡＤ（１０３）］。
【０３３０】
（９）１０３番目の論理ブロックにアクセスし、ルートディレクトリＡ４２５の中身に関
する情報を再生する。ディレクトリＤ４２８に関するファイルアイデンティファディスク
リプターを探し、ディレクトリＤ４２８に関するファイルエントリィが記録して有る論理
ブロック番号［図１２及び図１３には図示して無いがＬＡＤ（１１０）］を読み取る。
【０３３１】
（１０）１１０番目の論理ブロックにアクセスし、ディレクトリＤ４２８に関するファイ
ルエントリィ４８０を再生し、ディレクトリＤ４２８の中身に関する情報が記録されてい
る位置（論理ブロック番号）を読み込む［ＡＤ（１１１）］。　

10

20

30

40

50

(40) JP 3906274 B2 2007.4.18



（１１）１１１番目の論理ブロックにアクセスし、ディレクトリＤ４２８の中身に関する
情報を再生する。サブディレクトリＦ４３０に関するファイルアイデンティファディスク
リプターを探し、サブディレクトリＦ４３０に関するファイルエントリィが記録して有る
論理ブロック番号［図１２及び図１３には図示して無いがＬＡＤ（１１２）］を読み取る
。
【０３３２】
（１２）１１２番目の論理ブロックにアクセスし、サブディレクトリＦ４３０に関するフ
ァイルエントリィ４８２を再生し、サブディレクトリＦ４３０の中身に関する情報が記録
されている位置（論理ブロック番号）を読み込む［ＡＤ（１１３）］。
【０３３３】
（１３）１１３番目の論理ブロックにアクセスし、サブディレクトリＦ４３０の中身に関
する情報内に新たに追加するファイルデータもしくはディレクトリのファイルアイデンテ
ィファディスクリプターを登録する。
【０３３４】
（１４）先の（４）または（４ ' ）で登録した論理ブロック番号位置にアクセスし、新た
に追加するファイルデータもしくはディレクトリに関するファイルエントリィを記録する
。
【０３３５】
（１５）先の（１４）のファイルエントリィ内のショートアロケーションディスクリプタ
ーに示した論理ブロック番号位置にアクセスし、追加するディレクトリに関するペアレン
トディレクトリのファイルアイデンティファディスクリプターもしくは追加するファイル
データのデータ内容を記録する。
【０３３６】
　図２１（ａ）～（ｂ）にビデオファイル内に未記録領域を持たない従来方法におけるフ
ァイル位置設定方法について説明する。図２１（ａ）のように情報記憶媒体上のデータエ
リア１００４上に２個のＰＣファイルと１個のビデオファイルが記録されている場合を考
える。図２１でのＬＢＮは論理ブロック番号（ロジカルブロックナンバー）を意味する。
各ファイルの開始位置でのＬＢＮがＡ，Ｆ，Ｃの場合、ＰＣファイルのファイルエントリ
ィ上での記録位置は、図１２及び図１３または図１４、図１６の表記法を使うとそれぞれ
ＦＥ（ＡＤ（Ａ））とＦＥ（ＡＤ（Ｆ））になる。また図２１（ａ）ではビデオファイル
＃１が１箇所にまとまって記録されているため１個のエクステントで記述できるのでこの
ファイルに対応するファイルエントリィはＦＥ（ＡＤ（Ｃ））になる。
【０３３７】
　次にビデオファイル＃１内のＬＢＮがＤからＥまでの部分を部分消去した場合を考える
。従来ファイル内に未記録領域の存在を許さないので図２１（ｂ）のように情報記憶媒体
上のビデオファイル＃１の記録位置が２箇所に分かれる。その結果ビデオファイルのアロ
ケーション（記録位置）を記述するエクステントが２個に分かれるのでこのビデオファイ
ルのファイルエントリィはＦＥ（ＡＤ（Ｃ），ＡＤ（Ｅ））となる。ＵＤＦ上では映像情
報の連続記録、連続再生管理を行なっていないので、図２１（ｂ）の段階でＬＢＮがＤか
らＥまでの領域は未記録領域と見なされ、この領域への別ファイルの記録を許可してしま
う。その結果図２１（ｃ）のようにそこにＰＣファイル＃３が記録される場合もある。
【０３３８】
　次に別の映像情報を記録使用としてもＬＢＮがＤからＥの間には記録することが出来ず
、ビデオファイル＃１から大きく離れたＬＢＮがＧから始まる場所に別のビデオファイル
であるビデオファイル＃２として記録される。ビデオファイル内に未記録領域を許可しな
い従来方法の場合、図２１（ｄ）のように情報記憶媒体上にビデオファイルが点在してし
まい、全てのビデオファイルを連続的に再生しようとすると光学ヘッドのアクセス時間の
影響で連続再生が難しくなる。同様に従来方法では連続記録が難しくなる。
【０３３９】
　図２２に本発明のビデオファイル内に未記録領域の存在を許した場合の情報記憶媒体上
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のファイル記録位置設定方法について説明する。図２２（ａ）は図２１（ａ）と一致して
いる。ＬＢＮがＤからＥまでを部分消去した場合、本発明の実施の形態ではビデオファイ
ル＃１内に未記録領域を持つため図２２（ｂ）に示すようにビデオファイルのファイルサ
イズは変化しない。従ってビデオファイルに対するファイルエントリィはＦＥ（ＡＤ（Ｃ
））のまま変化しない。従って新たにＰＣファイルを記録した場合にも図２１（ｃ）のよ
うにビデオファイル＃１の間にＰＣファイルが入り込む事が無い。
【０３４０】
　次に録画による映像情報の追記録を行なった場合にはＬＢＮがＤからＥまでの未記録領
域に追記記録情報が入り、追記録領域に変化する。このように本発明方法では図１０に示
した情報記録再生装置は少量での部分消去、録画による追記録に対していちいちＵＤＦの
ファイル・システム情報を変更する必要が無く、情報記録再生装置の処理が楽になる。さ
らに録画すべき映像情報が増えた場合にはビデオファイルサイズが広がる。図２２（ｃ）
のＬＢＮがＢからＣの範囲の未記録領域がビデオファイル＃１に吸収される。図２２（ｃ
）でのビデオファイルのエクステントがＡＤ（Ｃ）１個だったのに対して図２２（ｄ）で
はＡＤ（Ａ）のエクステントが１個増え、ファイルエントリィがＦＥ（ＡＤ（Ｃ），ＡＤ
（Ｂ））となる。
【０３４１】
　次にＤＶＤ－ＲＡＭディスク内の詳細構造と欠陥管理方法について、図２３～図３３を
参照して説明する。図２３は、ＤＶＤ－ＲＡＭディスク内の概略記録内容のレイアウトを
説明する図である。
【０３４２】
　すなわち、ディスク内周側のリードインエリア６０７は光反射面が凹凸形状をしたエン
ボスドデータゾーン６１１、表面が平坦（鏡面）なミラーゾーン６１２および書替可能な
リライタブルデータゾーン６１３で構成される。エンボスドデータゾーン６１１は図２４
のように基準信号を表すリファレンスシグナルゾーン６５３およびコントロールデータゾ
ーン６５５を含み、ミラーゾーン６１２はコネクションゾーン６５７を含む。
【０３４３】
　リライタブルデータゾーン６１３は、ディスクテストゾーン６５９と、ドライブテスト
ゾーン６６０と、ディスクＩＤ（識別子）が示されたディスクアイデンティフィケイショ
ンゾーン６６２と、欠陥管理エリアＤＭＡ１およびＤＭＡ２　６６３とを含んでいる。
【０３４４】
　ディスク外周側のリードアウトエリア６０９は、図２５に示すように欠陥管理エリアＤ
ＭＡ３およびＤＭＡ４　６９１と、ディスクＩＤ（識別子）が示されたディスクアイデン
ティフィケイションゾーン６９２と、ドライブテストゾーン６９４と、ディスクテストゾ
ーン６９５とを含む書替可能なリライタブルデータゾーン６４５で構成される。
【０３４５】
　リードインエリア６０７とリードアウトエリア６０９との間のデータエリア６０８は２
４個の年輪状のゾーン００　６２０～ゾーン２３　６４３に分割されている。各ゾーン（
Zone）は一定の回転速度を持っているが、異なるゾーン間では回転速度が異なる。また、
各ゾーンを構成するセクタ数も、ゾーン毎に異なる。具体的には、ディスク内周側のゾー
ン（ゾーン００　６２０等）は回転速度が早く構成セクタ数は少ない。
【０３４６】
　一方、ディスク外周側のゾーン（ゾーン２３　６４３等）は回転速度が遅く構成セクタ
数が多い。このようなレイアウトによって、各ゾーン内ではＣＡＶのような高速アクセス
性を実現し、ゾーン全体でみればＣＬＶのような高密度記録性を実現している。
【０３４７】
　図２４と図２５は図２３のレイアウトにおけるリードインエリア６０７とリードアウト
エリア６０９の詳細を説明する図である。
【０３４８】
　エンボスドデータゾーン６１１のコントロールデータゾーン６５５には、適用されるＤ
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ＶＤ規格のタイプ（ＤＶＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＡＭ、ＤＶＤ－Ｒ等）およびパートバー
ジョンを示すブックタイプアンドパートバージョン６７１と、ディスクサイズおよび最小
読出レートを示すディスクサイズアンドミニマムリードアウトレート６７２と、１層ＲＯ
Ｍディスク，１層ＲＡＭディスク，２層ＲＯＭディスク等のディスク構造を示すディスク
ストラクチュア６７３と、記録密度を示すレコーディングデンシティ６７４と、データが
記録されている位置を示すデータエリアアロケーション６７５と、情報記憶媒体の内周側
に情報記憶媒体個々の製造番号などが書き換え不可能な形で記録されたＢＣＡ（ Burst Cu
tting Area）ディスクリプター６７６と、記録時の露光量指定のための線速度条件を示す
ベロシティ６７７と、再生時の情報記憶媒体への露光量を表すリードパワー６７８と、記
録時に記録マーク形成のために情報記憶媒体に与える最大露光量を表すピークパワー６７
９と、消去時に情報記憶媒体に与える最大露光量を表すバイアスパワー６８０と、媒体の
製造に関する情報６８２とが記録されている。
【０３４９】
　別の言い方をすると、このコントロールデータゾーン６５５には、記録開始・記録終了
位置を示す物理セクタ番号などの情報記憶媒体全体に関する情報と、記録パワー，記録パ
ルス幅，消去パワー，再生パワー，記録・消去時の線速などの情報と、記録・再生・消去
特性に関する情報と、個々のディスクの製造番号など情報記憶媒体の製造に関する情報等
が事前に記録されている。
【０３５０】
　リードインエリア６０７およびリードアウトエリア６０９のリライタブルデータゾーン
６１３，６４５には、各々の媒体ごとの固有ディスク名記録領域（ディスクアイデンティ
フィケイションゾーン６６２，６９２）と、試し記録領域（記録消去条件の確認用である
ドライブテストゾーン６６０，６９４とディスクテストゾーン６５９，６９５）と、デー
タエリア内の欠陥領域に関する管理情報記録領域（ＤＭＡ１＆ＤＭＡ２　６６３、ＤＭＡ
３＆ＤＭＡ４　６９１）とが設けられている。これらの領域を利用することで、個々のデ
ィスクに対して最適な記録が可能となる。
【０３５１】
　図２６は図２３のレイアウトにおけるデータエリア６０８内の詳細を説明する図である
。
【０３５２】
　２４個のゾーン（ Zone）毎に同数のグループ（ Group ）が割り当てられ、各グループは
データ記録に使用するユーザエリア７２３と交替処理に使用するスペアエリア７２４とを
ペアを含んでいる。またユーザエリア７２３とスペアエリア７２４のペアは各ゾーン毎に
ガードエリア７７１，７７２で分離されている。更に各グループのユーザエリア７２３お
よびスペアエリア７２４は同じ回転速度のゾーンに収まっており、グループ番号の小さい
方が高速回転ゾーンに属し、グループ番号の大きい方が低速回転ゾーンに属する。低速回
転ゾーンのグループは高速回転ゾーンのグループよりもセクタ数が多いが、低速回転ゾー
ンはディスクの回転半径が大きいので、ディスク上での物理的な記録密度はゾーン全体（
グループ全て）に渡りほぼ均一になる。
【０３５３】
　各グループにおいてユーザエリア７２３はセクタ番号の小さい方（つまりディスク上で
内周側）に配置され、スペアエリア７２４はセクタ番号の大きい方（ディスク上で外周側
）に配置される。
【０３５４】
　次に情報記憶媒体としてＤＶＤーＲＡＭディスク上に記録される情報の記録信号構造と
その記録信号構造の作成方法について説明する。なお、媒体上に記録される情報の内容そ
のものは「情報」と呼び、同一内容の情報に対しスクランブルしたり変調したりしたあと
の構造や表現、つまり信号形態が変換された後の“１”～“０”の状態のつながりは「信
号」と表現して、両者を適宜区別することにする。
【０３５５】
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　図２７は図２３のデータエリア部分に含まれるセクタ内部の構造を説明する図である。
図２７の１セクタ５０１ａは図２６のセクタ番号の１つに対応し、図２８に示すように２
０４８バイトのサイズを持つ。各セクタは図示していないが情報記憶媒体（ＤＶＤ－ＲＡ
Ｍディスク）の記録面上にエンボスなどの凹凸構造で事前に記録されたヘッダ５７３、５
７４を先頭に、同期コード５７５、５７６と変調後の信号５７７、５７８を交互に含んで
いる。
【０３５６】
　次に、ＤＶＤ－ＲＡＭディスクにおけるＥＣＣブロック処理方法について説明する。
【０３５７】
　図２８は図２３のデータエリア６０８に含まれる情報の記録単位（ Error Correction C
ode のＥＣＣ単位）を説明する図である。
【０３５８】
　パーソナルコンピュータ用の情報記憶媒体（ハードディスクＨＤＤや光磁気ディスクＭ
Ｏなど）のファイル・システムで多く使われるＦＡＴ（ File Allocation Table ）では２
５６バイトまたは５１２バイトを最小単位として情報記憶媒体へ情報が記録される。
【０３５９】
　それに対し、ＣＤ－ＲＯＭやＤＶＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＡＭなどの情報記憶媒体では
ファイル・システムとして前記したＵＤＦ（ Universal Disk Format ）を用いており、こ
こでは２０４８バイトを最小単位として情報記憶媒体へ情報が記録される。この最小単位
をセクタと呼ぶ。つまりＵＤＦを用いた情報記憶媒体に対しては、図２８に示すようにセ
クタ５０１毎に２０４８バイトずつの情報を記録して行く。
【０３６０】
　ＣＤ－ＲＯＭやＤＶＤ－ＲＯＭではカートリッジを使わず裸ディスクで取り扱うため、
ユーザサイドで情報記憶媒体表面に傷が付いたり表面にゴミが付着し易い。情報記憶媒体
表面に付いたゴミや傷の影響で特定のセクタ（たとえば図２８のセクタ５０１ｃ）が再生
不可能（もしくは記録不能）な場合が発生する。
【０３６１】
　ＤＶＤでは、そのような状況を考慮したエラー訂正方式（積符号を利用したＥＣＣ）が
採用されている。具体的には１６個ずつのセクタ（図２８ではセクタ５０１ａからセクタ
５０１ｐまでの１６個のセクタ）で１個のＥＣＣ（ Error Correction Code ）ブロック５
０２を構成し、その中で強力なエラー訂正機能を持たせている。その結果、たとえばセク
タ５０１ｃが再生不可能といったような、ＥＣＣブロック５０２内のエラーが生じても、
エラー訂正され、ＥＣＣブロック５０２のすべての情報を正しく再生することが可能とな
る。
【０３６２】
　図２９は図２３のデータエリア６０８内でのゾーンとグループ（図２６参照）との関係
を説明する図である。
【０３６３】
　図２３の各ゾーン００　６２０～ゾーン２３　６４３はＤＶＤ－ＲＡＭディスクの記録
面上に物理的に配置されるもので、図２３の物理セクタ番号６０４の欄と図２９に記述し
て有るようにデータエリア６０８内のユーザエリア００　７０５の最初の物理セクタの物
理セクタ番号（開始物理セクタ番号７０１）は０３１０００ｈ（ｈ：１６進数表示の意味
）に設定されている。
【０３６４】
　更に物理セクタ番号は外周側７０４に行くに従って増加し、ユーザエリア００　７０５
，０１　７０６，２３　７０７、スペアエリア００　７０８，０１　７０９，２３　７１
０、ガードエリア７１１，７１２，７１３のいかんに関わらず連続した番号が付与されて
いる。従ってゾーン６２０～６４３をまたがって物理セクタ番号には連続性が保たれてい
る。
【０３６５】
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　これに対してユーザエリア７０５，７０６，７０７とスペアエリア７０８，７０９，７
１０のペアで構成される各グループ７１４，７１５，７１６の間にはそれぞれガードエリ
ア７１１，７１２，７１３が挿入配置されている。そのため各グループ７１４，７１５，
７１６をまたがった物理セクタ番号には図２６のように不連続性を有する。
【０３６６】
　図２９の構成を持つＤＶＤーＲＡＭディスクが、図１１に示す情報記録再生部（物理系
ブロック）を有した情報記録再生装置で使用した場合には、光学ヘッド２０２がガードエ
リア７１１，７１２，７１３通過中にＤＶＤ－ＲＡＭディスクの回転速度を切り替える処
理を行なうことができる。例えば光ヘッド２０２がグループ００　７１４からグループ０
１　７１５にシークする際に、ガードエリア７１１を通過中にＤＶＤ－ＲＡＭディスクの
回転速度が切り替えられる。
【０３６７】
　図３０は図２３のデータエリア６０８内での論理セクタ番号の設定方法を説明した図で
ある。論理セクタの最小単位は物理セクタの最小単位と一致し、２０４８バイト単位にな
っている。各論理セクタは以下の規則に従い、対応した物理セクタ位置に割り当てられる
。
【０３６８】
　図２９に示すように物理的にガードエリア７１１，７１２，７１３がＤＶＤ－ＲＡＭデ
ィスクの記録面上に設けられているため各グループ７１４，７１５，７１６をまたがった
物理セクタ番号には不連続性が生じるが、論理セクタ番号は各グループ００　７１４，０
１　７１５，２３　７１６をまたがった位置で連続につながるような設定方法を取ってい
る。
【０３６９】
　このグループ００　７１４，０１　７１５～２３　７１６の並びは、グループ番号の小
さい方（物理セクタ番号の小さい方）がＤＶＤ－ＲＡＭディスクの内周側（リードインエ
リア６０７側）に配置され、グループ番号の大きい方（物理セクタ番号の大きい方）がＤ
ＶＤ－ＲＡＭディスクの外周側（リードアウトエリア６０９側）に配置される。
【０３７０】
　この配置においてＤＶＤ－ＲＡＭディスクの記録面上に全く欠陥がない場合には、各論
理セクタは図２９のユーザエリア００　７０５～２３　７０７内の全物理セクタに１対１
に割り当てられ、物理セクタ番号が０３１０００ｈで有る開始物理セクタ番号７０１位置
でのセクタの論理セクタ番号は０ｈに設定される（図２６の各グループ内最初のセクタの
論理セクタ番号７７４の欄を参照）。このように記録面上に全く欠陥がない場合にはスペ
アエリア００　７０８～２３　７１０内の各セクタに対しては論理セクタ番号は事前には
設定されていない。
【０３７１】
　ＤＶＤ－ＲＡＭディスクへの記録前に行なう記録面上の事前の欠陥位置検出処理である
サーティファイ（ Certify ）処理時や再生時、あるいは記録時にユーザエリア００　７０
５～２３　７０７内に欠陥セクタを発見した場合には、交替処理の結果、代替え処理を行
ったセクタ数だけスペアエリア００　７０８～２３　７１０内の対応セクタに対して論理
セクタ番号が設定される。
【０３７２】
　次に、ユーザエリアで生じた欠陥を処理する方法を幾つか説明する。その前に、欠陥処
理に必要な欠陥管理エリア（図２４または図２５のＤＭＡ１～ＤＭＡ４　６６３，６９１
）およびその関連事項について説明しておく。
【０３７３】
［欠陥管理エリア］
　欠陥管理エリア（ＤＭＡ１～ＤＭＡ４　６６３，６９１）はデータエリアの構成および
欠陥管理の情報を含むもので、たとえば３２セクタで構成される。２つの欠陥管理エリア
（ＤＭＡ１，ＤＭＡ２　６６３）はＤＶＤ－ＲＡＭディスクのリードインエリア６０７内
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に配置され、他の２つの欠陥管理エリア（ＤＭＡ３，ＤＭＡ４　６９１）はＤＶＤ－ＲＡ
Ｍディスクのリードアウトエリア６０９内に配置される。各欠陥管理エリア（ＤＭＡ１～
ＤＭＡ４　６６３，６９１）の後には、適宜予備のセクタ（スペアセクタ）が付加されて
いる。
【０３７４】
　各欠陥管理エリア（ＤＭＡ１～ＤＭＡ４　６６３，６９１）は、２つのブロックに分か
れている。各欠陥管理エリア（ＤＭＡ１～ＤＭＡ４　６６３，６９１）の最初のブロック
には、ＤＶＤ－ＲＡＭディスクの定義情報構造（ＤＤＳ； Disk Definition Structure ）
および一次欠陥リスト（ＰＤＬ； Primary Defect List ）が含まれる。各欠陥管理エリア
（ＤＭＡ１～ＤＭＡ４　６６３，６９１）の２番目のブロックには、二次欠陥リスト（Ｓ
ＤＬ； Secondary Defect List ）が含まれる。４つの欠陥管理エリア（ＤＭＡ１～ＤＭＡ
４　６６３，６９１）の４つの一次欠陥リスト（ＰＤＬ）は同一内容となっており、それ
らの４つの二次欠陥リスト（ＳＤＬ）も同一内容となっている。
【０３７５】
　４つの欠陥管理エリア（ＤＭＡ１～ＤＭＡ４　６６３，６９１）の４つの定義情報構造
（ＤＤＳ）は基本的には同一内容であるが、４つの欠陥管理エリアそれぞれのＰＤＬおよ
びＳＤＬに対するポインタについては、それぞれ個別の内容となっている。
【０３７６】
　ここでＤＤＳ／ＰＤＬブロックは、ＤＤＳおよびＰＤＬを含む最初のブロックを意味す
る。また、ＳＤＬブロックは、ＳＤＬを含む２番目のブロックを意味する。
【０３７７】
　ＤＶＤーＲＡＭディスクを初期化したあとの各欠陥管理エリア（ＤＭＡ１～ＤＭＡ４　
６６３，６９１）の内容は、以下のようになっている、
（１）各ＤＤＳ／ＰＤＬブロックの最初のセクタはＤＤＳを含む。
【０３７８】
（２）各ＤＤＳ／ＰＤＬブロックの２番目のセクタはＰＤＬを含む。
【０３７９】
（３）各ＳＤＬブロックの最初のセクタはＳＤＬを含む。
【０３８０】
　一次欠陥リストＰＤＬおよび二次欠陥リストＳＤＬのブロック長は、それぞれのエント
リ数によって決定される。各欠陥管理エリア（ＤＭＡ１～ＤＭＡ４　６６３，６９１）の
未使用セクタはデータ０ＦＦｈで書き潰される。また、全ての予備セクタは００ｈで書き
潰される。
【０３８１】
［ディスク定義情報］
　定義情報構造ＤＤＳは、１セクタ分の長さのテーブルからなる。このＤＤＳはディスク
の初期化方法と、ＰＤＬおよびＳＤＬそれぞれの開始アドレスを規定する内容を持つ。Ｄ
ＤＳは、ディスクの初期化終了時に、各欠陥管理エリア（ＤＭＡ）の最初のセクタに記録
される。
【０３８２】
［スペアセクタ］
　各データエリア６０８内の欠陥セクタは、所定の欠陥管理方法（後述する検証、スリッ
ピング交替、スキッピング交替、リニア交替）により、正常セクタに置換（交替）される
。この交替のためのスペアセクタの位置は、図２９に示したスペアエリア００　７０８～
２３　７１０の各グループのスペアエリアに含まれる。またこの各スペアエリア内のでの
物理セクタ番号は図２６のスペアエリア７２４の欄に記載されている。
【０３８３】
　ＤＶＤ－ＲＡＭディスクは使用前に初期化できるようになっているが、この初期化は検
証の有無に拘わらず実行可能となっている。
【０３８４】
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　欠陥セクタは、スリッピング交替処理（ Slipping Replacement Algorithm）、スキッピ
ング交替処理（ Skipping Replacement Algorithm）あるいはリニア交替処理（ Linear Rep
lacement Algorithm）により処理される。これらの処理（ Algorithm ）により前記ＰＤＬ
およびＳＤＬにリストされるエントリ数の合計は、所定数、たとえば４０９２以下とされ
る。
【０３８５】
［初期化・ Certify ］
　ＤＶＤ－ＲＡＭディスクのデータエリア６０８にユーザ情報を記録する前に初期化処理
を行ない、データエリア６０８内の全セクタの欠陥状況の検査（ Certify ）を行なう場合
が多い。初期化段階で発見された欠陥セクタは特定され、連続した欠陥セクタ数に応じて
スリッピング交替処理あるいはリニア交替処理によりユーザエリア７２３内の欠陥セクタ
はスペアエリア７２４内の予備セクタで補間される。サーティファイの実行中にＤＶＤ－
ＲＡＭディスクのゾーン内スペアセクタを使い切ってしまったときは、そのＤＶＤ－ＲＡ
Ｍディスクは不良と判定し、以後そのＤＶＤ－ＲＡＭディスクは使用しないものとする。
【０３８６】
　全ての定義情報構造ＤＤＳのパラメータは、４つのＤＤＳセクタに記録される。一次欠
陥リストＰＤＬおよび二次欠陥リストＳＤＬは、４つの欠陥管理エリア　（ＤＭＡ１～Ｄ
ＭＡ４　６６３，６９１）に記録される。最初の初期化では、ＳＤＬ内のアップデートカ
ウンタは００ｈにセットされ、全ての予約ブロックは００ｈで書き潰される。
【０３８７】
　なお、ディスクをコンピュータのデータ記憶用に用いるときは上記初期化・ Certify が
行なわれるが、ビデオ録画用に用いられるときは、上記初期化・ Certify を行なうことな
く、いきなりビデオ録画することもあり得る。
【０３８８】
　図３１（ｂ）は図２３のデータエリア６０８内でのスリッピング交替処理（ Slipping R
eplacement Algorithm）を説明する図である。
【０３８９】
　ＤＶＤ－ＲＡＭディスク製造直後（ディスクにまだ何もユーザ情報が記録されて無い時
）、あるいは最初にユーザ情報を記録する場合（既に記録されている場所上に重ね書き記
録するのでは無く、未記録領域に最初に情報を記録する場合）には欠陥処理方法としてこ
のスリッピング交替処理が適用される。
【０３９０】
　すなわち、発見された欠陥データセクタ（たとえばｍ個の欠陥セクタ７３１）は、その
欠陥セクタの後に続く最初の正常セクタ（ユーザエリア７２３ｂ）に交替（あるいは置換
）使用される（交替処理７３４）。これにより、該当グループの末端に向かってｍセクタ
分のスリッピング（論理セクタ番号後方シフト）が生じる。
【０３９１】
　同様に、その後にｎ個の欠陥セクタ７３２が発見されれば、その欠陥セクタはその後に
続く正常セクタ（ユーザエリア７２３ｃ）と交替使用され、同じく論理セクタ番号の設定
位置が後方にシフトする。その交代処理の結果スペアエリア７２４内の最初からｍ＋ｎセ
クタ分７３７に論理セクタ番号が設定され、ユーザ情報記録可能領域になる。その結果、
スペアエリア７２４内の不使用領域７２６はｍ＋ｎセクタ分減少する。
【０３９２】
　この時の欠陥セクタのアドレスは一次欠陥リスト（ＰＤＬ）に書き込まれ、欠陥セクタ
はユーザ情報の記録を禁止される。もしサーティファイ中に欠陥セクタが発見されないと
きは、ＰＤＬには何も書き込まない。同様にもしもスペアエリア７２４内の記録使用領域
７４３内にも欠陥セクタが発見された場合には、そのスペアセクタのアドレスはＰＤＬに
書き込まれる。
【０３９３】
　上記のスリッピング交替処理の結果、欠陥セクタのないユーザエリア７２３ａ～７２３
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ｃとスペアエリア７２４内の記録使用領域７４３がそのグループの情報記録使用部分（論
理セクタ番号設定領域７３５）となり、この部分に連続した論理セクタ番号が割り当てら
れる。
【０３９４】
　図３１（ｃ）は、図２３のデータエリア６０８内での他の交替処理で有るスキッピング
交替処理（ Skipping Replacement Algorithm）を説明する図である。
【０３９５】
　スキッピング交替処理は、映像情報や音声情報など途切れる事無く連続的（シームレス
）にユーザ情報を記録する必要が有る場合の欠陥処理に適した処理方法である。このスキ
ッピング交替処理は、１６セクタ単位、すなわちＥＣＣブロック単位（１セクタが２ｋバ
イトなので３２ｋバイト単位）で実行される。
【０３９６】
　たとえば、正常なＥＣＣブロックで構成されるユーザエリア７２３ａの後に１個の欠陥
ＥＣＣブロック７４１が発見されれば、この欠陥ＥＣＣブロック７４１に記録予定だった
データは、直後の正常なユーザエリア７２３ｂのＥＣＣブロックに代わりに記録される（
交替処理７４４）。同様にｋ個の連続した欠陥ＥＣＣブロック７４２が発見されれば、こ
れらの欠陥ブロック７４２に記録する予定だったデータは、直後の正常なユーザエリア７
２３ｃのｋ個のＥＣＣブロックに代わりに記録される。
【０３９７】
　こうして、該当グループのユーザエリア内で１＋ｋ個の欠陥ＥＣＣブロックが発見され
た時は、（１＋ｋ）ＥＣＣブロック分がスペアエリア７２４の領域内にずれ込み、スペア
エリア７２４内の情報記録に使用する延長領域７４３がユーザ情報記録可能領域となり、
ここに論理セクタ番号が設定される。その結果スペアエリア７２４の不使用領域７４６は
（１＋ｋ）ＥＣＣブロック分減少し、残りの不使用領域７４６は小さくなる。
【０３９８】
　上記交代処理の結果、欠陥ＥＣＣブロックのないユーザエリア７２３ａ～７２３ｃと情
報記録に使用する延長領域７４３がそのグループ内での情報記録使用部分（論理セクタ番
号設定領域）となる。この時の論理セクタ番号の設定方法として、欠陥ＥＣＣブロックの
ないユーザエリア７２３ａ～７２３ｃは初期設定（上記交代処理前の）時に事前に割り振
られた論理セクタ番号のまま不変に保たれる所に大きな特徴が有る。
【０３９９】
　その結果、欠陥ＥＣＣブロック７４１内の各物理セクタに対して初期設定時に事前に割
り振られた論理セクタ番号がそのまま情報記録に使用する延長領域７４３内の最初の物理
セクタに移動して設定される。またｋ個連続欠陥ＥＣＣブロック７４２内の各物理セクタ
に対して初期設定時に割り振られた論理セクタ番号がそのまま平行移動して、情報記録に
使用する延長領域７４３内の該当する各物理セクタに設定される。
【０４００】
　このスキッピング交替処理法では、ＤＶＤ－ＲＡＭディスクが事前にサーティファイさ
れていなくても、ユーザ情報記録中に発見された欠陥セクタに対して即座に交替処理を実
行出来る。
【０４０１】
　図３１（ｄ）は図２３のデータエリア６０８内でのさらに他の交替処理であるリニア交
替処理（ Linear Replacement Algorithm）を説明する図である。
【０４０２】
　このリニア交替処理も、１６セクタ単位すなわちＥＣＣブロック単位（３２ｋバイト単
位）で実行される。
【０４０３】
　リニア交替処理では、欠陥ＥＣＣブロック７５１が該当グループ内で最初に使用可能な
正常スペアブロック（スペアエリア７２４内の最初の交代記録箇所７５３）と交替（置換
）される（交替処理７５８）。この交代処理の場合、欠陥ＥＣＣブロック７５１上に記録
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する予定だったユーザ情報はそのままスペアエリア７２４内の交代記録箇所７５３上に記
録されるとともに、論理セクタ番号設定位置もそのまま交代記録箇所７５３上に移される
。同様にｋ個の連続欠陥ＥＣＣブロック７５２に対しても記録予定だったユーザ情報と論
理セクタ番号設定位置がスペアエリア７２４内の交代記録箇所７５４に移る。
【０４０４】
　リニア交替処理とスキッピング交替処理の場合には欠陥ブロックのアドレスおよびその
最終交替（置換）ブロックのアドレスは、ＳＤＬに書き込まれる。ＳＤＬにリストされた
交替ブロックが、後に欠陥ブロックであると判明したときは、ダイレクトポインタ法を用
いてＳＤＬに登録を行なう。このダイレクトポインタ法では、交替ブロックのアドレスを
欠陥ブロックのものから新しいものへ変更することによって、交替された欠陥ブロックが
登録されているＳＤＬのエントリィが修正される。上記二次欠陥リストＳＤＬを更新する
ときは、ＳＤＬ内の更新カウンタを１つインクリメントする。
【０４０５】
［書込処理］
　あるグループのセクタにデータ書込を行うときは、一次欠陥リスト（ＰＤＬ）にリスト
された欠陥セクタはスキップされる。そして、前述したスリッピング交替処理にしたがっ
て、欠陥セクタに書き込もうとするデータは次に来るデータセクタに書き込まれる。もし
書込対象ブロックが二次欠陥リスト（ＳＤＬ）にリストされておれば、そのブロックへ書
き込もうとするデータは、前述したリニア交替処理またはスキッピング交替処理にしたが
って、ＳＤＬにより指示されるスペアブロックに書き込まれる。
【０４０６】
　なお、パーソナルコンピュータの環境下では、パーソナルコンピュータファイルの記録
時にはリニア交替処理が利用され、ＡＶファイルの記録時にはスキッピング交替処理が利
用される。
【０４０７】
［一次欠陥リスト；ＰＤＬ］
　一次欠陥リスト（ＰＤＬ）は常にＤＶＤ－ＲＡＭディスクに記録されるものであるが、
その内容が空であることはあり得る。
【０４０８】
　ＰＤＬは、初期化時に特定された全ての欠陥セクタのアドレスを含む。これらのアドレ
スは、昇順にリストされる。ＰＤＬは、必要最小限のセクタ数で記録するようにする。そ
して、ＰＤＬは最初のセクタの最初のユーザバイトから開始する。ＰＤＬの最終セクタに
おける全ての未使用バイトは、０ＦＦｈにセットされる。このＰＤＬには、以下のような
情報が書き込まれることになる。
【０４０９】
　　バイト位置　　　　　　　　　ＰＤＬの内容
　　　　０　　　　　００ｈ；ＰＤＬ識別子
　　　　１　　　　　０１ｈ；ＰＤＬ識別子
　　　　２　　　　　ＰＤＬ内のアドレス数；ＭＳＢ
　　　　３　　　　　ＰＤＬ内のアドレス数；ＬＳＢ
　　　　４　　　　　最初の欠陥セクタのアドレス（セクタ番号；ＭＳＢ）
　　　　５　　　　　最初の欠陥セクタのアドレス（セクタ番号）
　　　　６　　　　　最初の欠陥セクタのアドレス（セクタ番号）
　　　　７　　　　　最初の欠陥セクタのアドレス（セクタ番号；ＬＳＢ）
　　　　：　　　　　　　　　　　　　：
　　　ｘ－３　　　　最後の欠陥セクタのアドレス（セクタ番号；ＭＳＢ）
　　　ｘ－２　　　　最後の欠陥セクタのアドレス（セクタ番号）
　　　ｘ－１　　　　最後の欠陥セクタのアドレス（セクタ番号）
　　　　ｘ　　　　　最後の欠陥セクタのアドレス（セクタ番号；ＬＳＢ）
　＊注；第２バイトおよび第３バイトが００ｈにセットされているときは、第３バイトは
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ＰＤＬの末尾となる。
【０４１０】
　なお、マルチセクタに対する一次欠陥リスト（ＰＤＬ）の場合、欠陥セクタのアドレス
リストは、２番目以降の後続セクタの最初のバイトに続くものとなる。つまり、ＰＤＬ識
別子およびＰＤＬアドレス数は、最初のセクタにのみ存在する。ＰＤＬが空の場合、第２
バイトおよび第３バイトは００ｈにセットされ、第４バイトないし第２０４７バイトはＦ
Ｆｈにセットされる。また、ＤＤＳ／ＰＤＬブロック内の未使用セクタには、ＦＦｈが書
き込まれる。
【０４１１】
［二次欠陥リスト；ＳＤＬ］
　二次欠陥リスト（ＳＤＬ）は初期化段階で生成され、サーティファイの後に使用される
。全てのディスクには、初期化中にＳＤＬが記録される。
【０４１２】
　このＳＤＬは、欠陥データブロックのアドレスおよびこの欠陥ブロックと交替するスペ
アブロックのアドレスという形で、複数のエントリィを含んでいる。ＳＤＬ内の各エント
リィには、８バイト割り当てられている。つまり、その内の４バイトが欠陥ブロックのア
ドレスに割り当てられ、残りの４バイトが交替ブロックのアドレスに割り当てられている
。
【０４１３】
　上記アドレスリストは、欠陥ブロックおよびその交替ブロックの最初のアドレスを含む
。欠陥ブロックのアドレスは、昇順に付される。
【０４１４】
　ＳＤＬは必要最小限のセクタ数で記録され、このＳＤＬは最初のセクタの最初のユーザ
データバイトから始まる。ＳＤＬの最終セクタにおける全ての未使用バイトは、０ＦＦｈ
にセットされる。その後の情報は、４つのＳＤＬ各々に記録される。
【０４１５】
　ＳＤＬにリストされた交替ブロックが、後に欠陥ブロックであると判明したときは、ダ
イレクトポインタ法を用いてＳＤＬに登録を行なう。このダイレクトポインタ法では、交
替ブロックのアドレスを欠陥ブロックのものから新しいものへ変更することによって、交
替された欠陥ブロックが登録されているＳＤＬのエントリが修正される。その際、ＳＤＬ
内のエントリィ数は、劣化セクタによって変更されることはない。
【０４１６】
　このＳＤＬには、以下のような情報が書き込まれることになる。
【０４１７】
　　バイト位置　　　　　　　　　ＳＤＬの内容
　　　　０　　　　　（００）；ＳＤＬ識別子
　　　　１　　　　　（０２）；ＳＤＬ識別子
　　　　２　　　　　（００）
　　　　３　　　　　（０１）
　　　　４　　　　　更新カウンタ；ＭＳＢ
　　　　５　　　　　更新カウンタ
　　　　６　　　　　更新カウンタ
　　　　７　　　　　更新カウンタ；ＬＳＢ
　　　８～２６　　　予備（００ｈ）
　　２７～２９　　ゾーン内スペアセクタを全て使い切ったことを示すフラグ
　　　３０　　　　ＳＤＬ内のエントリィ数；ＭＳＢ
　　　３１　　　　ＳＤＬ内のエントリィ数；ＬＳＢ
　　　３２　　　　最初の欠陥ブロックのアドレス（セクタ番号；ＭＳＢ）
　　　３３　　　　最初の欠陥ブロックのアドレス（セクタ番号）
　　　３４　　　　最初の欠陥ブロックのアドレス（セクタ番号）
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　　　３５　　　　最初の欠陥ブロックのアドレス（セクタ番号；ＬＳＢ）
　　　３６　　　　最初の交替ブロックのアドレス（セクタ番号；ＭＳＢ）
　　　３７　　　　最初の交替ブロックのアドレス（セクタ番号）
　　　３８　　　　最初の交替ブロックのアドレス（セクタ番号）
　　　３９　　　　最初の交替ブロックのアドレス（セクタ番号；ＬＳＢ）
　　　　：　　　　　　　　　　　　　：
　　　ｙ－７　　　最後の欠陥ブロックのアドレス（セクタ番号；ＭＳＢ）
　　　ｙ－６　　　最後の欠陥ブロックのアドレス（セクタ番号）
　　　ｙ－５　　　最後の欠陥ブロックのアドレス（セクタ番号）
　　　ｙ－４　　　最後の欠陥ブロックのアドレス（セクタ番号；ＬＳＢ）
　　　ｙ－３　　　最後の交替ブロックのアドレス（セクタ番号；ＭＳＢ）
　　　ｙ－２　　　最後の交替ブロックのアドレス（セクタ番号）
　　　ｙ－１　　　最後の交替ブロックのアドレス（セクタ番号）
　　　　ｙ　　　　最後の交替ブロックのアドレス（セクタ番号；ＬＳＢ）
　＊注；第３０～第３１バイト目の各エントリィは８バイト長。
【０４１８】
　なお、マルチセクタに対する二次欠陥リスト（ＳＤＬ）の場合、欠陥ブロックおよび交
替ブロックのアドレスリストは、２番目以降の後続セクタの最初のバイトに続くものとな
る。つまり、上記ＳＤＬの内容の第０バイト目～第３１バイト目は、最初のセクタにのみ
存在する。また、ＳＤＬブロック内の未使用セクタには、ＦＦｈが書き込まれる。
【０４１９】
　図３２は、たとえばＤＶＤーＲＡＭディスク等に対する論理ブロック番号の設定動作の
一例を説明するフローチャートである。
【０４２０】
　図１１の回転テーブル２２１に情報記憶媒体（光ディスク）２０１が装填されると（ス
テップＳＴ１３１）、制御部２２０はスピンドルモータ２０４の回転を開始させる（ステ
ップＳＴ１３２）。
【０４２１】
　情報記憶媒体（光ディスク）２０１の回転が開始したあと光学ヘッド２０２のレーザー
発光が開始され（ステップＳＴ１３３）、光ヘッド２０２内の対物レンズのフォーカスサ
ーボループがオンされる（ステップＳＴ１３４）。
【０４２２】
　レーザ発光後、制御部２２０は光学ヘッド移動機構（送りモータ）２０３を作動させて
光学ヘッド２０２を回転中の情報記憶媒体（光ディスク）２０１のリードインエリア６０
７に移動させる（ステップＳＴ１３５）。そして、光学ヘッド２０２内の対物レンズのト
ラックサーボループがオンされる（ステップＳＴ１３６）。
【０４２３】
　トラックサーボがアクティブになると、光学ヘッド２０２は情報記憶媒体（光ディスク
）２０１のリードインエリア６０７内のコントロールデータゾーン６５５（図２４参照）
の情報を再生する（ステップＳＴ１３７）。このコントロールデータゾーン６５５内のブ
ックタイプアンドパートバージョン６７１を再生することで、現在回転駆動されている情
報記憶媒体（光ディスク）２０１が記録可能な媒体（ＤＶＤ－ＲＡＭディスクまたはＤＶ
Ｄ－Ｒディスク）であると確認される（ステップＳＴ１３８）。ここでは、情報記録媒体
２０１がＤＶＤ－ＲＡＭディスクであるとする。
【０４２４】
　情報記憶媒体（光ディスク）２０１がＤＶＤ－ＲＡＭディスクであると確認されると、
再生対象のコントロールデータゾーン６５５から、再生・記録・消去時の最適光量（半導
体レーザの発光パワーおよび発光期間またはデューティ比等）の情報が再生される（ステ
ップＳＴ１３９）。
【０４２５】
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　続いて、制御部２２０は、現在回転駆動中のＤＶＤ－ＲＡＭディスク２０１に欠陥がな
いものとして、物理セクタ番号と論理セクタ番号との変換表（図２６参照）を作成する（
ステップＳＴ１４０）。
【０４２６】
　この変換表が作成されたあと、制御部２２０は情報記憶媒体（光ディスク）２０１のリ
ードインエリア６０７内の欠陥管理エリアＤＭＡ１／ＤＭＡ２　６６３およびリードアウ
トエリア６０９内の欠陥管理エリアＤＭＡ３／ＤＭＡ４　６９１を再生して、その時点に
おける情報記憶媒体（光ディスク）２０１の欠陥分布を調査する（ステップＳＴ１４１）
。
【０４２７】
　上記欠陥分布調査により情報記憶媒体（光ディスク）２０１上の欠陥分布が判ると、制
御部２２０は、ステップＳＴ１４０で「欠陥がない」として作成された変換表を、実際の
欠陥分布に応じて修正する（ステップＳＴ１４２）。具体的には、欠陥があると判明した
セクタそれぞれの部分で、物理セクタ番号ＰＳＮに対応していた論理セクタ番号ＬＳＮが
シフトされる。
【０４２８】
　図３３は、たとえばＤＶＤ－ＲＡＭディスク等における欠陥処理動作（ドライブ側の処
理）の一例を説明するフローチャートである。以下図１１を参照しながら、図３３のフロ
ーチャートを説明する。
【０４２９】
　最初にたとえば制御部２２０内のＭＰＵに対して、現在ドライブに装填されている情報
記録媒体（たとえばＤＶＤーＲＡＭディスク）２０１に記録する情報の先頭論理ブロック
番号ＬＢＮおよび記録情報のファイルサイズを指定する（ステップＳＴ１５１）。
【０４３０】
　すると、制御部２２０のＭＰＵは、図１２及び図１３を用いて指定された先頭論理ブロ
ック番号ＬＢＮから記録する情報の先頭論理セクタ番号ＬＳＮを算出する（ステップＳＴ
１５２）。こうして算出された先頭論理セクタ番号ＬＳＮおよび指定されたファイルサイ
ズから、情報記憶媒体（光ディスク）２０１への書込論理セクタ番号が定まる。
【０４３１】
　次に制御部２２０のＭＰＵはＤＶＤ－ＲＡＭディスク２０１の指定アドレスに記録情報
ファイルを書き込むとともに、ディスク２０１上の欠陥を調査する（ステップＳＴ１５３
）。
【０４３２】
　このファイル書込中に欠陥が検出されなければ、記録情報ファイルが所定の論理セクタ
番号に異常なく（つまりエラーが発生せずに）記録されたことになり、記録処理が正常に
完了する（ステップＳＴ１５５）。
【０４３３】
　一方、ファイル書込中に欠陥が検出されれば、所定の交替処理（たとえば図３１（ｄ）
のリニア交替処理（ Linear Replacement Algorithm）が実行される（ステップＳＴ１５６
）。
【０４３４】
　この交替処理後、新たに検出された欠陥がディスクのリードインエリア６０７のＤＭＡ
１／ＤＭＡ２　６６３およびリードアウトエリア６０９のＤＭＡ３／ＤＭＡ４　６９１に
追加登録される（図２４と図２５を参照）（ステップＳＴ１５７）。情報記憶媒体（光デ
ィスク）２０１へのＤＭＡ１／ＤＭＡ２　６６３およびＤＭＡ３／ＤＭＡ４　６９１の追
加登録後、このＤＭＡ１／ＤＭＡ２　６６３およびＤＭＡ３／ＤＭＡ４　６９１の登録内
容に基づいて、図３２のステップＳＴ１４０で作成した変換表の内容が修正される（ステ
ップＳＴ１５８）。
【０４３５】
　本発明のビデオファイルの記録時には欠陥発生時に図３１（ｃ）に示したスキッピング
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交替方式を採用する。
【０４３６】
　本発明のビデオファイル内では独自の“ＡＶアドレス”を利用する。ＡＶアドレスの設
定方法は、
（＊）２０４８ｋバイトの論理ブロックまたは物理セクタサイズ単位で設定する。
【０４３７】
（＊）アドレス昇順は、ビデオファイルに対応したファイルエントリィ内のアロケーショ
ンディスクリプター記述順に合わせる。図２２（ｄ）の例ではＬＢＮがＣ，Ｄ，Ｅ，Ｂの
順にＡＶアドレスの値が大きくなる。
【０４３８】
（＊）スキッピング交替によりスペアエリアに設定し直したＬＢＮはＡＶアドレスには含
まず、そのＬＢＮ部分に付いてはスキップして連続したＡＶアドレスを設定する。ユーザ
エリア７２３（図２６）内の欠陥のないセクタ（論理ブロック）のみに記録し、ＡＶアド
レスは全て連続番号にする。
【０４３９】
のルールに従って設定する。
【０４４０】
　図９に示した各セルに関する情報は図１（ｆ）に示すようにセルタイムコントロールイ
ンフォメーション１１０４内に記録されており、その中味は図１（ｇ）に示すように、
・セルタイムインフォメーション＃１　１１１３～＃ｍ　１１１５…各セル１１２１～１
１２４個々に関する情報。
【０４４１】
・セルタイムサーチインフォメーション１１１２…特定のセルＩＤを指定された場合のそ
れに対応するセルタイムインフォメーションの記載位置（ＡＶアドレス）を示すマップ情
報。
【０４４２】
・セルタイムコントロールゼネラルインフォメーション１１１１…セル情報全体に関する
情報。
【０４４３】
に別れ、また各セルタイムインフォメーションはそれぞれセルタイムゼネラルインフォメ
ーション＃ｍ　１１１６とセルＶＯＢＵテーブル＃ｍ　１１１７を有している。
【０４４４】
　図７はセルタイムインフォメーション内のデータ構造について説明した図である。図２
に示した録再ビデオデータ（ＲＷＶＩＤＥＯ＿ＯＢＪＥＣＴ．ＶＯＢ）（このビデオデー
タは図１（ｄ）のビデオオブジェクト１０１２の記録内容に一致する）内の図５に示した
各セル８４の記録位置を示したセルタイムコントロールゼネラルインフォメーション１１
１１と、図２に示した録再ビデオ管理データ（ＲＷＶＩＤＥＯ＿ＣＯＮＴＲＯＬ．ＩＦＯ
）（この情報は図１（ｄ）のコントロールインフォメーション１０１１内のデータと同じ
物である）上でのセルタイムインフォメーションが記録して有る場所のＬＢＮ（論理ブロ
ック番号）情報２０１１～２０１３がまとまって記録して有るセルタイムサーチインフオ
メーション１１１２とから構成される。
【０４４５】
　セルタイムコントロールゼネラルインフォメーション１１１１では記録位置に対して上
述したＡＶアドレスを用いて記述して有る。各セルの位置情報として図７では先頭位置の
ＡＶアドレス２００２、２００４、２００６とそれぞれのデータサイズ２００３、２００
５、２００７が記述して有るのに対して、図８の他の例ではデータサイズの代わりに終了
位置のＡＶアドレス２０２３、２０２５、２０２７が記述して有る。
【０４４６】
　図２に示した録再ビデオ管理データ（ＲＷＶＩＤＥＯ＿ＣＯＮＴＲＯＬ．ＩＦＯ）（こ
の情報は図１（ｄ）のコントロールインフォメーション１０１１内のデータと同じ物であ
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る）内に記録して有るセルタイムインフオメーションの内容を図３４に示す。セルタイム
ゼネラルインフォメーション１１１６とは個々のセルに関する一般的情報を示している。
各セル毎に再生速度２０３３が記録して有り、例えばＣＭ部分のみ高速で再生するなどの
可変速再生が可能になっている。
【０４４７】
　また各セル単位でパスワード２０３４とパーミッション２０３５が記録でき、セキュリ
ティー確保やパレンタルロックが掛けられるようになっている。各セル毎に掛けられるパ
ーミッション設定内容は図３４に示す通りになっている。ＰＣでの“ゴミ箱”のようにＵ
ＮＤＯにより復活可能な消去レベルとしてユーザによる消去指定情報２０３６と録画時の
残量に応じて自動的に消去が出来る優先順位を示す消去／書き重ね優先ランク情報２０３
７も設定可能になっている。
【０４４８】
　本発明でのタイムコードは図３４のセルＶＯＢＵテーブル１１１７を用いる。すなわち
セル内に含まれるビデオフレーム数２０４２，２０４４，２０４６とＶＯＢＵ毎のデータ
サイズ（使用セクタ数）２０４１，２０４３，２０４５との組で表している。この表記方
法を用いる事によりタイムコードを非常に少ない情報量で記録する事が出来る。以下にこ
のタイムコードを用いたアクセス方法に付いて説明する。
【０４４９】
１．ユーザからアクセスしたいセルとその時間が指定される。
【０４５０】
２．図１０に示したマイクロコンピュータブロック３０のＭＰＵはこの指定された時間か
ら対応するビデオフレームのセル開始位置からのビデオフレーム番号を割り出す。
【０４５１】
３．ＭＰＵは図３４に示したセル先頭からのＶＯＢＵ毎のビデオフレーム数２０４２～２
０４６を順次累計計算し、ユーザが指定したビデオフレームが先頭から何番目のＶＯＢＵ
内の更に何番目のビデオフレームに該当するか割り出す。
【０４５２】
４．図７あるいは図８のセルタイムコントロールゼネラルインフォメーション１１１１か
らセル内の全データの情報記憶媒体上の記録位置を割り出す。
【０４５３】
　図３５を用いて本発明のビデオファイル内データの詳細構造説明と部分消去、録画によ
る追加記録方法についての説明を行なう。ビデオファイル内でＶＯＢに対する情報記憶媒
体上で連続的に記録されるまとまりをＵＤＦと同様エクステントで表現する。図３５（ａ
）ではＶＯＢ＃１とＶＯＢ＃２ともにそれぞれ１個のエクステント（エクステント＃ａと
エクステント＃ｂ）で構成される。
【０４５４】
　図３５（ａ）においてセルＤはＰＣのゴミ箱ファイルと同様、ユーザによる消去指定が
なされているため、図９（ｂ）のＰＧＣインフォメーションからは削除され、再生時にユ
ーザが見ることは出来ない。しかしゴミ箱から取り出す処理により図９（ｂ）のＰＧＣイ
ンフォメーションに再登録されユーザが再度再生できる可能性を持っている。
【０４５５】
　図３５（ａ）のセルＢ内の最初の部分に対して部分的な完全消去をユーザから指定され
た場合、図１０のＭＰＵはユーザからの部分的な完全消去範囲を時間情報（何秒目から何
秒目まで完全消去するか）で受け取ると、図３４のセルＶＯＢＵテーブル１１１７を使っ
て該当する時間範囲がどのＶＯＢＵに対応するかを割り出す。
【０４５６】
　次に完全消去の境界時間が含まれるＶＯＢＵ［図３５（ａ）ではセルＢ内の最初から４
番目のＶＯＢＵが該当する］を完全消去対象からはずす。この方法により図１０のＭＰＵ
は完全消去対象のＶＯＢＵを割り出し、図３５（ｂ）のように該当部分を消去する。
【０４５７】
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　次にユーザから非常にサイズの大きい映像情報を追加記録したいと言う情報を受け取る
と、図１０のＭＰＵはビデオファイル内の全ＡＶアドレスをマッピングし、図３６のＶＯ
Ｂの位置情報から既に記録して有る部分のＡＶアドレスを消去していく。その結果残った
ＡＶアドレス部分から未記録領域のアドレスを探し出す。全未記録領域のサイズを合計し
、ユーザから事前に指定された追記記録映像情報サイズと比較する。
【０４５８】
　もし全未記録領域のサイズが足りない場合には図３５（ｃ）のように消去指定領域を完
全消去する。もしそれでもサイズが足りない場合には図３４のセルタイムゼネラルインフ
ォメーション１１１６から消去／書き重ね優先ランク情報２０３７を読み取り、優先順位
の高い場所から順に図１０のＭＰＵが消去処理する。その結果空いた未記録領域に図３５
（ｄ）のようにＶＯＢ＃３のデータを埋めていく。図３５（ｄ）ではセルＥが２箇所に分
かれて記録されている。図３５（ｄ）ではＶＯＢ＃３のデータは３個のエクステント（エ
クステント＃ｃ，エクステント＃ｄ，エクステント＃ｅ）に分かれて記録されている。
【０４５９】
　図１（ｆ）に示したＶＯＢコントロールインフォメーション１１０６内のデータ構造を
図３６に示す。大きくＶＯＢの位置情報と各ＶＯＢ毎のそれに属するセル情報との関係を
示した情報から構成される。図３５に示すように１個のＶＯＢはビデオファイル内で複数
箇所に分散配置が可能になっている。ＶＯＢ内のビデオファイル内で連続的に記録される
まとまりをＵＤＦと同様エクステントで表現する。ビデオファイル内のＡＶアドレスサイ
ズは事前に分かっているので、全ＡＶアドレスのマッピングから図３６の全ＶＯＢの位置
情報を消去することにより、残ったＡＶアドレス部分がビデオファイル内の未記録領域の
アドレスであると分かる。
【０４６０】
　図１０に示した情報再生装置または情報記録再生装置における各種動作の説明を行なう
。
【０４６１】
（＊）誤ってユーザが録再ビデオデータを消した場合の処理
　情報記憶媒体（光ディスク１００１）が装着されると情報記録再生部３２で録再ビデオ
管理データ（ＲＷＶＩＤＥＯ＿ＣＯＮＴＲＯＬ．ＩＦＯ）を再生する。その後、誤ってユ
ーザが録再ビデオデータなどを消した場合を想定して録再ビデオデータ（ＲＷＶＩＤＥＯ
＿ＯＢＪＥＣＴ．ＶＯＢ）、静止画データ（ＲＷＰＩＣＴＵＲＥ＿ＯＢＪＥＣＴ．ＰＯＢ
）、サムネール画像データ（ＲＷＴＨＵＭＢＮＡＩＬ＿ＯＢＪＥＣＴ．ＰＯＢ）、オーデ
ィオデータ（ＲＷＡＵＤＩＯ＿ＯＢＪＥＣＴ．ＡＯＢ）を検索に行く。そこでどれかのデ
ータが欠如していた場合にはＤＶＤビデオレコーダ表示部４８に“特定のファイルが見当
たりません”とのコメントを出す。
【０４６２】
（＊）初期時のビデオファイルサイズ設定方法
　初めて新しい情報記憶媒体（光ディスク１００１）を装着し、情報記録再生部３２で録
再ビデオ管理データ（ＲＷＶＩＤＥＯ＿ＣＯＮＴＲＯＬ．ＩＦＯ）を再生する。ＭＰＵが
録再ビデオデータ（ＲＷＶＩＤＥＯ＿ＯＢＪＥＣＴ．ＶＯＢ）未作成で有る事を知るとＤ
ＶＤビデオレコーダ表示部４８に“これから録画可能領域を作成します。標準で何時間の
録画が可能に設定しますか？”との問い合わせを表示し、ユーザの回答をもらう。ユーザ
からの回答結果から自動的にビデオファイルサイズを算出し、ＵＤＦ上に録再ビデオデー
タ（ＲＷＶＩＤＥＯ＿ＯＢＪＥＣＴ．ＶＯＢ）のファイルを登録する。
【０４６３】
（＊）ＤＭＡ情報を利用してＬＢＮとＡＶアドレス間のアドレス換算を行なう
　次に情報記憶媒体としてＤＶＤ－ＲＡＭを用いた場合にはＤＭＡ領域を読み取り、ＬＢ
ＮとＡＶアドレス間のアドレス換算を行なう。情報記憶媒体から欠陥位置情報を読み取る
手段は図１０で情報記録再生部３２を意味し、上記欠陥位置情報を読み取る手段によって
得られた欠陥位置情報から上記論理アドレスとＡＶアドレス間の換算を行なう換算手段が
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図１０のＭＰＵに相当する。
【０４６４】
（＊）ビデオファイルサイズ変更に合わせたＵＤＦとＡＶアドレスの連動処理
　図２２（ｄ）のように録画を繰り返すうちに初期に設定したビデオファイルサイズに対
してファイルサイズ変更が必要な場合が生じる。ビデオファイルサイズ変更に合わせてフ
ァイル・システム変更情報を作成する手段として図１０のＭＰＵがＵＤＦ上での変更情報
を算出する。そしてその結果を図１０の情報記録再生部３２で情報記憶媒体（光ディスク
１００１）に記録する。また同時に上記ファイル・システム変更情報に合わせてビデオフ
ァイル内のＡＶアドレス設定状態の変更情報を作成する手段も同様にＭＰＵが受け持ち、
その結果を情報記録再生部３２から情報記憶媒体（光ディスク１００１）上の図２に示し
た録再ビデオ管理データ（ＲＷＶＩＤＥＯ＿ＣＯＮＴＲＯＬ．ＩＦＯ）に記録する。
【０４６５】
（＊）ビデオファイルサイズ変更に伴うセル／ＶＯＢアドレスの付け替え
　ビデオファイルサイズ変更に合わせてファイル・システム変更情報を作成する手段も図
１０のＭＰＵが受け持ち、上記ファイル・システム変更情報に合わせて情報記憶媒体上に
記録されたセルの記録されたアドレス情報もしくはＶＯＢが記録されたアドレス情報の少
なくとも一部を変更する（書き換える）手段は情報記録再生部３２が対応する。
【０４６６】
（＊）セルかＶＯＢのアドレス配置情報からディスク上の未記録位置を割り出す
　この操作については図３６の説明の時触れた通りである。情報記憶媒体から各ＶＯＢ毎
もしくは各セル毎の先頭アドレスとセルサイズとの組もしくは先頭アドレスと最終アドレ
スとの組の情報を読み取る手段は図１０の情報記録再生部３２を示し、上記読み取った各
ＶＯＢのアドレス情報もしくは各セルのアドレス情報から上記ビデオファイル内の未記録
領域のアドレスを抽出する手段はＭＰＵを意味する。
【０４６７】
（＊）セルかＶＯＢ単位のパーミッション設定に合わせてパーミッション処理実施
　情報がファイル単位で記録され、かつ再生操作により前記ファイル内に記録された情報
を読み取る事が可能であり、少なくとも映像情報を有するビデオファイルと、
　前記ビデオファイル内に記録された映像情報の再生制御方法に関する管理情報を有する
管理ファイルとが記録され、
　かつ上記ビデオファイル内の映像情報はセル単位あるいはＶＯＢ単位のまとまりを持ち
、更にセル単位またはＶＯＢ単位でパーミッション設定情報が上記管理ファイル上に記録
されている情報記憶媒体に対し、
　情報記憶媒体からパーミッション情報を再生する手段は情報記録再生部３２が該当し、
上記再生したパーミッション情報に基付き再生映像の表示制御を行なう表示制御手段もＭ
ＰＵが受け持つ。また上記再生したパーミッション情報に基付き映像の記録・消去制御を
行なう記録・消去手段もＭＰＵの事を示す。
【０４６８】
（＊）ＶＯＢＵ単位を基準としてセルまたはＶＯＢのサイズ変更を行なう
　ビデオファイル内の映像情報の部分的消去時に、消去する映像部分に関係するセルまた
はＶＯＢを判別する第１の判別手段は図１０のＭＰＵが行ない、同様にＭＰＵが図３４の
セルＶＯＢＵテーブル１１１７を用いて第１の判別手段（ＭＰＵ）により抽出されたセル
またはＶＯＢを構成する全ＶＯＢＵを判別する。さらにＭＰＵは上記消去する映像部分に
該当するＶＯＢＵを判別するとともに、上記消去する映像部分の境界位置が（該当ＶＯＢ
Ｕの）中央位置に一致したＶＯＢＵを消去対象のＶＯＢＵから除外し、上記第１の判別手
段（ＭＰＵ）により判別されたセルまたはＶＯＢに対して、第２の判別手段（ＭＰＵ）に
より判別した上記セルまたはＶＯＢを構成するＶＯＢＵから、第３の判別手段（ＭＰＵ）
により判別した消去対象のＶＯＢＵを除去する第１の判定手段（ＭＰＵ）と、上記第１の
判定手段（ＭＰＵ）の結果に基付いてセルまたはＶＯＢを構成するＶＯＢＵ情報を変更し
て録再ビデオ管理データを変更記録する記録手段は図１０の情報記録再生部３２が該当す
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る。
【０４６９】
　上記したように本発明によれば、情報記憶媒体上に録画再生可能なビデオファイルを一
個にしたため、ユーザが間違ってビデオファイルを消した場合、再生開始時（もしくは再
生開始前）に異常をユーザに知らせることが可能となる。従来のＤＶＤビデオディスクの
ように複数のビデオファイルの存在を許可した場合にはそのうちの１個のビデオファイル
をユーザが間違って消去した場合、情報再生装置もしくは情報記録再生装置がその事に気
付かずに再生を開始し、消去されたビデオファイルを再生する順番になって初めてエラー
を表示することになり、ユーザの混乱を招く基となる。本発明により上記の弊害を除去出
来る。
【０４７０】
　情報再生装置と情報記録再生装置は映像情報の記録／再生時には唯一ファイル名を指定
されたビデオファイル（図２ではＲＷＶＩＤＥＯ＿ＯＢＪＥＣＴ．ＶＯＢ）にのみアクセ
スするのでユーザが誤って（ＲＷＶ＿ＴＳのサブディレクトリ下に）類似したビデオファ
イルを配置しても情報再生装置と情報記録再生装置はそのファイルを無視するため、大き
な影響を回避できる。
【０４７１】
　情報記憶媒体上に録画再生可能なビデオファイルを一個にし、更にこのビデオファイル
内に録画された全映像情報を全て順次に再生可能なように１個のＰＧＣにより設定する事
でＶＴＲのように１本のテープに記録する方法に馴染んでいるユーザに取って使いやすく
なる。上記の方法により録画した全映像情報を１本のテープのように連続したつながりと
して表示することが容易となる。また上記の方法によりユーザにとってあたかも１本のテ
ープ上の特定場所を録画・消去・再生するように取り扱う事が出来る
　ビデオファイル内に未記録領域の定義を可能とした結果、
（ａ）ファイル内データの部分消去を行なった場合、ビデオファイルサイズを縮小せずに
消去場所を未記録領域へ変更する処理や、
（ｂ）全体のファイルサイズを変える事無く、ファイル内の未記録領域に追加データを記
録する、
などが行える。
【０４７２】
　そのため、映像情報の部分消去や映像情報の追加毎にビデオファイルサイズの変更が不
要となる。ビデオファイルサイズの変更が不要になると、ビデオファイル内の変更しない
場所には手を加える事無く（再記録処理を行わず）消去場所や未記録領域内の追記データ
記録場所など変更箇所のみ情報の書き換えが可能となる。
【０４７３】
　膨大なファイルサイズを持つビデオファイル内容を変更する場合、ファイル全体を再記
録していた従来方法に比べ、本発明によるビデオファイル内の変更箇所のみの情報の書き
換え処理により情報記憶媒体へのデータ変更時間が大幅に短縮される。
【０４７４】
　ビデオファイル内に未記録領域を持ち、ビデオファイル内の再生可能な全映像情報の再
生順情報（ＰＧＣ）を持つ事により、ファイル・システム（ＵＤＦ）に依存する事無く、
ビデオファイルを処理するアプリソフト側でビデオファイル内の映像情報記録場所の設定
が可能となる。その結果、再生順情報（ＰＧＣ）に合わせた映像情報記録場所が設定でき
、映像情報の連続記録、連続再生が容易となる。
【０４７５】
　情報記憶媒体上の各ファイルの記録場所［記録アドレス：ＬＢＮ（ Logical Block Numb
er）］の設定は、ＵＤＦやＦＡＴなどのファイル・システムに任されている。しかしＵＤ
ＦやＦＡＴにはファイル名とファイルサイズのみの情報しか与えられないので、情報記憶
媒体上の空き領域に与えられたファイルサイズの記録位置を順次に当てはめる。
【０４７６】
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　つまりＵＤＦやＦＡＴにはＰＣＧ情報が与えられないため、映像情報の連続記録、連続
再生に適合した記録場所設定が出来ない。ビデオファイル内に未記録領域を持つ事により
少量の映像情報の追加や部分消去に対してビデオファイルサイズ変更が不要となる。その
結果ＵＤＦやＦＡＴなどのファイル・システム上は少量の映像情報の追加や部分消去時で
のビデオファイルの記録場所（記録アドレス）の変更は行なわず、追加する映像情報の記
録場所や部分消去場所はビデオファイルを処理するアプリソフト側で管理できる（アプリ
ソフト側からＵＤＦなどファイル・システム側に部分消去や書き換えする場所のＬＢＮを
指定して部分的書き換え処理を行わせる）。アプリソフト側はビデオファイル内の再生可
能な全映像情報の再生順情報（ＰＧＣ）を知っているのでＰＧＣ情報に合わせた連続記録
、連続再生が可能なアドレスを指定できる。
【０４７７】
　情報記憶媒体上に唯一１個のビデオファイルを記録可能とし、さらにビデオファイル内
に未記録領域の定義を可能とした結果、同一の情報記憶媒体上に映像情報を記録したビデ
オファイルと一般コンピュータデータを記録したコンピュータファイルを混在記録させて
も映像情報を情報記憶媒体上の特定箇所に集中して記録することができ、映像情報の連続
記録、連続再生が容易になる。
【０４７８】
　すなわち、同一な情報記憶媒体上にビデオファイルとコンピュータファイルを混在記録
させた場合を考える。コンピュータファイルの情報記憶媒体上の記録場所を示すアドレス
（ＬＢＮ： Logical Block Number）はＵＤＦなどファイル・システム上で設定され、その
結果情報記憶媒体上にコンピュータファイルが広く点在する場合が生じる。
【０４７９】
　その後でビデオファイルを記録した場合、点在するコンピュータファイルの間を縫い、
互いに大きく離れた位置に存在する複数のエクステントの集まりとしてビデオファイルが
ファイルエントリィされる場合が有る。更にファイル内に未記録領域を持たない従来のフ
ァイル構造の場合、ファイル内の映像情報の部分消去や追加が行なわれる毎にビデオファ
イルサイズが変更し、その度に情報記憶媒体上の記録場所を示すアロケーション（ビデオ
ファイルが記録されるエクステント分布状況）が変化する。
【０４８０】
　例えは最初に長時間録画により情報記憶媒体上の一ヶ所に局在し非常にサイズの大きい
ビデオファイル（このビデオファイルのファイルエントリィのアロケーションディスクリ
プターには連続したアドレスを割り当てる）を作成し、その後で録画された映像情報の中
間部分を消去した場合、従来のようにファイル内に未記録領域を持たない場合にはこの部
分消去の結果、ビデオファイルのアロケーションが情報記憶媒体上の２ヶ所に分断される
。
【０４８１】
　その後、この削除した部分にＰＣデータが記録される場合もある。この場所にＰＣデー
タを記録した後、更に録画処理によりビデオファイルサイズを広げる場合、情報記憶媒体
上において既存のビデオファイルの記録領域より大きく離れた位置に記録する必要が生じ
る。このように１個のビデオファイルが情報記憶媒体上離れた位置に点在すると映像情報
の連続記録、連続再生に支障を来す。
【０４８２】
　本発明のように同一のビデオファイル内に未記録領域を確保することにより、部分消去
と追記録画を繰り返しても情報記憶媒体上でビデオファイルの記録位置が分散することが
無く、映像情報の連続記録、連続再生が容易となる。
【０４８３】
　まとまってセル毎またはＶＯＢ毎の先頭アドレスとサイズの情報が情報記憶媒体上に記
録されているため、ビデオファイル内のセル（またはＶＯＢ）の配置分布を高速で検出で
き、その結果上記ビデオファイル内の未記録領域の場所を即座に検出できる。
【０４８４】
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　そのため管理データ（図２でのＲＷＶＩＤＥＯ＿ＣＯＮＴＲＯＬ．ＩＦＯ）を再生して
からビデオファイル内の未記録場所を検出し、録画を開始するという一連の録画開始処理
を高速で行える。図３７の従来例のように個々の映像情報が別々のビデオファイルに収納
されていた場合には、ビデオファイル内には未記録領域は存在しない。本発明のように情
報記憶媒体上に記録する映像情報を全て１個のビデオファイル内に収納させる方式を採用
して初めて“ビデオファイル内の未記録領域”が発生し、ビデオファイル内のセル（また
はＶＯＢ）の配置分布情報が必要となる。
【０４８５】
　ビデオファイルサイズの変更に伴い［ＡＶアドレスとＬＢＮ（ Logical Block Number）
間の対応関係が変化するので］部分的にセルとＶＯＢのアドレスの変更が必要となる。セ
ルタイムゼネラルインフォメーション（とＶＯＢコントロールインフォメーション）内に
記録して有るセルとＶＯＢのアドレス情報がそれぞれの先頭アドレスとサイズとの組で記
述して有るため、上記のアドレスの変更時には各先頭アドレスのみの変更で済み、管理デ
ータの変更量が少ない。
【０４８６】
　ＤＶＤビデオディスクの規格では、ビデオ・タイトル・セットセルアドレステーブル（
ＶＴＳ＿Ｃ＿ＡＤＴ）内のビデオ・タイトル・セットセルピース（ＶＴＳ＿ＣＰＩ）にセ
ルピースの先頭アドレスと終了アドレスが記録されている。この場合にはアドレス変更時
には先頭アドレスと終了アドレスとの両方を変更する必要があるが、上記の方法ではセル
サイズまたはＶＯＢサイズの変更が不要となるので変更箇所が半分になる。
【０４８７】
　セル単位あるいはＶＯＢ単位の細かなパーミッションの設定が可能となる。ＤＶＤビデ
オディスクの規格ではパレンタルロック機能はビデオタイトル単位あるいはＰＧＣ単位で
行なわれていた。またＵＤＦ上ではファイル単位のパーミッション設定が可能である。
【０４８８】
　しかし本発明においては情報記憶媒体上では１個のビデオファイルと映像情報全体を見
通せるＰＧＣを持つため、映像情報に合わせた細かなパーミッションの設定やパレンタル
ロックの設定あるいはセキュリティー管理が出来ない。本発明ではセル単位あるいはＶＯ
Ｂ単位にパーミッション設定用のフラグを持たせたため細かな設定が初めて可能となった
。
【０４８９】
　情報記憶媒体（ＤＶＤ－ＲＡＭ）のＤＭＡ情報を用いて欠陥位置に対する交替処理を行
なったＬＢＮ（ Logical Block Number）を避けた（飛ばした）ＡＶアドレスの設定を行な
い、そのＡＶアドレスに従って映像情報を記録するため、映像情報の連続記録と連続再生
の確保が容易となる。
【０４９０】
　ＤＶＤ－ＲＡＭ規格ではリニア交替またはスキッピング交替を行なった論理ブロック（
論理セクタ）の情報記憶媒体（ＤＶＤ－ＲＡＭ）上での物理的配置位置はスペーアエリア
に存在する。従ってＬＢＮに従って映像情報を記録する場合には交替処理を行なったＬＢ
Ｎに対してはスペアエリアへのアクセス処理が必要となり、映像情報の連続記録、連続再
生が妨げられる。本発明のＡＶアドレスでは交替処理を行なったＬＢＮを含まないように
設定されているため、不必要なアクセス回数が減り、連続記録、連続再生を容易にする。
【０４９１】
　映像情報の部分消去に伴うセルサイズあるいはＶＯＢサイズの変更をＶＯＢＵ単位で行
なうため、再エンコードをする必要が無く管理データ（例えば図２におけるＲＷＶＩＤＥ
Ｏ＿ＣＯＮＴＲＯＬ．ＩＦＯ）のみの変更で高速に実施することが出来る。
【０４９２】
　従来例のＤＶＤビデオディスクは再生専用なため、映像情報の部分削除によるセルサイ
ズあるいはＶＯＢサイズの変更の必要が無かった。本発明の録画可能な情報記憶媒体で初
めてセルサイズあるいはＶＯＢサイズの変更が必要となる。セルサイズあるいはＶＯＢサ
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イズの変更毎にＶＯＢＵの作り直し（再エンコード）処理を行なう場合に比較して本発明
の方法の方が高速かつ容易にセルサイズあるいはＶＯＢサイズの変更の必要が行なえる。
【０４９３】
　本発明の情報記憶媒体でのＶＯＢは１個以上の録画領域の塊をまたがって記録できるた
め、ビデオファイル内に点在して記録された映像情報の間を“飛び石”式に複数の映像領
域の塊をまたがって記録することができる。
【０４９４】
　本発明の情報記憶媒体のデータ構造の場合には１個のビデオファイル内に全映像情報を
記録するため、録画と部分消去を何度も繰り返す間にビデオファイル内に録画済み情報が
点在する。その結果ビデオファイル内で小さいサイズの未記録領域が多数分布してしまう
。
【０４９５】
　録画時に常に連続したアドレス領域にのみＶＯＢを記録した場合には、大きなサイズの
ＶＯＢを記録できる場所が限られ、ビデオファイル内の録画可能容量が減少する。本発明
のようにビデオファイル内の互いに離れた位置に配置された複数の映像領域の塊をまたが
って１個のＶＯＢが記録可能にする事により、多数分布した小さいサイズの未記録な映像
領域の塊を無駄にすることなく録画することが出来る。
【図面の簡単な説明】
【０４９６】
【図１】光ディスクに記録される情報の階層構造を説明するために示す図。
【図２】光ディスクに記録される情報（データファイル）のディレクトリ構造を説明する
ために示す図。
【図３】光ディスクに記録される情報（データファイル）の他のディレクトリ構造を説明
するために示す図。
【図４】光ディスクに記録される情報（データファイル）の更に他のディレクトリ構造を
説明するために示す図。
【図５】ビデオオブジェクトとセルとの関係を説明するために示す図。
【図６】ＰＧＣコントロールインフォメーションを説明するために示す図。
【図７】セルタイムコントロールゼネラルインフォメーションとセルタイムサーチインフ
ォメーションのデータ構造を説明するために示す図。
【図８】セルタイムコントロールゼネラルインフォメーションとセルタイムサーチインフ
ォメーションのデータ構造の他の例を説明するために示す図。
【図９】セルとＰＧＣインフォメーションとの関係を説明するために示す図。
【図１０】光ディスクに対する情報記録再生装置を示すブロック構成図。
【図１１】同情報記録再生装置の情報記録再生部の詳細を示すブロック構成図。
【図１２】ＵＤＦに基づいて構築されたファイル・システムの一例を説明するための第１
の部分図。
【図１３】ＵＤＦに基づいて構築されたファイル・システムの一例を図１２とともに説明
するための第２の部分図。
【図１４】図２に示した階層ファイル・システム構造と光ディスクに記録された情報内容
との間の基本的な関係を説明するために示す図。
【図１５】図２に示した階層構造を持ったファイル構造内で、ファイル（ルートディレク
トリ、サブディレクトリ、ファイルデータ等）の情報を記述するファイルＩＤディスクリ
プターの一部を抜粋して説明するために示す図。
【図１６】図２に示した階層構造を持ったファイル構造内で、指定されたファイルの記録
位置を表示するファイルエントリィの記述内容の一部を抜粋して説明するために示す図。
【図１７】光ディスク上の連続セクタ集合体（エクステント）の記録位置を表示するロン
グアロケーションディスクリプターの記述内容を説明するために示す図。
【図１８】光ディスク上の連続セクタ集合体（エクステント）の記録位置を表示するショ
ートアロケーションディスクリプターの記述内容を説明するために示す図。
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【図１９】光ディスク上の未記録連続セクタ集合体（未記録エクステント）を検索するも
ので、スペースエントリィとして使用される記述文の内容を説明するために示す図。
【図２０】図２に示した階層構造を持ったファイル・システムの構造の一例を説明するた
めに示す図。
【図２１】ＵＤＦを用いた場合の従来のファイル記録位置の設定方法を説明するために示
す図。
【図２２】この発明に係るＵＤＦを用いた場合のファイル記録位置の設定方法を説明する
ために示す図。
【図２３】図１に示した光ディスクのＲＡＭ層のレイアウトを説明するために示す図。
【図２４】図２３に示したレイアウトにおけるリードインエリア部分の詳細を説明するた
めに示す図。
【図２５】図２３に示したレイアウトにおけるリードアウトエリア部分の詳細を説明する
ために示す図。
【図２６】図２３に示したレイアウトにおけるデータエリア部分の詳細を説明するために
示す図。
【図２７】図２３に示したデータエリア部分に含まれるセクタの構造を説明するために示
す図。
【図２８】図２３に示したデータエリア部分に含まれる情報の記録単位（ＥＣＣ単位）を
説明するために示す図。
【図２９】図２３に示したデータエリア内でのゾーンとグループとの関係を説明するため
に示す図。
【図３０】図２３に示したデータエリア内での論理セクタの設定方法を説明するために示
す図。
【図３１】図２３に示したデータエリア内での交替処理を説明するために示す図。
【図３２】使用媒体に対する論理ブロック番号の設定動作の一例を説明するために示すフ
ローチャート。
【図３３】使用媒体の欠陥処理動作の一例を説明するために示すフローチャート。
【図３４】図１に示したセルタイムインフォメーション内のデータ構造を説明するために
示す図。
【図３５】図２に示したビデオファイル内データの詳細を説明するために示す図。
【図３６】図２に示したＶＯＢコントロールインフォメーション内データの詳細を説明す
るために示す図。
【図３７】光ディスクに記録される情報（データファイル）の従来のディレクトリ構造を
説明するために示す図。
【図３８】セルとＰＧＣインフォメーションとの従来の関係を説明するために示す図。
【符号の説明】
【０４９７】
　３０…マイクロコンピュータブロック、３２…情報記録再生部、３４…一時期億部、３
６…データプロセッサ、３８…ＳＴＣ、４２…入力ＡＶ、４４…ＴＶチューナ、４６…Ａ
Ｖ出力、４８…ＤＶＤビデオレコーダ表示部、５２…ＡＤＣ、５３…Ｖエンコーダ、５４
…Ａエンコーダ、５５…ＳＰエンコーダ、５６…フォーマッタ、５７…バッファメモリ、
６２…セパレータ、６３…メモリ、６４…Ｖデコーダ、６５…ＳＰデコーダ、６６…ビデ
オプロセッサ、６７…Ｖ－ＤＡＣ、６８…Ａデコーダ、６９…Ａ－ＤＡＣ、１００…ディ
スクチェンジャ部、２０１…情報記憶媒体（光ディスク）、２０２…光学ヘッド、２０３
…光学ヘッド移動機構（送りモータ）、２０４…スピンドルモータ、２０５…半導体レー
ザ駆動回路、２０６…記録／再生／消去制御波形発生回路、２０７…変調回路、２０８…
ＥＣＣエンコーディング回路、２０９…エラー訂正回路、２１０…復調回路、２１１…Ｐ
ＬＬ回路、２１２…２値化回路、２１３…アンプ、２１４…情報記憶媒体回転速度検出回
路、２１５…スピンドルモータ駆動回路、２１６…送りモータ駆動回路、２１７…フォー
カス・トラックエラー検出回路、２１８…対物レンズアクチュエータ駆動回路、２１９…
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半導体メモリ、２２０…制御部、２２１…回転テーブル、２２２…データ入出力インター
フェース部。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

(64) JP 3906274 B2 2007.4.18



【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

(65) JP 3906274 B2 2007.4.18



【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】
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【 図 ２ ０ 】 【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】 【 図 ２ ３ 】
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【 図 ２ ４ 】 【 図 ２ ５ 】

【 図 ２ ６ 】 【 図 ２ ７ 】
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【 図 ２ ８ 】 【 図 ２ ９ 】

【 図 ３ ０ 】 【 図 ３ １ 】
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【 図 ３ ２ 】 【 図 ３ ３ 】

【 図 ３ ４ 】 【 図 ３ ５ 】
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【 図 ３ ６ 】 【 図 ３ ７ 】

【 図 ３ ８ 】
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